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入学手続要項
2021年度 4月・9月入学  立命館アジア太平洋大学

国際学生（学士課程）
こくさいがくせい がくしかてい

ねん  ど

にゅう が く て つ づ き よ う こ う

がつ がつにゅうがく りつめいかん たいへいようだいがく



A. 入
にゅうがくてつづき

学手続 ※

入
にゅうがくてつづき

学手続チェックリスト p. 1
Ⅰ．入

にゅうがくてつづき

学手続システムの概
がいよう

要  p. 2 ｰ p. 4
Ⅱ．入

にゅうがくてつづききん

学手続金  p. 5 ｰ p. 7
Ⅲ．出

しゅつがん

願書
しょるい

類原
げんぽん

本及
およ

び入
にゅうがくてつづき

学手続書
しょるい

類の提
ていしゅつ

出  p. 8 ｰ p. 19
Ⅰ、Ⅱの手

てつづ

続きを終
お

えた後
あと

、Ⅲ以
いこう

降の手
てつづ

続きに進
すす

みます。

Ⅳ．査
さしょう

証（ビザ）の取
しゅとく

得 p. 20 ｰ p. 21
Ⅴ．入

にゅうがくまえがくしゅうかだい

学前学習課題への取
と

り組
く

み  p. 22
Ⅵ．出

しゅっぱつ

発の準
じゅんび

備 p. 23 ｰ p. 28

※手
てつづ

続き締
しめきりび

切日は、各
かくこじん

個人によって異
こと

なるため、入
にゅうがくてつづき

学手続システム内
ない

にて各
かくじ

自ご確
 かくにん

認ください。

　締
しめきりび

切日を過
す

ぎての手
てつづ

続きは一
いっさい

切受
う

け付
つ

けませんのでご注
ちゅうい

意ください。

B. APUでの学
がくしゅう

修・キャンパスライフについて
Ⅰ．APハウスについて p. 29 ｰ p. 30
Ⅱ．APUでの学

がくしゅう

修  p. 31 ｰ p. 44
Ⅲ．授

じゅぎょう

業のまえに p. 45
Ⅳ．APUと日

に ほ ん

本での生
せいかつ

活 p. 46 ｰ p. 50

標
ひょうじゅんしゅうぎょうねんげん

準修業年限までの年
ねんかんじゅぎょうりょうがく

間授業料額・2021年
ねんにゅうがくしゃ

入学者 p. 51
立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学学
がくそく

則（一
い ち ぶ

部抜
ばっすい

粋） p. 52 ｰ p. 57
立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学教
きょうむ

務規
き て い

程（一
い ち ぶ

部抜
ばっすい

粋） p. 58 ｰ p. 61
立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがくがくせいちょうかいきてい

平洋大学学生懲戒規程 p. 62 ｰ p. 63
学
がっこう

校法
ほうじん

人立
りつめいかん

命館学
がっこう

校保
ほ け ん

健安
あんぜん

全管
か ん り

理規
き て い

程（一
い ち ぶ

部抜
ばっすい

粋） p. 64
個
こじんじょうほうほごきほんほうしん

人情報保護基本方針  p. 65
立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学における個
こじんじょうほう

人情報の取
とりあつか

扱いについて p. 66 ｰ p. 67
性
せい

の多
たようせい

様性に関
かん

する基
き ほ ん

本方
ほうしん

針  p. 68
立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学障
しょう

がい学
がくせい

生支
しえん

援に関
かん

する指
ししん

針（ガイドライン）  p. 68
キャンパスマップ  p. 69
キャンパスアクセス  p. 70

APUでお会
あ

いできるのを楽
たの

しみにしています！
※新

しんがた

型コロナウイルス感
かんせんしょう

染症の影
えいきょう

響により、記
きさい

載内
ないよう

容から変
へんこう

更になる場
ばあい

合があります。

目
も く じ

次



入
にゅうがくてつづき

学手続チェックリスト
各
かくこうもく

項目の詳
しょうさい

細は本
ほん

入
にゅうがくてつづきようこう

学手続要項で必
かなら

ず確
かくにん

認してください。

1. 一
い ち じ

次手
てつづききん

続金の納
のうにゅう

入　

入
にゅうがくきん

学金： 200,000円
えん □

2. 出
しゅつがん

願書
しょるい

類原
げんぽん

本及
およ

び入
にゅうがく

学手
てつづき

続書
しょるい

類の提
ていしゅつ

出

（1）入
にゅうがく

学手
てつづき

続システム（オンライン）　入
にゅうがく

学手
てつづき

続システムへ必
ひつよう

要な情
じょうほう

報を登
とうろく

録・アップロード

①　入
にゅうがく

学手
てつづき

続チェックリストの PDFを確
かくにん

認 □
②　学

がくせきぼ

籍簿への入
にゅうりょく

力と写
しゃしん

真データのアップロード □
③　APハウス入

にゅうりょう

寮に関
かか

わる確
かくにん

認 □
④　学

がくせい

生健
けんこう

康調
ちょうさひょう

査票（麻
ま

しん（はしか）・風
ふう

しん予
よ ぼ う

防接
せっしゅ

種歴
れき

含
ふく

む）への入
にゅうりょく

力 □
⑤　1次

じ

および 2次
じ

手
てつづききん

続金の送
そうきん

金依
いらいしょ

頼書のコピーのアップロード（APU指
してい

定のWU®GlobalPay for Students経
けいゆ

由で支
しはら

払った場
ばあい

合以
いが い

外） □
⑥　パスポートのコピーのアップロード（ビザ申

しんせい

請が必
ひつよう

要な方
かた

で、有
ゆうこう

効なパスポートのコピーを出
しゅつがんじ

願時に提
ていしゅつ

出していない場
ばあい

合のみ） □
⑦　国

こくさいがくせいじゅうたくそうごうほしょうせいどかにゅういらいしょ

際学生住宅総合補償制度加入依頼書への入
にゅうりょく

力 □
⑧　下

か き

記の⑬～⑲の PDFを入
にゅうがく

学手
てつづき

続システムへアップロードし、原
げんぽん

本を郵
ゆうそう

送してください。 □

（2）出
しゅつがんしょるい

願書類原
げんぽん

本  郵
ゆうそう

送 

⑨　成
せいせき

績証
しょうめいしょ

明書（原
げんぽん

本または原
げんぽん

本証
しょうめい

明がなされた複
ふくしゃ

写 1） □
⑩　大

だいがく

学進
しんがく

学に必
ひつよう

要な統
とういつ

一試
し け ん

験の成
せいせき

績証
しょうめいしょ

明書・各
かくしゅ

種共
きょうつう

通試
し け ん

験結
け っ か

果証
しょうめいしょ

明書（原
げんぽん

本または原
げんぽん

本証
しょうめい

明がなされた複
ふくしゃ

写 1）

　　出
しゅつがんじ

願時に提
ていしゅつ

出した方
かた

で、スコアレポートをテストセンターから APUへ直
ちょくそう

送していない方
かた

は郵
ゆうそう

送が必
ひつよう

要です。
□

⑪　公
こうしき

式語
ご が く

学試
し け ん

験結
け っ か

果（原
げんぽん

本のみ）（TOEIC® L&R Test, 英
えいけん

検 , 日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
しけ ん

験 JLPTを提
ていしゅつ

出した方
かた

） □
⑫　翻

ほんやく

訳（原
げんぽん

本のみ） 2 □
（3）入

にゅうがく

学手
てつづき

続書
しょるい

類（入
にゅうがくしゃ

学者全
ぜんいん

員必
ひ っ す

須）  郵
ゆうそう

送 

⑬　顔
かお

写
じゃしん

真 2枚
まい

   □
⑭　費

ひ よ う

用計
けいかくしょ

画書 □
⑮　  経

け い ひ

費支
しべんしょ

弁書 □
⑯　経

け い ひ

費支
しべんしょ

弁書の収
しゅうにゅう

入証
しょうめい

明・預
よ き ん

金残
ざんだか

高証
しょうめいしょ

明書 □
⑰　卒

そつぎょう

業証
しょうめいしょ

明書・卒
そつぎょう

業見
み こ み

込証
しょうめいしょ

明書（原
げんぽん

本または原
げんぽん

本証
しょうめい

明がなされた複
ふくしゃ

写 1） □
⑱　翻

ほんやく

訳（原
げんぽん

本のみ） 2 □
⑲　その他

ほか

APUが提
ていしゅつ

出を求
もと

めた書
しょるい

類や証
しょうめいしょ

明書（必
ひつよう

要な人
ひと

へは個
こべつ

別に連
れんらく

絡があります） □

3. 二
に じ

次手
てつづききん

続金の納
のうにゅう

入

• 授
じゅぎょうりょう

業料（1セメスター分
ぶん

）　　• APハウス入
にゅうりょう

寮に関
かか

わる前
ぜんのうきん

納金　　• 住
じゅうたく

宅補
ほしょう

償料
りょう

／保
ほけんりょう

険料

詳
くわ

しい納
のうにゅうがく

入額については「入
にゅうがく

学手
てつづききん

続金等
とう

請
せいきゅうしょ

求書」を確
かくにん

認してください。
□

1 「原
げんぽん

本証
しょうめい

明がなされた複
ふくしゃ

写」とは
    公
こうてき

的機
きか ん

関（当
とうがい

該書
しょるい

類を発
はっこう

行した機
きかん

関が望
のそ

ましい）が、原
げんぽん

本と同
おな

じものであると認
みと

め公
こういん

印を押
お

した写
うつ

しのこと。「原
げんぽん

本証
しょうめい

明がなされた複
ふくしゃ

写」の詳
しょうさい

細な作
さくせい

成方
ほう

法
ほう

については、
アドミッションズサイト（https://admissions.apu.ac.jp/material_download/）で確

かくにん

認できます。

2   英
えいご

語または日
に ほ ん ご

本語以
いが い

外で作
さくせい

成された証
しょうめいしょ

明書等
など

は、英
えいご

語または日
に ほ ん ご

本語の翻
ほんやく

訳の原
げんぽん

本が必
ひっ す

須です。翻
ほんやくしゃ

訳者の氏
しめい

名・住
じゅうしょ

所・連
れんらくさき

絡先・署
しょめい

名が記
きにゅう

入、もしくは捺
なついん

印されたものを
提
ていしゅつ

出してください。証
しょうめいしょ

明書の発
はっこう

行機
きか ん

関、翻
ほんやく

訳会
かいしゃ

社または資
しかく

格を持
も

つ翻
ほんやくしゃ

訳者のみ認
みと

めます。

－1－

Ⅴ
.  入 に

ゅ
う
が
く
ま
え
が
く
し
ゅ
う
か
だ
い

学
前
学
習
課
題
へ
の

　
   取 とり

組 くみ
Ⅲ
.  出 しゅつがん

願
書 し
ょ
る
い

類
原 げ
ん
ぽ
ん

本
及 お
よび

　
   入 に

ゅ
う
が
く
て
つ
づ
き
し
ょ
る
い

学
手
続
書
類
の
提 ていしゅつ

出
Ⅱ
.  入 に

ゅ
う
が
く
て
つ
づ
き
き
ん

学
手
続
金

Ⅳ
.  査 さ

し
ょ
う

証（
ビ
ザ
）の
取 し
ゅ
と
く

得
Ⅵ
.  出 しゅっぱつ

発
の
準 じ
ゅ
ん
び

備
Ⅰ
.  入 に

ゅ
う
が
く
て
つ
づ
き

学
手
続
シ
ス
テ
ム

　
   の
概 が
い
よ
う

要
 



Ⅰ. 入
にゅうがくてつづき

学手続システムの概
がいよう

要
　入
にゅうがくてつづき

学手続システムとは、入
にゅうがくてつづき

学手続に必
ひつよう

要な手
てつ づ

続き（入
にゅうがくてつづききん

学手続金や諸
しょひよう

費用の納
のうにゅう

入、入
にゅうがくてつづき

学手続書
しょるい

類の提
ていしゅつ

出、在
ざいりゅうしかく

留資格認
にんてい

定
証
しょうめいしょ

明書（COE）申
しんせい

請に必
ひつよう

要な情
じょうほう

報の入
にゅうりょくなど

力等）がオンライン上
じょう

で行
おこな

えるシステムのことです。
　入
にゅうがくてつづき

学手続システム（オンライン）へは、選
せんこうけっかつうち

考結果通知メール内
ない

のリンク先
さき

もしくはアドミッションズサイトの
選
せんこうけっか

考結果ページよりアクセスしてください。

入
にゅうがくてつづき

学手続の流
なが

れ

①   選
せんこうけっかつうち

考結果通知メールにて、入
にゅうがくてつづき

学手続システムへのリンク先
さき

ログイン ID、パスワードをお知
し

らせします。
②    選

せんこうけっか

考結果ページにアクセスし、ログイン画
がめん

面にて IDとパスワードを入力してください。

－2－

A. 入
にゅうがくてつづき

学手続

Ⅴ
.  入に

ゅ
う
が
く
ま
え
が
く
し
ゅ
う
か
だ
い

学
前
学
習
課
題
へ
の

　
   取
と

り
組く

み
Ⅰ
.  入に

ゅ
う
が
く
て
つ
づ
き

学
手
続
シ
ス
テ
ム

　
   の
概が
い
よ
う 要
 

Ⅲ
.  出しゅ

つが
ん 願
書し
ょ
る
い 類
原げ
ん
ぽ
ん 本
及お
よ

び
　
   入に

ゅ
う
が
く
て
つ
づ
き
し
ょ
る
い

学
手
続
書
類
の
提てい

しゅ
つ 出

Ⅱ
.  入に

ゅ
う
が
く
て
つ
づ
き
き
ん

学
手
続
金

Ⅳ
.  査さ

し
ょ
う 証（
ビ
ザ
）の
取し
ゅ
と
く 得

Ⅵ
.  出しゅ

っぱ
つ 発
の
準じ
ゅ
ん
び 備



③    ログインすると、選
せんこうけっか

考結果と入
にゅうがくてつづき

学手続にあたっての注
ちゅういじこう

意事項が表
ひょうじ

示されます。注
ちゅういじこう

意事項は必
かなら

ず読
よ

んでください。
「入
にゅうがくてつづき

学手続システム」のボタンをクリックして、次
つぎ

に進
すす

みます。

④   入
にゅうがくてつづき

学手続の画
がめん

面に進
すす

むと、「選
せんこうけっかつうちしょ

考結果通知書」「入
にゅうがく

学にあたって（入
にゅうがくぶちょう

学部長からのメッセージ）」「入
にゅうがくてつづききんとうせいきゅうしょ

学手続金等請求書」
「費

ひようけいかくしょ

用計画書」、編
へん

・転
てんにゅうがく

入学の認
にんていよてい

定予定単
たんいすう

位数の通
つう ち

知（編
へん

・転
てんにゅうがくしゃ

入学者のみ）のボタンが表
ひょうじ

示されています。それぞれ
の内
ないよう

容を確
かくにん

認してください。
　     「入

にゅうがくてつづき

学手続状
じょうきょう

況と入
にゅうがくきんしはら

学金支払い」の欄
らん

で、1次
じ

手
てつづききん

続金・2次
じ

手
てつづききん

続金の着
ちゃっきん

金、書
しょるい

類の到
とうちゃくじょうきょう

着状況を確
かくにん

認できます。「1. 

入
にゅうがくてつづき

学手続情
じょうほう

報」の入
にゅうりょく

力と、「2. COE申
しんせいじょうほう

請情報」の入
にゅうりょく

力は、期
きげん

限までに完
かんりょう

了してください。

 

－3－

A. 入
にゅうがくてつづき

学手続

Ⅴ
.  入 に

ゅ
う
が
く
ま
え
が
く
し
ゅ
う
か
だ
い

学
前
学
習
課
題
へ
の

　
   取 とり

組 くみ
Ⅰ
.  入 に

ゅ
う
が
く
て
つ
づ
き

学
手
続
シ
ス
テ
ム

　
   の
概 が
い
よ
う

要
 

Ⅲ
.  出 しゅつがん

願
書 し
ょ
る
い

類
原 げ
ん
ぽ
ん

本
及 お
よび

　
   入 に

ゅ
う
が
く
て
つ
づ
き
し
ょ
る
い

学
手
続
書
類
の
提 ていしゅつ

出
Ⅱ
.  入 に

ゅ
う
が
く
て
つ
づ
き
き
ん

学
手
続
金

Ⅳ
.  査 さ

し
ょ
う

証（
ビ
ザ
）の
取 し
ゅ
と
く

得
Ⅵ
.  出 しゅっぱつ

発
の
準 じ
ゅ
ん
び

備



※注
ちゅうい

意：上
じょうき

記 1と 2は、2020年
ねん

10月
がつ

以
いこ う

降入
にゅうりょくかのう

力可能となります。詳
しょうさい

細はメールにてお知
し

らせします。
※ページレイアウトは変

へんこう

更されることがあります。

入
にゅうがくてつづききん

学手続金の支
し は ら

払いはこちら
のボタンから行

おこな

えます。p. 6の
納
のうにゅうほうほう

入方法を確
かくにん

認してください。

1 次
じ

手
てつづききん

続金・2 次
じ

手
てつづききん

続金の
着
ちゃっきん

金、書
しょるい

類確
かくにん

認の到
とうちゃくじょうきょう

着状況は
ここから確

かくにん

認できます。

入
にゅうがくてつづきしょるい

学手続書類への入
にゅうりょく

力及
およ

び
提
ていしゅつ

出はこちらから行
おこな

います。
「編
へんしゅう

集」ボタンを押
お

してく
ださい。p. 8以

い こ う

降を確
かくにん

認し、
入
にゅうりょく

力を進
すす

めてください。

COE 申
しんせい

請に必
ひつよう

要な情
じょうほう

報の
入
にゅうりょく

力・アップロードを行
おこな

います。p. 8以
い こ う

降を確
かくにん

認し、
入
にゅうりょく

力を進
すす

めてください。

COE申
しんせいじょうきょう

請状況をこちらで確
かくにん

認
できます。APUが送

おく

られてき
た書

しょるい

類を基
もと

に出
しゅつにゅうこくかんりきょく

入国管理局
へ申

しんせい

請した日
ひづけ

付や、APUから
合
ごうかくしゃ

格者へ COEを発
はっそう

送した日
ひづけ

付
をこちらに表

ひょうじ

示します。
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Ⅱ. 入
にゅうがくてつづききん

学手続金
入
にゅうがくてつづき

学手続を完
かんりょう

了するためには、1次
じ

手
てつづききん

続金と 2次
じ

手
てつづききん

続金の納
のうにゅう

入ならびに入
にゅうがく

学手
てつづき

続書
しょるい

類の提
ていしゅつ

出が必
ひつよう

要です。締
しめきりび

切日ま

でに入
にゅうがく

学手
てつづき

続が完
かんりょう

了しない場
ば あ い

合は、入
にゅうがく

学資
し か く

格は取
と

り消
け

されます。締
しめきりび

切日や納
のうにゅうきんがく

入金額は個
こじ ん

人によって異
こと

なりますので、
入
にゅうがくてつづき

学手続システム内
ない

の「入
にゅうがく

学手
てつづききん

続金等
とう

請
せいきゅうしょ

求書」をご確
かくにん

認ください。

1次
じ

手
てつづききん

続金 2次
じ

手
てつづききん

続金

① 入
にゅうがくきん

学金 ②　授
じゅぎょうりょう

業料（1セメスター分
ぶん

）

③　ＡＰハウス寮
りょうひ

費

④　国
こくさいがくせい

際学生住
じゅうたくそうごうほしょうりょう

宅総合補償料・保
ほけんりょう

険料

①入
にゅうがくきん

学金

授
じゅぎょうりょうげんめんがく

業料減免額に関
かか

わらず、日
にほんえん

本円 200,000円
えん

を納
のうにゅう

入してください。納
のうにゅう

入前
まえ

に入
にゅうがく

学意
い し

思を固
かた

め、在
ざいがくちゅう

学中の費
ひよ う

用計
けいかく

画を立
た

ててください。一
いったん

旦納
のうにゅう

入された入
にゅうがくきん

学金は、理
りゆう

由のいかんに関
かか

わらず返
へんかん

還しません。

②授
じゅぎょうりょう

業料（1セメスター分
ぶん

）

入
にゅうがく

学した 1年
ねんめ

目の授
じゅぎょうりょう

業料（1セメスター分
ぶん

）を納
のうにゅう

入してください。支
しはら

払う授
じゅぎょうりょう

業料の金
きんがく

額は、授
じゅぎょうりょう

業料の減
げんめんがく

免額によって異
こと

なりますので、入
にゅうがくてつづき

学手続システム内
ない

の入
にゅうがくてつづききんとうせいきゅうしょ

学手続金等請求書をご確
かくにん

認ください。

③ＡＰハウス寮
りょうひ

費

新
しんにゅうせい

入生は、全
ぜんいん

員がＡＰハウスに約
やく

11ヶ
かげつ

月間
かん

入
にゅうりょう

寮することになっています。初
しょきひよう

期費用として下
か き

記の金
きんがく

額を納
のうにゅう

入してください。
  入
にゅうきょ

居時
じ き

期が異
こと

なるため、4月
がつ

入
にゅうがくしゃ

学者は 2ヶ
かげつぶん

月分の寮
りょうひ

費（4月
がつ

・5月
がつ

分
ぶん

）、9月
がつ

入
にゅうがくしゃ

学者は 1.5ヶ
かげつぶん

月分（9月
がつ

半
はんつきぶん

月分・10

月
がつぶん

分）の寮
りょうひ

費を含
ふく

む金
きんがく

額が請
せいきゅう

求されます。

4月
がつ

入
にゅうがくしゃ

学者 9月
がつ

入
にゅうがくしゃ

学者

入
にゅうきょひ

居費 32,000円
えん

入
にゅうきょひ

居費 32,000円
えん

敷
しききん

金 98,000円
えん

敷
しききん

金 98,000円
えん

寮
りょうひ

費（2ヶ
かげつぶん

月分） 98,000円
えん

寮
りょうひ

費（1.5ヶ
かげつぶん

月分） 73,500円
えん

合
ごうけい

計 228,000円
えん

合
ごうけい

計 203,500円
えん

・一
いったん

旦納
のうにゅう

入された入
にゅうきょひ

居費は理
りゆう

由のいかんに関
かか

わらず返
へんかん

還しません。
・ 敷
しききん

金とは寮
りょう

に住
す

むための保
ほしょうきん

証金です。寮
りょうひ

費の未
みの う

納がある場
ばあい

合、または入
にゅうきょしゃ

居者の過
かしつ

失によって発
はっせい

生した居
きょしつ

室の修
しゅうぜん

繕につ
いては敷

しききん

金より精
せいさん

算し、残
ざんがく

額について退
たいきょご

去後に返
へんきん

金します。

④国
こくさい

際学
がくせい

生住
じゅうたく

宅総
そうごう

合補
ほしょうりょう

償料・保
ほけんりょう

険料

本
ほんがく

学で学
まな

ぶ国
こくさい

際学
がくせい

生の日
にちじょう

常生
せいかつ

活における賠
ばいしょう

償責
せきにん

任事
じ こ

故に備
そな

え、国
こくさい

際学
がくせい

生全
ぜんいん

員が本
ほんがく

学指
して い

定の保
ほけ ん

険に加
かにゅう

入します。入
にゅうがくてつづき

学手続
システム内

ない

の「国
こくさい

際学
がくせい

生住
じゅうたく

宅総
そうごう

合補
ほしょう

償制
せい ど

度のご案
あんない

内」を参
さんしょう

照の上
うえ

、加
かにゅう

入に必
ひつよう

要な情
じょうほう

報を入
にゅうりょく

力してください。
この保

ほけん

険には、ＡＰハウスに入
にゅうりょう

寮しない場
ばあい

合でも加
かにゅう

入する必
ひつよう

要があるため、全
ぜんいん

員が保
ほけんりょう

険料を支
しはら

払います。

1回
かいせい

生入
にゅうがく

学 2回
かいせい

生編
へんにゅう

入・転
てんにゅうがく

入学 3回
かいせい

生編
へんにゅう

入・転
てんにゅうがく

入学

住
じゅうたく

宅補
ほしょうりょう

償料・保
ほけんりょう

険料 17,010円
えん

13,010円
えん

8,980円
えん

※金
きんがく

額は変
へんこう

更される可
かのうせい

能性があります。
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１　納
のうにゅう

入方
ほうほう

法
①   「WU® GlobalPay for Students」での支払い：

APUはWestern Unionと提
ていけい

携し、さまざまな通
つう か

貨での支
しは ら

払い手
てつ づ

続きをサポートする「WU® GlobalPay for Students」
を入

にゅうがくきんしはら

学金支払い方
ほうほう

法として提
ていきょう

供しています。
「WU® GlobalPay for Students」を使

しよう

用すると、入
にゅうがくてつづききん

学手続金の支
しはら

払いがより便
べんり

利となります。
・自

じこく

国の通
つうか

貨での金
きんがく

額を把
はあ く

握しながら、APUへ日
にほんえん

本円を満
まんがくちゃっきん

額着金させる送
そうきん

金が可
かの う

能になります。 

・支
しは ら

払いは複
ふくすう

数の選
せんたくし

択肢（銀
ぎんこう

行送
そうきん

金、クレジットカード等
など

）から選
えら

べます。銀
ぎんこうそうきん

行送金の場
ばあ い

合、為
かわ せ

替レートを最
さいだい

大 72

時
じかん

間固
こて い

定のうえ支
しはら

払えます。 

・ポータルサイトや電
でんし

子メールで支
しはら

払い状
じょうきょう

況を確
かくにん

認することもできます。

入
にゅうがくてつづき

学手続システムにログインし、「1次
じ

を支
しは ら

払う」と「2次
じ

を支
しは ら

払う」のボタンをクリックし、期
きじ つ

日までに支
しは ら

払い手
てつ づ

続
きを行

おこな

ってください。必
ひつようこうもく

要項目の入
にゅうりょくご

力後、支
しはら

払い方
ほうほう

法を選
せんたく

択し、支
しはら

払いが完
かんりょう

了となります。支
しはら

払い額
がく

は自
じどうてき

動的にシステ
ムに反

はんえい

映されるようになっています。
※   1次

じ

と 2次
じ

の支
しは ら

払いは別
べつべつ

々のボタンから行
おこな

います。2次
じ

の支
しは ら

払いを行
おこな

う前
まえ

に、1次
じ

の支
しは ら

払いを完
かんりょう

了してください。

ウェスタンユニオンの「WU GlobalPay」システムによる支
しはら

払い手
てつづ

続きについての詳
しょうさい

細は、以
い か

下のページをご参
さんしょう

照ください。
https://admissions.apu.ac.jp/resource/load/documents/GPFS_infosheet_JP.pdf

《重要事項》

●   WU® GlobalPay for Studentsは200を超
こ

える国
くに

や地
ち い き

域で利
りよう

用できますが、利
りよう

用できない国
くに

・地
ち い き

域もいくつかあります。

●   WU® GlobalPay for Studentsは日
にほんこくない

本国内から日
にほんえん

本円での支
し は ら

払いには対
たいおう

応していません。

WU® GlobalPay for Studentsを使
し よ う

用しての国
くに

からの支
し は ら

払いが完
かんりょう

了できない場
ば あ い

合、または日
にほんこくない

本国内から日
にほんえん

本円で

支
し は ら

払いを行
おこな

う場
ば あ い

合は、次
じ

ページの銀
ぎんこうこうざ

行口座の詳
しょうさい

細を確
かくにん

認のうえ、直
ちょくせつ

接 APUに銀
ぎんこうふりこみ

行振込で支
し は ら

払いを行
おこな

ってください。
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② 銀
ぎんこう

行への直
ちょくせつ

接送
そうきん

金：①ができない場
ばあい

合のみ。銀
ぎんこう

行や金
きんゆう

融機
きか ん

関より以
い か

下の口
こうざ

座へ日
にほん

本円
えん だ

建てで直
ちょくせつ

接送
そうきん

金してください。

1次
じ

手
てつづき

続金
きん

／ 2次
じ

手
てつづき

続金
きん

　振
ふりこみ

込先
さき

銀
ぎんこうめい

行名 ：　三
みついすみともぎんこう

井住友銀行（Sumitomo Mitsui Banking Corporation）　

支
してんめい

店名 ：　大
おおいた

分支
して ん

店（Oita Branch）

支
してん

店住
じゅうしょ

所 ：　〒 870-0035　大
おおいたけん

分県大
おおいたし

分市中
ちゅうおうまち

央町 1-3-22

電
でんわ

話番
ばんごう

号 ：　+81-97-532-5161

口
こうざ

座種
しゅるい

類 ：　普
ふつう よ き ん

通預金

口
こうざ

座番
ばんごう

号 ：　1001673

受
うけとりにんめい

取人名 ：　立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学　学
がっこうほうじん

校法人立
りつめいかん

命館

 　 （RITSUMEIKAN ASIA PACIFIC UNIVERSITY）

Swiftコード ：　SMBCJPJT

 　  ※ IBANコード（必
ひつよう

要な方
ほう

のみ）：JP28 SMBC 0721 XXX2 4029 0868

海
かいがい

外送
そうきん

金関
かんけい

係銀
ぎんこう

行手
てすうりょう

数料　：　送
そうきん

金人
にん

負
ふた ん

担

※ 送
そうきん

金依
いらいしょ

頼書の「連
れんらく

絡事
じ こ う

項」欄
らん

には、①合
ごうかくしゃ

格者の名
なま え

前、②受
じゅけん

験番
ばんごう

号、③国
くにめい

名・地
ちいきめい

域名を必
かなら

ず

記
きさ い

載してください。

【送
そうきん

金に関
かか

わる注
ちゅうい

意事
じこ う

項】
① 送
そうきん

金に関
かか

わる手
てすうりょう

数料は、すべて送
そうきんしゃ

金者の負
ふたん

担となります。特
とく

に、支
しはらい

払銀
ぎんこう

行手
てすうりょう

数料は必
かなら

ず依
いらいにん

頼人負
ふた ん

担としてください。
受
うけとりにん

取人負
ふた ん

担にすると、支
しはらい

払銀
ぎんこう

行手
てすうりょう

数料が差
さ

し引
ひ

かれて、入
にゅうがく

学手
てつづき

続が未
みかんりょう

完了となるので注
ちゅうい

意してください。

② 送
そうきん

金にあたって銀
ぎんこう

行から追
つい か

加書
しょるい

類の提
ていしゅつ

出を求
もと

められる場
ばあ い

合があります。時
じか ん

間に余
よゆ う

裕をもって銀
ぎんこう

行に必
ひつよう

要な書
しょるい

類、
支
しは ら

払い方
ほうほう

法を確
かくにん

認し、必
かなら

ず期
きげ ん

限までに支
しはら

払ってください。

２　納
のうにゅう

入期
き げ ん

限

個
こじん

人によって異
こと

なりますので、入
にゅうがくてつづき

学手続システム内
ない

の「入
にゅうがく

学手
てつづき

続金
きん

等
とう

請
せいきゅうしょ

求書」を確
かくにん

認してください。
銀
ぎんこう

行への直
ちょくせつそうきん

接送金の場
ばあい

合、国
くに

や地
ちい き

域によっては送
そうきん

金に数
すうじつ

日を要
よう

するため、期
きじつ

日に余
よゆう

裕を持
も

ってお支
しはら

払いください。送
そうきん

金

依
いらいしょ

頼書の控
ひか

えは、APUにコピーの提
ていしゅつ

出が必
ひつよう

要です。捨
す

てずに入
にゅうがく

学手
てつづき

続書
しょるい

類として提
ていしゅつ

出してください。

３　入
にゅうがく

学を辞
じ た い

退する場
ば あ い

合

入
にゅうがく

学手
てつづき

続金
きん

等
とう

を納
のうにゅう

入した後
あと

で本
ほんがく

学への入
にゅうがく

学を辞
じた い

退する場
ばあ い

合は、期
きげ ん

限までに申
もう

し出
で

た場
ばあ い

合に限
かぎ

り、一
いち ぶ ひ よ う

部費用を返
へんかん

還しま
す。入

にゅうがくきん

学金（200,000円
えん

）と APハウス関
かんれんひよう

連費用、国
こくさい

際学
がくせい

生住
じゅうたく

宅総
そうごう

合補
ほしょうりょう

償料・保
ほけんりょう

険料の一
いちぶ

部は返
へんかん

還されません。返
へんかん

還は、
指
してい

定の銀
ぎんこう

行口
こう ざ

座に日
にほ ん

本円
えん だ

建てで送
そうきん

金し、本
ほんがく

学からの振
ふりこ

込み手
てすうりょう

数料は、入
にゅうがく

学辞
じたいしゃ

退者本
ほんにん

人の負
ふた ん

担となります。

【申
しんせい

請期
きげ ん

限】（日
にほん じ か ん

本時間）

2021年
ねん

4月
がつ

入
にゅうがく

学・・・2021年
ねん

3月
がつ

31日
にち

2021年
ねん

9月
がつ

入
にゅうがく

学・・・2021年
ねん

9月
がつ

20日
にち

【申
しんせい

請方
ほうほう

法】

アドミッションズ・オフィス（国
こくさい

際）applied@apu.ac.jpにメールで連
れんらく

絡してください。
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Ⅲ. 出
しゅつがんしょるいげんぽん

願書類原本及
およ

び入
にゅうがく

学手
てつづき

続書
しょるい

類の提
ていしゅつ

出
１　提

ていしゅつ

出が必
ひつよう

要な書
しょるい

類
入
にゅうがく

学手
てつづき

続として、以
い か

下の (1)～ (3)のデータ入
にゅうりょく

力・アップロード、又
また

は郵
ゆうそう

送での書
しょるい

類提
ていしゅつ

出をしてください。

（１）入
にゅうがく

学手
てつづき

続システム（オンライン）

　  入
にゅうがくしがんしゃ

学志願者は必
ひつよう

要な情
じょうほう

報を入
にゅうがく

学手
てつづき

続システムに入
にゅうりょく

力する必
ひつよう

要があります。詳
しょうさい

細
は p. 10以降を確

かくにん

認してください。入
にゅうがく

学手
てつづき

続システムでは以
い か

下の内
ないよう

容へ入
にゅうりょく

力す
る必
ひつよう

要があります。

　①　入
にゅうがく

学手
てつづき

続チェックリストの確
かくにん

認  

　②　学
がくせきぼ

籍簿への入
にゅうりょく

力と写
しゃしん

真データのアップロード 

　③　APハウス入
にゅうりょう

寮に関
かか

わる確
かくにん

認 

　④　  学
がくせい

生健
けんこう

康調
ちょうさひょう

査票（麻
ま

しん（はしか）・風
ふう

しん予
よ ぼ う

防接
せっしゅ

種歴
れき

含
ふく

む）への入
にゅうりょく

力  
  

　⑤　１次
じ

および 2次
じ

手
てつづききん

続金の送
そうきん

金依
いらいしょ

頼書コピーのアップロード

　⑥　パスポートコピーのアップロード（出
しゅつがんじ

願時に提
ていしゅつ

出していない場
ば あ い

合）

　⑦　国
こくさいがくせい

際学生住
じゅうたく

宅総
そうごうほしょうせいど

合補償制度加
かにゅういらいしょ

入依頼書への入
にゅうりょく

力  

　⑧　p. 9の⑬～⑲の PDFを入
にゅうがく

学手
てつづき

続システムへアップロード 

（２）出
しゅつがん

願書
しょるい

類原
げんぽん

本（出
しゅつがんじ

願時に提
ていしゅつ

出した同
どうよう

様の書
しょるい

類）  郵
ゆうそう

送 

　⑨　成
せいせき

績証
しょうめいしょ

明書（原
げんぽん

本または原
げんぽん

本証
しょうめい

明がなされた複
ふくしゃ

写 *）

　⑩　大
だいがく

学進
しんがく

学に必
ひつよう

要な統
とういつ

一試
し け ん

験の成
せいせき

績証
しょうめいしょ

明書・各
かくしゅ

種共
きょうつう

通試
し け ん

験結
け っ か

果証
しょうめいしょ

明書（原
げんぽん

本または原
げんぽん

本証
しょうめい

明がなされた複
ふくしゃ

写 *）
　　　出

しゅつがん

願時
じ

に提
ていしゅつ

出した方
かた

で、スコアレポートをテストセンターから APUへ直
ちょくそう

送していない方
かた

は郵
ゆうそう

送が必
ひつよう

要です。

　⑪　公
こうしき

式語
ご が く

学試
し け ん

験結
け っ か

果（原
げんぽん

本のみ）

　　　TOEIC® L&R Test, 英
えいけん

検 , 日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
しけ ん

験 JLPTを出
しゅつがん

願時
じ

に提
ていしゅつ

出した方
かた

。
　　　その他

た

のテストを提
ていしゅつ

出した場
ばあい

合は必
ひつよう

要ありません。

　⑫　翻
ほんやく

訳（原
げんぽん

本のみ）

　　　  英
えい ご

語または日
に ほ ん ご

本語以
いが い

外で作
さくせい

成された証
しょうめいしょ

明書は、英
えい ご

語または日
に ほ ん ご

本語の翻
ほんやく

訳の原
げんぽん

本が必
ひっ す

須です。翻
ほんやくばん

訳版に翻
ほん

訳
やくしゃ

者の
氏
しめ い

名・住
じゅうしょ

所・連
れんらくさき

絡先・署
しょめい

名（もしくは捺
なついん

印）が記
きにゅう

入されたものを提
ていしゅつ

出してください。翻
ほんやく

訳は、証
しょうめいしょ

明書の発
はっこう

行
機
きか ん

関、翻
ほんやく

訳会
がいしゃ

社または資
しかく

格を持
も

つ翻
ほんやくしゃ

訳者が行
おこな

ってください。

重
じゅうよう

要 : 
　1.    提

ていしゅつ

出された書
しょるい

類は、いかなるものであっても返
へんきゃく

却できませんので、再
さいはっ

発行
こう

ができない証
しょうめいしょ

明書等
など

は、「原
げんぽん

本証
しょうめい

明が
なされた複

ふくしゃ

写 *」を提
ていしゅつ

出してください。なお、提
ていしゅつ

出された書
しょるい

類は本
ほんがく

学の文
ぶんしょ

書保
ほか ん

管規
きて い

定に則
のっと

り処
しょぶん

分します。
　2.    提

ていしゅつ

出された書
しょるい

類が出
しゅつがん

願時
じ

と異
こと

なる場
ばあ い

合、また偽
ぎぞう

造や、提
ていしゅつ

出した情
じょうほう

報における虚
きょぎ

偽記
きさ い

載があった場
ばあい

合は、入
にゅうがく

学許
きょ か

可
を取

と

り消
け

します。

　

 Web よりダウンロード可
か

 リンク先
さき

から入
にゅうりょく

力
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（３）入
にゅうがく

学手
てつづき

続書
しょるい

類  郵
ゆうそう

送 
　　　各

かくしょるい

書類の詳
しょうさい

細については、冊
さっしない

子内 p. 14-19 をご覧
らん

ください。

　⑬　顔
かお

写
じゃしん

真 2枚
まい

　　　（写
しゃしん

真の裏
うら

には、英
えいご

語または日
に ほ ん ご

本語で氏
しめい

名、国
こくせき

籍を記
きにゅう

入して下
くだ

さい）

 Web よりダウンロード可
か

 リンク先
さき

から入
にゅうりょく

力

　⑭　費
ひ よ う

用計
けいかくしょ

画書 

　　　入
にゅうがくてつづき

学手続システム内
ない

よりダウンロード

　⑮　経
け い ひ

費支
し べ ん

弁書
しょ

  

　　　  入
にゅうがくてつづき

学手続システム内
ない

、もしくは合
ごうかくしゃ

格者入
にゅうがく

学手
てつづき

続専
せんよう

用サイト（https://admissions.apu.ac.jp/enrollment_procedures/）

よりダウンロード

　⑯　経
け い ひ

費支
し べ ん

弁者
しゃ

の収
しゅうにゅう

入証
しょうめい

明 ・ 預
よきんざんだかしょうめい

金残高証明

　⑰　卒
そつぎょう

業証
しょうめいしょ

明書・卒
そつぎょう

業見
み こ み

込証
しょうめいしょ

明書（原
げんぽん

本または原
げんぽん

本証
しょうめい

明がなされた複
ふくしゃ

写）  

　⑱　翻
ほんやく

訳

　　　  英
えい ご

語または日
に ほ ん ご

本語以
いが い

外で作
さくせい

成された証
しょうめいしょ

明書は、英
えい ご

語または日
に ほ ん ご

本語の翻
ほんやく

訳の原
げんぽん

本が必
ひっ す

須です。翻
ほんやくばん

訳版に翻
ほんやくしゃ

訳者の

氏
しめ い

名・住
じゅうしょ

所・連
れんらくさき

絡先・署
しょめい

名（もしくは捺
なついん

印）が記
きにゅう

入されたものを提
ていしゅつ

出してください。翻
ほんやく

訳は、証
しょうめいしょ

明書の発
はっこう

行

機
きか ん

関、翻
ほんやく

訳会
がいしゃ

社または資
しかく

格を持
も

つ翻
ほんやくしゃ

訳者が行
おこな

ってください。

　⑲　その他
ほか

APUが提
ていしゅつ

出を求
もと

めた書
しょるい

類や証
しょうめいしょ

明書（必
ひつよう

要な人
ひと

へは個
こべつ

別に連
れんらく

絡があります）

　*「原
げんぽん

本証
しょうめい

明がなされた複
ふくしゃ

写」とは
　  公

こうてききかん

的機関（当
とうがいしょるい

該書類を発
はっこう

行した機
き か ん

関が望
のぞ

ましい）が、原
げんぽん

本と同
おな

じものであると認
みと

め公
こういん

印を押
お

した写
うつ

しのこと。
「原
げんぽんしょうめい

本証明がなされた複
ふくしゃ

写」の詳
しょうさい

細な作
さくせいほうほう

成方法については、アドミッションズ・オフィスサイトで確
かくにん

認できます。
　(https://admissions.apu.ac.jp/material_download/)
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２　アップロード・入
にゅうりょくきげん

力期限と原
げんぽんしょるい

本書類の郵
ゆうそうさき

送先
入
にゅうがくてつづき

学手続システム内
ない

に掲
けいさい

載されている「入
にゅうがく

学手
てつづき

続金
きん

等
とう

請
せいきゅうしょ

求書」を確
かくにん

認してください。原
げんぽんしょるい

本書類の提
ていしゅつさき

出先は、住
す

んでいる
国
くに

・地
ちい き

域によって異
こと

なります。

①インドネシア、韓
かんこく

国、タイ、台
たいわん

湾、中
ちゅうごく

国、ベトナム、インドに住
す

んでいる場
ばあい

合

各
かく

事
じ む し ょ

務所・海
かいがい

外連
れんらく

絡窓
まどぐち

口へ持
も

ち込
こ

むか書
か

き留
と

めで郵
ゆうそう

送してください。郵
ゆうそう

送の場
ばあ い

合は、提
ていしゅつ

出期
きげ ん

限日
び

必
ひっちゃく

着で受
う

けつけます。
各
かく

事
じ む し ょ

務所・海
かいがい

外連
れんらく

絡窓
まどぐち

口の住
じゅうしょ

所は、巻
かんまつ

末の「APU海
かいがい

外事
じ む し ょ

務所・海
かいがい

外連
れんらく

絡窓
まどぐち

口」をご覧
らん

ください。

②上
じょうき

記以
いが い

外に住
す

んでいる場
ばあい

合

航
こうくう

空扱
あつか

いの書
かきとめ

留郵
ゆうびん

便、DHL、FedEx、OCS、EMSなどで本
ほんがく

学へ郵
ゆうそう

送してください。提
ていしゅつ

出期
きげ ん

限日
び

必
ひっちゃく

着で受
う

けつけます。

宛
あてさき

先：立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学　アドミッションズ ･オフィス（国
こくさい

際）

〒 874-8577日
にほんこく

本国大
おおいたけん

分県別
べ っ ぷ し

府市十
じゅうもんじ

文字原
ばる

1－ 1

Tel：+81-977-78-1119

※本
ほんがく

学は郵
ゆうそう

送中
ちゅう

の事
じ こ

故・紛
ふんしつ

失には一
いっさい

切責
せきにん

任を負
お

いません。

３　書
しょるい

類記
きにゅう

入時
じ

、及
およ

び提
ていしゅつ

出時
じ

の注
ちゅういてん

意点

費
ひようけいかくしょ

用計画書・経
けいひしべんしょ

費支弁書（該
がいとうしゃ

当者のみ）

・書
しょるい

類の記
きにゅう

入時
じ

は、黒
くろ

のボールペンを使
つか

ってください。鉛
えんぴつ

筆や消
け

せるペンは使
しよう

用しないでください。
・記
きにゅう

入した内
ないよう

容を修
しゅうせい

正する場
ばあい

合は、訂
ていせい

正箇
かし ょ

所に二
にじゅう

重線
せん

を引
ひ

いてください。修
しゅうせいえき

正液やテープは使
しよう

用しないでください。

  送
そ う ふ

付された書
しょるい

類に不
ふ び

備があった場
ば あ い

合は、APUからメール等
とう

で連
れんらく

絡をし、再
さ い ど

度郵
ゆうそう

送して頂
いただ

くことがあります。その結
けっか

果、
別
べっと

途の郵
ゆうそうひ

送費がかかる他
ほか

、入
にゅうこく

国や入
にゅうがく

学が遅
おく

れる可
かのうせい

能性がありますので、十
じゅうぶん

分に注
ちゅうい

意をして書
しょるい

類を準
じゅんび

備してください。ま
た、書

しょるい

類の返
へんきゃく

却はいたしません。

性
せいべつ

別の記
きさ い

載について
学
がくせきぼ

籍簿、在
ざいりゅうしかくにんていしょうめいしょこうふしんせいしょ

留資格認定証明書交付申請書は、現
げんざい

在男
だんせい

性と女
じょせい

性の 2つの性
せいべつせんたく

別選択となっているため、パスポートに記
きさ い

載
されているもしくはこれから記

きさ い

載される性
せいべつ

別を選
えら

んでください。パスポートにその他
た

と記
きさ い

載があるもしくは自
じし ん

身の
性
せいべつにんしき

別認識について話
はな

したい場
ばあい

合は、アドミッションズ・オフィス（applied@apu.ac.jp）に連
れんらく

絡をください。
このハンドブックの巻

かんまつ

末に「性
せい

の多
たようせい

様性に関
かん

する基
きほんほうしん

本方針」を掲
けいさい

載していますので、ご参
さんしょう

照ください。

（１）入
にゅうがく

学手
てつづき

続システム（オンライン）

　① 入
にゅうがく

学手
てつづき

続チェックリストの PDFを確
かくにん

認

入
にゅうがくてつづき

学手続システム内
ない

のチェックリストで、手
てつづき

続に必
ひつよう

要な内
ないよう

容を確
かくにん

認し
てください。
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　② 学
がくせきぼ

籍簿への入
にゅうりょく

力と写
しゃしん

真のアップロード
入
にゅうがくてつづき

学手続システムで学
がくせきぼよう

籍簿用リンクをクリックすると入
にゅうりょく

力ページに移
いどう

動します。あなたが本
ほんがく

学の学
がくせい

生として在
ざいせき

籍して

いることを確
かくにん

認するための情
じょうほう

報で、永
えいきゅう

久保
ほぞ ん

存されます。入
にゅうがく

学基
きじゅん

準となった言
げんご

語（英
えいご

語または日
に ほ ん ご

本語）で、記
きにゅう

入してく

ださい。

父母・保護者・
身元引受者等
Home Country
Sponsor
（a parent, relative, 
legal guardian, or 
someone else）

⑫「父母・保護者またはそれに代わる身元引き受け者（母国在住者を原則とする）（以下、父母・保護者等」は、「父母・保護者等」を大学へ届出ていただくことにより、学生の
円滑な学習・研究、学生生活の充実に資するよう、父母・保護者等の皆さまと協力することを目的としています。大学は、「立命館アジア太平洋大学における個人情報の取扱
いについて」を遵守し、学生の個人情報を使用します。必要な場合は、学修や学生生活に関する情報を父母・保護者等に開示することがあります。

2021

⑫Home Country Sponsor：APU will ask all enrollees to designate a home country sponsor̶a parent, relative, legal guardian, or someone else̶who can serve as a contact person that will be able to communicate with 
the University on matters regarding the health, safety, and welfare of the enrollee. APU will follow the regulations outlined in the Handling of Personal Information at Ritsumeikan Asia Pacific University when handling 
your personal information. When necessary, the university will disclose your academic information and information related to your student life to the person designated as your home country sponsor.

ＤＯＥ

Tom Doe

Ana Doe

Tom Doe 48
46
30

Ana Doe
Bob Doe

Father

Father

Mother

Mother
Brother

Ｊｏｈｎ

Paabic High School

2000

123 Paabic St, Fair view, CA 12345

123 Paabic St, Fair view, CA 12345

Asian Bank Ltd.

567 Sunset St, Fairview City CA12345

Manager

1-234-567-7777

tomd@dad.email.com
1-222-333-4567

1-222-333-4567
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【　学
がくせきぼ

籍簿（裏
うらめん

面）　】

【　学
がくせきぼ

籍簿（表
おもてめん

面）　】

③氏
しめい

名
　 パスポートに記

きさ い

載されているア
ルファベット氏

しめ い

名を入
にゅうりょく

力してくだ
さい。

④受
じゅけんばんごう

験番号
　 選

せんこうけっかつうちしょ

考結果通知書に記
き

載
さい

されてい
る受
じゅけんばんごう

験番号を入
にゅうりょく

力してください。

⑥国
こくせき

籍
　 パスポートに記

きさ い

載されている国
こく

籍
せき

を入
にゅうりょく

力してください。

⑦生
せいねんがっぴ

年月日
　 パスポートに記

きさ い

載されている生
せい

年
ねんがっぴ

月日を入
にゅうりょく

力してください。

⑨入
にゅうがくねんげつ

学年月
　 4月

がつにゅうがく

入学の場
ばあ い

合は「4」を、9月
がつ

入
にゅうがく

学の場
ばあ い

合は「9」を選
えら

んで囲
かこ

んで
ください。

⑫父
ふ ぼ

母・保
ほ ご し ゃ

護者・身
みもとひきうけしゃとう

元引受者等
　 あなたの生

せいめい

命・安
あんぜん

全の危
き き

機が発
はっ

生
せい

・想
そうてい

定される場
ばあいとう

合等において、
情
じょうほう

報を開
かい じ

示する方
かた

の氏
しめ い

名・郵
ゆうびん

便番
ばん

号
ごう

・住
じゅうしょ

所・電
でんわばんごう

話番号、メールアド
レス、およびあなたとの続

ぞくがら

柄を選
えら

んでください。

⑬緊
きんきゅうれんらくさき

急連絡先
　 緊

きんきゅうじ

急時の連
れんらくさき

絡先（家
か ぞ く

族）の
氏
しめ い

名・郵
ゆうびんばんごう

便番号・住
じゅうしょ

所・電
でんわばんごう

話番号
および、あなたとの続

ぞくがら

柄を入
にゅうりょく

力し
てください。

①学
がくぶ

部、②学
がっか

科
　 入
にゅうがく

学する学
がくぶめい

部名・学
がっかめい

科名を選
えら

んで囲
かこ

んでください。

　顔
かおじゃしん

写真のアップロード
　次

じ

ページ参
さんしょう

照（※）

⑧性
せいべつ

別
　 パスポートに記

きさ い

載されている
性
せいべつ

別を選
えら

んでください。

⑩出
しゅっしんこうとうがっこう

身高等学校
　 出
しゅっしんこうとうがっこうめい

身高等学校名を入
にゅうりょく

力してく
ださい。

⑪出
しゅっしんだいがくとう

身大学等
　 出
しゅっしんだいがくとう

身大学等があれば入
にゅうりょく

力して
ください。

⑭家
かぞく

族
　 家

かぞ く

族の氏
しめ い

名、年
ねんれい

齢、およびあ
なたとの続

つづきがら

柄を入
にゅうりょく

力してくださ
い。

上
じょうき

記の必
ひつようじこう

要事項を入
にゅうりょく

力の上
うえ

、最
さい ご

後に署
しょめい

名を行
おこな

ってください。法
ほうてき

的に有
ゆうこう

効な署
しょめい

名
を電

でん し

子で行
おこな

うことができます。署
しょめい

名から提
ていしゅつ

出までの流
なが

れは以
い か

下の通
とお

りです。
① 電

でんし

子での署
しょめい

名、及
およ

び署
しょめいび

名日を入
にゅうりょく

力すると提
ていしゅつ

出ボタンが画
がめんじょう

面上に表
ひょうじ

示されます。
そのボタンを押

お

した後
あと

は修
しゅうせい

正できませんのでご注
ちゅうい

意ください。
② その後

ご

、画
がめんじょう

面上に表
ひょうじ

示される案
あんない

内に従
したが

い自
じし ん

身のメールアドレスを入
にゅうりょく

力すると
最
さいしゅうかくにん

終確認を求
もと

めるメールが届
とど

きます。そこで確
かくにん

認ボタンを押
お

すことで提
ていしゅつ

出が
完
かんりょう

了します。

電
でんししょめい

子署名から提
ていしゅつ

出まで

個
こじんじょうほう

人情報の取
とりあつか

扱いに関
かん

する同
どういしょ

意書
p. 65-67の内

ないよう

容をよく読
よ

んだ上
うえ

で、入
にゅうがく

学の基
きじゅん

準となった言
げん ご

語の
方
ほう

に同
どういねんがっぴ

意年月日を記
きにゅう

入し、署
しょめいらん

名欄に電
でんししょめい

子署名をしてください。

誓
せいやくしょ

約書
p. 52-63の内

ないよう

容をよく読
よ

んだ上
うえ

で、入
にゅうがく

学の基
きじゅん

準となった言
げん ご

語の
方
ほう

に誓
せいやく

約年
ねんがっぴ

月日を記
きにゅう

入し、署
しょめいらん

名欄に電
でんししょめい

子署名をしてください。
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写
しゃしん

真（画
が ぞ う

像ファイル）のアップロードの注
ちゅういてん

意点

写
しゃしん

真（画
がぞ う

像ファイル）は以
い か

下の点
てん

に注
ちゅうい

意してアップロードしてください。
学
がくせきぼ

籍簿、及
およ

び発
はっこう

行される学
がくせいしょう

生証や COE申
しんせいじ

請時の写
しゃしん

真として使
しよう

用されます。

・志
しがんしゃ

願者本
ほんにん

人だけが、白
しろ

い背
はいけい

景（もしくはそれに準
じゅん

じる色
いろ

）の前
まえ

で鮮
せんめい

明に写
うつ

っていること
・鮮
せんめい

明であればカラーでも白
しろくろ

黒でも可
か

・無
むぼ う

帽で正
しょうめん

面（胸
きょうじょう

上正
しょうめん

面）を向
む

いていて、メガネをかけていないこと
・前
まえがみ

髪が目
め

にかかっていないこと
・3ヵ月

げつ

以
いな い

内に撮
さつえい

影されていること
・個

こじん

人で撮
さつえい

影したものではなく、証
しょうめいしゃしんき

明写真機などで撮
さつえい

影していることが望
のぞ

ましい
・サイズは、560ピクセル× 420ピクセルであること
・アップロードできる画

がぞう

像サイズは最
さいだい

大 2MBまで。ファイル形
けいしき

式は、.jpg、.jpeg、.pngのみ
  その他

た

のファイル形
けいしき

式の画
がぞ う

像はアップロードできません

※画
がしつ

質が低
ひく

い場
ばあ い

合、上
じょうき

記ルールにそぐわない場
ばあい

合は再
さいていしゅつ

提出となります。

父
ふ ぼ

母・保
ほ ご し ゃ

護者またはそれに代
か

わる身
み も と

元引
ひ

き受
う

け者
しゃ

（母
ぼこくざいじゅうしゃ

国在住者を原
げんそく

則とする）の届
とど

け出
で

について

　2021年
ねん ど

度より、立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学では、入
にゅうがくよていしゃ

学予定者のご父
ふ ぼ

母の皆
みな

さま等
など

を「父
ふ ぼ

母・保
ほ ご し ゃ

護者またはそれに
代
か

わる身
みもと

元引
ひ

き受
う

け者
しゃ

（母
ぼこくざいじゅうしゃ

国在住者を原
げんそく

則とする）」（以下、「父
ふ ぼ

母・保
ほ ご し ゃ

護者等
など

」）として届
とど

け出
で

ていただくこととな
りました。これは、入

にゅうがくよていしゃ

学予定者の円
えんかつ

滑な学
がくしゅう

習・研
けんきゅう

究、学
がくせいせいかつ

生生活の充
じゅうじつ

実に資
し

するため、例
たと

えば生
せいめい

命・安
あんぜん

全の危
き き

機が
発
はっせい

生・想
そうてい

定される場
ばあい

合等
など

においてご父
ふ ぼ

母の皆
みな

さま等
など

と協
きょうりょく

力することを目
もくてき

的としています。
　具

ぐたいてき

体的には、「立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学における個
こじんじょうほう

人情報の取
と

り扱
あつか

いについて」（p. 66-67参
さんしょう

照）において利
り

用
よう

目
もく

的
てき

として定
さだ

めた事
じこう

項に関
かん

し、本
ほんだいがく

大学よりご父
ふ ぼ

母の皆
みな

さま等
など

に連
れんらく

絡・相
そうだん

談し、ご協
きょうりょく

力をお願
ねが

いする場
ばあい

合があります。

＜入
にゅうがくよていしゃ

学予定者のみなさんへ＞
〇 上
じょうき

記について、ご父
ふ ぼ

母の皆
みな

さま等
など

に英
えい ご

語・日
に ほ ん ご い が い

本語以外の言
げんご

語での説
せつめい

明が必
ひつよう

要な場
ばあ い

合は、入
にゅうがくよていしゃ

学予定者よりご父
ふ ぼ

母の
皆
みな

さま等
など

に内
ないよう

容を読
よ

み上
あ

げて説
せつめい

明をいただくようお願
ねが

いします。
〇 大
だいがくいんせい

学院生については、配
はいぐうしゃ

偶者がいらっしゃる場
ばあい

合、その方
かた

を「父
ふ ぼ

母・保
ほ ご し ゃ

護者等
など

」として届
とど

け出
で

ていただいても構
かま

いません。
〇「父

ふ ぼ

母・保
ほ ご し ゃ

護者等
など

」の届
とどけで

出が困
こんなん

難な場
ばあ い

合は、大
だいがく

学までご相
そうだん

談ください。

＜ご父
ふ ぼ

母等
など

のみなさまへ＞
「父

ふ ぼ

母・保
ほ ご し ゃ

護者等
など

」の届
とどけで

出は、ご父
ふ ぼ

母の皆
みな

さま等
など

と本
ほんだいがく

大学とが良
りょうこう

好な関
かんけい

係を築
きづ

くとともに連
れんけい

携し、学
がくせい

生の円
えんかつ

滑な
学
がくしゅう

習・研
けんきゅう

究、学
がくせいせいかつ

生生活の充
じゅうじつ

実に資
し

することを目
もくてき

的としています。「父
ふ ぼ

母・保
ほ ご し ゃ

護者等
など

」の皆
みな

さまにおかれましては、
上
じょうき

記についてご理
りかい

解とご協
きょうりょく

力をお願
ねが

い致
いた

します。

帰
き せ い

省先
さき

情
じょうほう

報の届
とど

け出
で

について

入
にゅうがくよていしゃ

学予定者は帰
きせいさきじょうほう

省先情報を届
とど

け出
で

る必
ひつよう

要があります。休
きゅうかちゅう

暇中に大
だいがく

学から緊
きんきゅう

急の連
れんらく

絡を行
おこな

う際
さい

に必
ひつよう

要な情
じょうほう

報となりま
すので記

きにゅう

入をお願
ねが

い致
いた

します。

　③ APハウス入
にゅうりょう

寮に関
かか

わる確
かくにん

認

入
にゅうがくてつづき

学手続システム上
じょう

で APハウスに関
かか

わる確
かくにん

認を必
かなら

ず行
おこな

ってください。

　入
にゅうきょ

居フロアや居
きょしつ

室タイプについては大
だいがく

学が決
けってい

定します。
　居
きょしつ

室タイプに関
かん

し、個
こべつ

別に対
たいおう

応が必
ひつよう

要な場
ばあ い

合は APハウスオフィスや各
かく

相
そうだんいん

談員に事
じぜん

前にご相
そうだん

談ください。
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Ⅲ
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手
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書
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・APハウスオフィス             ：ssc_bo@apu.ac.jp

・障
しょう

がい学
がくせい

生支
しえ ん

援相
そうだんいん

談員        ：apudss@apu.ac.jp

（APハウスの入
にゅうりょう

寮を辞
じた い

退したい場
ばあい

合）

APハウスへの入
にゅうりょうじたい

寮辞退を申
しんせい

請できるのは、次
つぎ

のいずれかの場
ばあ い

合のみです。審
しん さ

査を行
おこな

うため、必
かなら

ずしも辞
じた い

退が認
みと

めら
れるわけではありません。
　• 父

ふ ぼ

母や兄
きょうだい

弟姉
しま い

妹と同
どうきょ

居する。

　• 出
しゅつがん

願時
じて ん

点で大
おおいた

分県
けんない

内に住
じゅうしょ

所登
とうろく

録がある。

　• 配
はいぐうしゃ

偶者、子
こ

など家
かぞく

族を同
どうはん

伴する。

入
にゅうがくてつづき

学手続システム上
じょう

で入
にゅうりょうじたい

寮辞退と選
せんたく

択する場
ばあ い

合は、2次
じ

手
てつづききん

続金締
しめきりび

切日の 2週
しゅうかん

間前
まえ

までにメール（applied@apu.ac.jp）
で申
もう

し出
で

てください。（それ以
い

降
こう

は受
う

け付
つ

けられません。）
その後

ご

メールで送
おく

られてくる「APハウス入
にゅうりょうじたいとどけ

寮辞退届」と合
あ

わせ、以
い か

下①、②、③を速
すみ

やかに提
ていしゅつ

出してください。
受
じゅり

理後
ご

、入
にゅうりょうじたい

寮辞退の可
か ひ

否について審
しんさ

査を行
おこな

います。審
しんさ

査結
けっ か

果は判
はんめい

明次
しだ い

第、2次
じ

手
てつづき

続金
きん

締
しめきりび

切日前
まえ

までに通
つうち

知します。

①　費
ひよう

用計
けいかくしょ

画書（p. 16を参
さんしょう

照してください）
②　費

ひよう

用計
けいかくしょ

画書に記
きさい

載されている「卒
そつぎょう

業までに必
ひつよう

要な費
ひよ う

用の合
ごうけい

計金
きんがく

額」を証
しょうめい

明する書
しょるい

類
③　住

じゅうみんひょう

民票（本
ほんにん

人、もしくは同
どうきょ

居する家
やぬし

主の名
なまえ

前が記
きさい

載されたもの）

※ 入
にゅうがく

学手
てつづき

続金
きん

のうち入
にゅうきょひ

居費（32,000円
えん

）については、一
いったん

旦納
のうにゅう

入された場
ばあ い

合、入
にゅうりょうじたい

寮辞退が認
みと

められたとしても返
へんかん

還さ
れません。この点

てん

に十
じゅうぶん

分注
ちゅうい

意して入
にゅうりょうじたい

寮辞退の手
てつづき

続を行
おこな

ってください。

　④ 学
がくせいけんこうちょうさひょう

生健康調査票（麻
ま

しん（はしか）・風
ふう

しん予
よぼうせっしゅれき

防接種歴含
ふく

む）への入
にゅうりょく

力

入
にゅうがく

学手
てつづき

続システムより入
にゅうりょく

力してください。

この調
ちょうさひょう

査票は、「学
がっこうほうじん

校法人立
りつめいかん

命館学
がっこう

校保
ほけ ん

健安
あんぜん

全管
かん り

理規
きて い

程」（p. 64）に定
さだ

められた学
がくせい

生の健
けんこう

康管
かん り

理および健
けんこうしんだん

康診断のた
めに利

りよ う

用されるものです。調
ちょうさひょう

査票の内
ないよう

容は、「立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学における個
こじ ん

人情
じょうほう

報の取
と

り扱
あつか

いについて」（p. 

66-67）に基
もと

づいて大
だいがく

学（ヘルスクリニック）において管
かん り

理します。学
がくせい

生に健
けんこうじょう

康上の問
もんだい

題が生
しょう

じた場
ばあ い

合は、目
もくてき

的の
範
はんいない

囲内において学
がくせい

生の健
けんこう

康に関
かか

わる情
じょうほう

報を大
だいがくない

学内で共
きょうゆう

有する場
ばあい

合があります。
また、この調

ちょうさひょう

査票は、保
ほ ご し ゃ

護者または教
きょういん

員（担
たんにん

任または養
ようご

護教
きょうゆ

諭）にしっかりと確
かくにん

認し入
にゅうりょく

力してください。
入
にゅうがくご

学後の継
けいぞく

続加
かりょう

療が必
ひつよう

要な場
ばあ い

合を除
のぞ

き、医
い し

師への相
そうだん

談・診
しんだん

断は必
ひつよう

要ありません。
※「麻

はしか

疹・風
ふうしん

疹予
よぼうせっしゅ

防接種歴
れき

」も併
あわ

せて入
にゅうりょく

力してください。

立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学 障
しょう

がい学
がくせい

生支
し え ん

援に関
かん

する方
ほう

針
しん

（ガイドライン）にもとづき、障
しょう

がい学
がくせい

生支
し え ん

援を行
おこな

っています。
（p. 68参

さんしょう

照）

障
しょう

がい学
がくせい

生支
しえ ん

援について

　⑤ １次
じ

および 2次
じ

手
てつづききん

続金の送
そうきん

金依
いらいしょ

頼書のコピーのアップロード（銀
ぎんこう

行への直
ちょくせつそうきん

接送金のみ）

 （WU®GlobalPay for Students 経
けいゆ

由で支
しはら

払った場
ばあい

合は必
ひつよう

要ありません。）

銀
ぎんこう

行で入
にゅうがく

学手
てつづき

続金
きん

等
とう

を送
そうきん

金したときに発
はっこう

行される送
そうきん

金依
いらいしょ

頼書のコピーをアップロードしてください。書
しょるい

類提
ていしゅつ

出期
きげ ん

限が
2次

じ

手
てつづき

続金
きん

を支
しは ら

払う前
まえ

の場
ばあ い

合は、1次
じ

手
てつづき

続金
きん

の送
そうきん

金依
いらいしょ

頼書のコピーだけをまずアップロードし、2次
じ

手
てつづき

続金
きん

を納
のうにゅう

入し
たあとで、2次

じ

手
てつづき

続金
きん

の送
そうきん

金依
いらいしょ

頼書のコピーをメールで提
ていしゅつ

出してください。

【メール送
そうしんさき

信先】applied@apu.ac.jp　
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⑥有
ゆうこう

効なパスポートのコピー（留
りゅうがく

学ビザを持
も

っていない場
ばあい

合）

有
ゆうこう

効なパスポートのコピーを出
しゅつがん

願時
じ

に提
ていしゅつ

出していない場
ばあい

合は、顔
かおじゃしん

写真、氏
しめい

名や生
せいねんがっぴ

年月日などの情
じょうほう

報が記
きさい

載されたページ

のコピーを、入
にゅうがく

学手
てつづき

続システムへアップロードしてください。パスポート発
はっこう

行後
ご

に顔
かお

写
じゃしん

真があるページの氏
しめい

名を変
へんこう

更し

た場
ばあい

合や正
せいしき

式氏
しめい

名と異
こと

なっていることが判
はんめい

明した場
ばあい

合は、正
せいしき

式氏
しめい

名が記
きさい

載されていることを証
しょうめい

明する書
しょるい

類のコピーもあ

わせてアップロードしてください。

⑦国
こくさい

際学
がくせい

生住
じゅうたく

宅総
そうごう

合補
ほしょう

償制
せい ど

度加
かにゅう

入依
いらいしょ

頼書への入
にゅうりょく

力

入
にゅうがくてつづき

学手続システム内
ない

の国
こくさい

際学
がくせい

生住
じゅうたく

宅総
そうごう

合補
ほしょう

償制
せい ど

度のご案
あんない

内をよく読
よ

み、加
かにゅう

入に必
ひつよう

要な情
じょうほう

報を入
にゅうりょく

力してください。

⑧手
てつづき

続書
しょるい

類の PDFをアップロード

p. 9に記
きさい

載されている手
てつづ

続き書
しょるい

類の⑬～⑲の PDF を入
にゅうがくてつづき

学手続システムへアップロードしてください。

（２）出
しゅつがん

願書
しょるい

類原
げんぽん

本 郵
ゆうそう

送

p. 8に記
き さ い

載されている出
しゅつがん

願書
しょるい

類⑨～⑫の原
げんぽん

本を郵
ゆうそう

送してください。

（３）入
にゅうがく

学手
てつづき

続書
しょるい

類（入
にゅうがくしゃ

学者全
ぜんいん

員必
ひ っ す

須）

⑬顔
かお

写
じゃしん

真（2枚
まい

）

p. 12 でアップロードした写
しゃしん

真の裏
うらめん

面に名
なま え

前と国
こくせき

籍を記
きにゅう

入し、郵
ゆうそう

送してください。

⑭費
ひようけいかくしょ

用計画書 （入
にゅうがく

学手
てつづき

続システム内
ない

でダウンロードしてください）

同
どうふう

封されているこの書
しょるい

類は、留
りゅうがくちゅう

学中に必
ひつよう

要となる経
けいひ

費をどのように準
じゅんび

備するかを計
けいかく

画し、その計
けいかく

画を本
ほんがく

学が把
はあ く

握す
るためのものです（入

にゅうがくまえ

学前に支
しは ら

払う金
きんがく

額ではありません）。在
ざいりゅう

留資
しか く

格認
にんてい

定証
しょうめいしょ

明書（COE）と留
りゅうがく

学ビザを取
しゅとく

得するた
めには、この計

けいかく

画をしっかりと立
た

てることが必
ひつよう

要です。
なお、経

けいひ

費支
しべ ん

弁者
しゃ

は合
ごうかくしゃ

格者の親
しんぞく

族に限
かぎ

っているため、友
ゆうじん

人や知
ちじ ん

人による支
しべん

弁は原
げんそく

則として認
みと

めません。

費
ひよう

用計
けいかくしょ

画書の作
さくせい

成※には、次
つぎ

の 3つの方
ほうほう

法があります。もっとも適
てき

した方
ほうほう

法で計
けいかく

画を立
た

ててください。
提
ていしゅつ

出する書
しょるい

類については、入
にゅうがく

学手
てつづき

続システム（オンライン）内
ない

に PDF版
ばん

をアップロードしてから、その他
ほか

の必
ひつ

要
よう

書
しょるい

類と合
あ

わせて原
げんぽん

本を APUへ郵
ゆうそう

送してください。
※費

ひよう

用計
けいかくしょ

画書の記
きにゅう

入例
れい

は次
つぎ

のページを参
さんしょう

照してください。

方
ほうほう

法１　銀
ぎんこう

行預
よき ん

金のみを使
しよう

用する
①為

かわせ

替レートを記
きにゅう

入します
②支

ししゅつ

出元
もと

の、支
しべん

弁者
しゃ

1、支
しべん

弁者
しゃ

2、その他
た

を空
くうはく

白にします。
③（D）に 0と記

きにゅう

入します。
④（E）に、預

よきん

金残
ざんだか

高証
しょうめいしょ

明書に記
しる

してある金
きんがく

額を日
にほんえん

本円に計
けいさん

算して記
きにゅう

入します。
⑤（E）の金

きんがく

額がⅣ欄
らん

に記
しる

してある金
きんがく

額より多
おお

くなるように計
けいかく

画します。
※（E）に記

きにゅう

入した金
きんがく

額を証
しょうめい

明するための支
しべん

弁者
しゃ

の預
よ き ん

金残
ざんだか

高証
しょうめいしょ

明書を必
かなら

ず提
ていしゅつ

出してください。
　（預

よきん

金残
ざんだか

高証
しょうめいしょ

明書については p. 18を参
さんしょう

照してください）
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サイズは、4cm × 3cm（1.57inches × 1.18inches）であること。



方
ほうほう

法２　年
ねんしゅう

収のみを使
しよう

用する
①為

かわせ

替レートを記
きにゅう

入します。
②支
ししゅつ

出元
もと

の支
しべ ん

弁者
しゃ

欄
らん

に、支
しべん

弁者
しゃ

となる方
かた

の名
なま え

前と、年
ねんしゅう

収を日
にほんえん

本円に計
けいさん

算して記
きにゅう

入します。
③（1）に年

ねんしゅう

収から費
つい

やす金
きんがく

額を記
きにゅう

入します。支
しべん

弁者
しゃ

が複
ふく

数
すうめい

名いる場
ばあい

合は、（２）～（３）にも記
きにゅう

入します。
④ （1）の金

きんがく

額を在
ざいがく

学年
ねんすう

数と掛
か

け合
あ

わせ、（A）に記
きにゅう

入します。支
しべん

弁者
しゃ

が複
ふく

数
すうめい

名いる場
ばあい

合には、（B）～（C）にも記
きにゅう

入します。
⑤（A）～（C）の金

きんがく

額を足
た

し合
あ

わせ、（D）に総
そうがく

額を記
きにゅう

入します。
⑥（E）には 0と記

きにゅう

入します。
⑦（D）の金

きんがく

額がⅣに記
しる

してある金
きんがく

額より多
おお

くなるように計
けいかく

画します。
※  支

しべ ん

弁者
しゃ

の収
しゅうにゅう

入を証
しょうめい

明するための証
しょうめいしょ

明書を必
かなら

ず提
ていしゅつ

出してください。自
じえいぎょう

営業の方
かた

は、必
かなら

ず預
よ き ん

金残
ざんだか

高証
しょうめいしょ

明書を提
ていしゅつ

出
してください。
　（収

しゅうにゅうしょうめいしょ

入証明書については p. 18を参
さんしょう

照してください）

方
ほうほう

法３　銀
ぎんこう

行預
よき ん

金と年
ねんしゅう

収を使
しよ う

用する
①為

かわせ

替レートを記
きにゅう

入します。
②（1）に年

ねんしゅう

収から費
つい

やす金
きんがく

額を記
きにゅう

入します。支
しべん

弁者
しゃ

が複
ふく

数
すうめい

名いる場
ばあい

合は、（２）～（３）にも記
きにゅう

入します。
③ （1）の金

きんがく

額を在
ざいがく

学年
ねんすう

数と掛
か

け合
あ

わせ、（A）に記
きにゅう

入します。支
しべん

弁者
しゃ

が複
ふく

数
すうめい

名いる場
ばあい

合には、（B）～（C）にも記
きにゅう

入します。
④（A）～（C）の金

きんがく

額を足
た

し合
あ

わせ、（D）に総
そうがく

額を記
きにゅう

入します。
⑤（E）に、預

よきん

金残
ざんだか

高証
しょうめいしょ

明書に記
しる

してある金
きんがく

額を日
にほんえん

本円に計
けいさん

算して記
きにゅう

入します。
⑥（D）と（E）の金

きんがく

額を足
た

し合
あ

わせ、（F）欄
らん

に合
ごうけいきん

計金額
がく

を記
きにゅう

入します。
⑦（F）の金

きんがく

額がⅣ欄
らん

に記
しる

してある金
きんがく

額より多
おお

くなるように計
けいかく

画します
※ （E）に記

きにゅう

入した金
きんがく

額を証
しょうめい

明するための支
しべ ん

弁者
しゃ

の預
よき ん

金残
ざんだか

高証
しょうめいしょ

明書、支
しべ ん

弁者
しゃ

の収
しゅうにゅう

入を証
しょうめい

明するための証
しょうめいしょ

明書を
必
かなら

ず提
ていしゅつ

出してください。
　（預

よ き ん

金残
ざんだか

高証
しょうめいしょ

明書、収
しゅうにゅうしょうめいしょ

入証明書については p. 18を参
さんしょう

照してください）

※ 本
ほんにん

人自
みずか

ら費
ひよ う

用を負
ふた ん

担する場
ばあい

合は、経
けいひ

費支
しべ ん

弁書
しょ

の提
ていしゅつ

出は必
ひつよう

要ありません。ただし、本
ほんにん

人の預
よき ん

金残
ざんだか

高証
しょうめいしょ

明書の金
きんがく

額が
Ⅳ欄
らん

に記
しる

してある金
きんがく

額より多
おお

くなっている必
ひつよう

要があります。
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＜費
ひようけいかくしょ

用計画書の記
きにゅうれい

入例＞

 支
ししゅつ

出元
もと

の“その他
た

”について 

① 支
しべ ん

弁者
しゃ

の収
しゅうにゅう

入がなく、年
ねんきん

金等
とう

で支
しべ ん

弁をする計
けいかく

画の場
ばあ い

合や、奨
しょうがくきん

学金等
とう

を受
じゅきゅう

給し支
しべ ん

弁する場
ばあ い

合は、支
ししゅつ

出元
もと

の「その
他
た

」に記
きにゅう

入をし、（３）と（C）をそれぞれ記
きにゅう

入してください。
②その他

た

に記
しる

す内
ないよう

容がなければ、空
くうはく

白のままにしておいてください。
③ 年

ねんきん

金支
しはらい

払証
しょうめいしょ

明書や奨
しょうがくきん

学金支
しきゅう

給証
しょうめいしょ

明書など、証
しょうめいしょ

明書に記
しる

してある金
きんがく

額を記
きにゅう

入するようにしてください。また、ここ
で使

しよう

用した証
しょうめいしょ

明書は、原
げんぽん

本または原
げんぽんしょうめい

本証明がなされたものを必
かなら

ず提
ていしゅつ

出してください。

【志
しがんしゃしめい

願者氏名】
John Doe
（授
じゅぎょうりょうげんめん

業料減免 50％で合
ごうかく

格）

【為
かわせ

替レート】
作
さくせいじてん

成時点の為
か わ せ

替レートを記
きにゅう

入
してください。
例
れい

）１USドル＝ 100日
 にほんえん

本円

【支
しべんしゃ

弁者 1氏
しめい

名】
Tom Doe（志

しがんしゃ

願者の父
ちち

、
年
ねんしゅう

収 2,000,000日
にほんえん

本円
年
ねんしゅう

収のうち志
しがんしゃ

願者に費
つい

やす金
きん

額
がく

1,000,000円
えん

）

【支
しべんしゃ

弁者 2氏
しめい

名】
Ana Doe（志

しがんしゃ

願者の母
はは

、
年
ねんしゅう

収 1,000,000日
にほんえん

本円
年
ねんしゅう

収のうち志
しがんしゃ

願者に費
つい

やす金
きん

額
がく

500,000円
えん

）

【銀
ぎんこうよきん

行預金】
預
よきんざんだか

金残高 1,000,000日
にほんえん

本円
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⑮ 経
けいひしべんしょ

費支弁書　　　　　　　 （入
にゅうがく

学手
てつづき

続システム内
ない

でダウンロードしてください）
「費

ひよ う

用計
けいかくしょ

画書」の計
けいかく

画を実
じっこう

行するため、費
ひよ う

用計
けいかくしょ

画書に記
しる

されている支
しべ ん

弁者
しゃ

が、経
けい ひ

費を負
ふた ん

担することを約
やくそく

束するための
書
しょるい

類です。それぞれの支
しべん

弁者
しゃ

がこの書
しょるい

類を記
きにゅう

入する必
ひつよう

要があります。経
けいひ

費支
しべ ん

弁者
しゃ

が 2名
めい

の場
ばあ い

合は、1枚
まい

の書
しょるい

類にまと
めて記

きにゅう

入してもこの書
しょるい

類をコピーして分
わ

けて記
きにゅう

入しても結
けっこう

構です。3名
めい

以
いじょう

上の場
ばあ い

合も同
どうよう

様です。なお、合
ごうかくしゃ

格者本
ほんにん

人が
費
ひよ う

用を負
ふたん

担する場
ばあい

合、この経
けいひ

費支
しべ ん

弁書
しょ

は不
ふよ う

要です。

以
い か

下の例
れい

は、2
ふたり

人の経
けい ひ

費支
しべ ん

弁者
しゃ

が 1枚
まい

の「経
けいひ

費支
しべ ん

弁書
しょ

」にまとめて記
きにゅう

入し、提
ていしゅつ

出する場
ばあい

合のものです。

⑴ 志
しがんしゃ

願者の情
じょうほう

報を記
きにゅう

入して
ください。
※支

しべんしゃ

弁者ではありません。

⑵ 学
がく ひ

費・・・「費
ひようけいかくしょ

用計画書」
の１年

ねん め

目の授
じゅぎょうりょう

業料を記
きにゅう

入
してください。

⑶生
せいかつひ

活費・・・85,000円
えん

　 （年
ねんがく

額 100万
まんえん

円）以
いじょう

上が
必
ひつよう

要です。
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⑯ 経
けいひ

費支
しべ ん

弁者
しゃ

の収
しゅうにゅう

入証
しょうめいしょ

明書と預
よきんざんだかしょうめいしょ

金残高証明書

収
しゅうにゅう

入証
しょうめいしょ

明書
経
けい ひ

費支
しべ ん

弁者
しゃ

の収
しゅうにゅう

入を証
しょうめい

明するために、官
かんちょう

庁が発
はっこう

行した所
しょとく

得証
しょうめい

明や納
のうぜい

税証
しょうめい

明、勤
きんむさき

務先が発
はっこう

行した証
しょうめいしょ

明書のいずれかを

提
ていしゅつ

出してください（必
かなら

ず先
さき

に PDFを入
にゅうがくてつづき

学手続システムへアップロードしてから原
げんぽん

本を郵
ゆうそう

送してください）。勤
きんむさき

務先が

発
はっこう

行した証
しょうめいしょ

明書の場
ばあい

合、下
か き

記の情
じょうほう

報が記
しる

されたもののみ受
う

け付
つ

けます。

・勤
きんむさき

務先のレターヘッド（社
しゃよう

用便
びんせん

箋）を使
しよう

用してあること

・経
けいひ

費支
しべ ん

弁者
しゃ

の氏
しめ い

名（フルネーム）が記
しる

されていること

・発
はっこうび

行日が記
しる

されていること

・収
しゅうにゅう

入金
きんがく

額と通
つう か

貨単
たん い

位が記
しる

されていること

・発
はっこうもと

行元の押
おういん

印と管
かんりしゃ

理者の署
しょめい

名（電
でん し

子サインも可
か

）が記
きさい

載されたもの※

※経
けいひ

費支
しべ ん

弁者
しゃ

が会
かいしゃ

社代
だいひょうしゃ

表者である場
ばあい

合、支
しべん

弁者
しゃ

本
ほんにん

人が署
しょめい

名しただけの書
しょるい

類は収
しゅうにゅう

入証
しょうめい

明として認
みと

めません。

※ 公
こうしょういん

証印がある収
しゅうにゅうしょうめいしょ

入証明書を提
ていしゅつ

出してください。公
こうしょういん

証印が得
え

られない場
ばあ い

合は、必
かなら

ず預
よ き ん

金残
ざんだか

高証
しょうめいしょ

明書もあわせて提
ていしゅつ

出

をしてください。

預
よきんざんだかしょうめいしょ

金残高証明書
下
か き

記の情
じょうほう

報が記
しる

された原
げんぽん

本の PDFを入
にゅうがく

学手
てつづき

続システムへアップロードしてから、原
げんぽん

本を郵
ゆうそう

送してください。発
はっこう

行

時
じて ん

点で、支
しべん

弁者
しゃ

名
めい ぎ

義口
こう ざ

座の残
ざんだか

高を証
しょうめい

明したもので、銀
ぎんこう

行で発
はっ

行
こう

された証
しょうめいしょ

明書のみ有
ゆうこう

効です。預
よきん

金通
つうちょう

帳のコピーや公
こうしょう

証

書
しょ

は認
みと

めません。

・銀
ぎんこう

行のレターヘッド（社
しゃよう

用便
びんせん

箋）を使
しよう

用してあること

・発
はっこう

行番
ばんごう

号

・銀
ぎんこう

行の連
れんらくさき

絡先が記
しる

されていること※

・経
けいひ

費支
しべ ん

弁者
しゃ

の氏
しめ い

名（フルネーム）が記
しる

されていること

・  発
はっこうび

行日が 3ヶ
かげ つ

月以
いな い

内のものまたは入
にゅうがく

学予
よ て い び

定日（春
はる

：4月
がつ

1日
にち

、秋
あき

：9月
がつ

21日
にち

）以
いこ う

降までの有
ゆうこう

効期
きげ ん

限が明
めい き

記されて

いるもの

・通
つうか

貨単
たん い

位が記
しる

されていること

・銀
ぎんこういん

行印と行
こういん

員のサインがあること

※発
はっこう

行番
ばんごう

号等
とう

をもとに、銀
ぎんこう

行に問
と

い合
あ

わせる場
ばあい

合があります。

⑰ 卒
そつぎょう

業証
しょうめいしょ

明書・卒
そつぎょう

業見
みこ み

込証
しょうめいしょ

明書

すべての入
にゅうがく

学予
よていしゃ

定者（学
がく し か て い

士課程からの転
てんにゅう

入を除
のぞ

く）は、APUに入
にゅうがく

学するまでに、最
さいしゅう

終の所
しょぞくきょういくきかん

属教育機関（短
たんきだいがく

期大学・

高
こうとうせんもんがっこう

等専門学校等
など

、）からの卒
そつぎょう

業証
しょうめいしょ

明書または修
しゅうりょう

了証
しょうめいしょ

明書を提
ていしゅつ

出する必
ひつよう

要があります。入
にゅうがくしょるい

学書類提
ていしゅつきげん

出期限までに卒
そつぎょう

業

証
しょうめいしょ

明書を提
ていしゅつ

出できない場
ばあ い

合は、あなたの学
がっこう

校が発
はっこう

行する卒
そつぎょう

業／修
しゅうりょうみこみ

了見込証
しょうめいしょ

明書を提
ていしゅつ

出するか、APU所
しょてい

定の「卒
そつぎょう

業／

修
しゅうりょうみこみ

了見込証
しょうめいしょ

明書」を入
にゅうがく

学手
てつづき

続システム内
ない

よりダウンロードし必
ひつようじこう

要事項を入
にゅうりょく

力の上
うえ

提
ていしゅつ

出してください。卒
そつぎょう

業／修
しゅうりょう

了

証
しょうめいしょ

明書は提
ていしゅつ

出必
ひっ す

須です。卒
そつぎょうみこみ

業見込修
しゅうりょうしょ

了 書等
など

を提
ていしゅつ

出しても、卒
そつぎょう

業／修
しゅうりょう

了証
しょうめいしょ

明書が発
はっこう

行され次
しだい

第、すぐに APUに提
ていしゅつ

出

してください。

1回
かいせい

生新
しんにゅうがく

入学：

高
こうとう

等学
がっこう

校等
など

卒
そつぎょう

業証
しょうめいしょ

明書

日
にほん

本の大
だいがく

学に 1回
かい

生
せい

として入
にゅうがく

学するためには、12年
ねん

教
きょういくかてい

育課程を修
しゅうりょう

了（ただし、通
つうじょう

常の課
かてい

程が 11年
ねん

の国
くに

に居
きょじゅう

住する場
ばあい

合
は 11年

ねん

の学
がっこう

校教
きょういく

育を修
しゅうりょう

了）していることが前
ぜんてい

提となります。
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日
にほん

本の高
こうとう

等学
がっこう

校相
そうとう

当（通
つうじょう

常の課
かて い

程による 12年
ねん

の教
きょういく

育）の課
かてい

程を修
しゅうりょう

了したことを証
しょうめい

明する書
しょるい

類を提
ていしゅつ

出してください。
編
へんにゅうがく

入学・転
てんにゅう

入学
がくせい

生は提
ていしゅつ

出する必
ひつよう

要がありません。
例
れい

：高
こうこう

校卒
そつぎょう

業証
しょうめいしょ

明書、大
だいがく

学進
しんがく

学に必
ひつよう

要な統
とういつ

一試
しけ ん

験・修
しゅうりょう

了試
しけ ん

験の結
けっ か

果通
つうちしょ

知書など

編
へんにゅうがく

入学・転
てんにゅうがく

入学：

短
たん き

期大
だいがく

学・高
こうとうせんもんがっこう

等専門学校または文
もんぶかがくしょう

部科学省の定
さだ

める基
きじゅん

準を満
み

たす専
せんしゅう

修学
がっこう

校専
せんもん

門課
かて い

程から、2回
かいせい

生・3回
かいせい

生に編
へんにゅうがく

入学
する場

ばあい

合は、本
ほんがく

学入
にゅうがく

学までにその課
かてい

程を修
しゅうりょう

了・卒
そつぎょう

業する必
ひつよう

要があります。短
たんき

期大
だいがく

学・高
こうとうせんもんがっこう

等専門学校等
など

から編
へんにゅうがく

入学す
る場

ばあ い

合は、その高
こうとうきょういくきかん

等教育機関の卒
そつぎょう

業証
しょうめいしょ

明書と直
ちょっきん

近の成
せいせき

績証
しょうめい

明の 2種
しゅ

の証
しょうめいしょ

明書の原
げんぽん

本または、原
げんぽん

本証
しょうめい

明がなされた
複
ふくしゃ

写を提
ていしゅつ

出してください。卒
そつぎょう

業証
しょうめいしょ

明書がまだ発
はっこう

行されていないため提
ていしゅつ

出できない場
ばあい

合は、高
こうとうきょういくきかん

等教育機関が発
はっこう

行した
卒
そつぎょう

業見
み こ

込み証
しょうめいしょ

明書か、合
ごうかくしゃ

格者入
にゅうがく

学手
てつづき

続専
せんよう

用サイトより APU所
しょてい

定の「卒
そつ

業
ぎょう

／修
しゅうりょうみこみ

了見込証
しょうめいしょ

明書」をダウンロードし、
提
ていしゅつ

出してください。そして卒
そつ

業
ぎょう

／修
しゅうりょう

了証
しょうめいしょ

明書が発
はっこう

行され次
しだい

第、すぐに APUに提
ていしゅつ

出してください。
大
だいがく

学等
など

から転
てんにゅうがく

入学で、その学
がっこう

校を卒
そつぎょう

業していない場
ばあい

合は、直
ちょっきん

近の成
せいせき

績証
しょうめいしょ

明書のみ提
ていしゅつ

出してください。

提
ていしゅつ

出する書
しょるい

類については、入
にゅうがく

学手
てつづき

続システム（オンライン）内
ない

に PDF版
ばん

をアップロードしてから、その他
ほか

の必
ひつ

要
よう

書
しょるい

類
と合

あ

わせて原
げんぽん

本を APUへ郵
ゆうそう

送してください。

【提
ていしゅつ

出の際
さい

の諸
しょ

注
ちゅうい

意】
　※ 原

げんぽん

本または原
げんぽんしょうめい

本証明がなされた複
ふくしゃ

写を提
ていしゅつ

出すること。日
に ほ ん ご

本語、英
えい ご

語以
いが い

外で作
さくせい

成された証
しょうしょ

書 /証
しょうめいしょ

明書は、日
に ほ ん ご

本語また
は英

えいご

語の翻
ほんやく

訳を添
てん ぷ

付し翻
ほんやくしゃ

訳者の氏
しめい

名・住
じゅうしょ

所・連
れんらくさき

絡先をかならず記
きにゅう

入してください。
　※ 出

しゅつがん

願時
じ

に卒
そつぎょう

業 /修
しゅうりょう

了見
み こ

込み証
しょうめいしょ

明書を提
ていしゅつ

出している場
ばあい

合でも、12年
ねん

教
きょういく

育課
かて い

程等
とう

修
しゅうりょう

了 /卒
そつぎょう

業証
しょうめいしょ

明書を提
ていしゅつ

出しなければな
りません。

⑱ 翻
ほんやく

訳

英
えい ご

語または日
に ほ ん ご

本語以
いが い

外で作
さくせい

成された証
しょうめいしょ

明書は、英
えい ご

語または日
に ほ ん ご

本語の 翻
ほんやく

訳の原
げんぽん

本が必
ひっ す

須です。 翻
ほんやく

訳版
ばん

に翻
ほんやくしゃ

訳者の

氏
しめ い

名・住
じゅうしょ

所・連
れんらくさき

絡先・署
しょめい

名（もしくは捺
なついん

印）が記
きにゅう

入されたものを提
ていしゅつ

出してください。 翻
ほんやく

訳は、証
しょうめいしょ

明書の発
はっこうきかん

行機関、 

翻
ほんやく

訳会
がいしゃ

社または資
しかく

格を持
も

つ翻
ほんやくしゃ

訳者が行
おこな

ってください。

⑲ その他
ほか

APUが提
ていしゅつ

出を求
もと

めた書
しょるい

類や証
しょうめいしょ

明書

p. 8-9に記
きさ い

載されている以
いが い

外の追
つい か

加書
しょるい

類原
げんぽん

本の送
そう ふ

付を APUから依
いら い

頼する場
ばあい

合があります。その際
さい

、APUは詳
しょうさい

細を E

メールで通
つうち

知しますので、入
にゅうがく

学まで定
ていきてき

期的に Eメールを確
かくにん

認するようにしてください。
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Ⅳ. 査
さしょう

証（ビザ）の取
しゅとく

得

※  一
いちぶ

部の出
しゅつにゅうこくきせい

入国規制がかかっている国
くに

に関
かん

しては、ビザの発
はっきゅう

給ができない可
かのうせい

能性があります。

　定
ていきてき

期的に APUのアドミッションズサイトや在
ざいがいこうかん

外公館のウェブサイトで確
かくにん

認し、最
さいしんじょうほう

新情報を入
にゅうしゅ

手してください。

１）なぜビザが必
ひつよう

要か？

留
りゅうがくせい

学生が勉
べんがく

学を目
もくてき

的に日
にほん

本に入
にゅうこく

国して学
がくせい

生生
せいかつ

活を送
おく

るためには、ビザ（短
たんきたいざい

期滞在を除
のぞ

く）が必
ひつよう

要です。さらに、本
ほんがく

学で
授
じゅぎょうりょう

業 料減
げんめん

免を受
う

けるためには留
りゅうがく

学ビザが必
ひつよう

要となり、入
にゅうがく

学までに有
ゆうこう

効な留
りゅうがく

学ビザを確
かくにん

認できない場
ばあい

合は、授
じゅぎょうりょう

業料減
げんめん

免
の適
てきよう

用を取
と

り消
け

します。

２）ビザを取
しゅとく

得するには？

ステップ 1.　在
ざいりゅう

留資
しか く

格認
にんてい

定証
しょうめいしょ

明書の交
こうふ

付申
しんせい

請
ビザを取

しゅとく

得するためには、出
しゅつにゅうこく

入国在
ざいりゅう

留管
かんりきょく

理局が発
はっこう

行する「在
ざいりゅう

留資
しか く

格認
にんてい

定証
しょうめいしょ

明書：Certifi cate of Eligibility for a Status 

of Residence（以
い か

下 COE）」が必
ひつよう

要です。本
ほんがく

学では、以
い か

下①～④の条
じょうけん

件をすべて満
み

たした合
ごうかくしゃ

格者に限
かぎ

り、COEの代
だい り

理
申
しんせい

請を行
おこな

います。COE代
だいり

理申
しんせい

請のためには、p. 8-9に記
きさい

載の（１）の入
にゅうがく

学手
てつづき

続システムの入
にゅうりょく

力ならびに（２）および（３）
の書

しょるい

類提
ていしゅつ

出が必
ひつよう

要です。（１）の入
にゅうりょく

力に関
かん

しては、合
ごう ひ

否発
はっぴょう

表の際
さい

送
おく

られた Eメールをご確
かくにん

認ください。必ずこの入
にゅうがく

学
手
てつづき

続要
ようこう

項をよく読
よ

んで、期
きじつ

日までに入
にゅうりょく

力と書
しょるい

類提
ていしゅつ

出をしてください。

①合
ごうかくご

格後、留
りゅうがく

学ビザ取
しゅとく

得のために、本
ほんがく

学にのみ COE代
だいり

理申
しんせい

請を希
きぼ う

望すること
② 1次

じ

手
てつづき

続金
きん

と 2次
じ

手
てつづき

続金
きん

のすべてを期
きげん

限までに納
のうにゅう

入すること
③在
ざいがくちゅう

学中の経
けいひ

費支
しべ ん

弁能
のうりょく

力を立
りっしょう

証できる書
しょるい

類を含
ふく

め、必
ひつよう

要な書
しょるい

類をすべて期
きげん

限までに提
ていしゅつ

出すること
④本
ほんがく

学が、申
しんせいしゃ

請者の代
だいり

理申
しんせい

請を適
てきとう

当だと判
はんだん

断できること

【中
ちゅうごく

国、インドネシア、ミャンマー、ネパール、フィリピン、ベトナムの国
こくせき

籍を有
ゆう

する方
かた

】

これらの国
くに

は、入
にゅうこくまえ

国前結
けっかく

核スクリーニングの実
じっ し

施対
たいしょう

象となります。日
にほ ん

本の厚
こうせいろうどうしょう

生労働省より 2020年
ねん

3月
がつ

26日
にち

に

「入
にゅうこく

国前
まえ

結
けっかく

核スクリーニングの実
じっ し

施に関
かん

するガイドライン」を発
はっぴょう

表されましたが、詳
しょう

細
さい

が分
わ

かり次
しだ い

第、対
たいしょうしゃ

象者には

Eメールにてご案
あんない

内します。

【注
ちゅういじこう

意事項】

a. 虚
きょぎしょるい

偽書類の提
ていしゅつ

出や、提
ていしゅつしょるい

出書類に虚
きょぎ

偽があった場
ばあい

合は、入
にゅうがくご

学後であっても入
にゅうがく

学許
きょ か

可を取
と

り消
け

します。

b.   COE は出
しゅつにゅうこく

入国在
ざいりゅう

留管
かんりきょく

理局が交
こう ふ

付し、ビザは日
にほんたいしかん

本大使館などが発
は っ こ う

行します。個
こ こ

々の事
じじょう

情によってそれらが交
こう ふ

付さ

れない場
ばあい

合、本
ほんがく

学は一
いっさい

切の責
せきにん

任を負
お

いません。また、いずれの場
ばあい

合も入
にゅうがくきん

学金は返
へんかん

還しません。

c. 留
りゅうがくいがい

学以外のビザ（「家
かぞくたいざい

族滞在」、「配
はいぐうしゃ

偶者」など）で入
にゅうこく

国する場
ばあい

合、本
ほんがく

学は COEを申
しんせい

請できません。

d.   本
ほんがく

学は、諸
しょけいひ

経費すべての受
じゅりょう

領をもって、合
ごうかくしゃ

格者に入
にゅうがく

学意
い し

思があり、本
ほんがく

学に COE代
だいりしんせい

理申請を依
いらい

頼するものとみなします。

　合
あ

わせて上
じょうき

記①～④、及
およ

び a～ cの内
ないよう

容に同
どう い

意したものとみなします。

ステップ２.　ビザの申
しんせい

請
　ビザの手

てつづき

続は、現
げんざい

在居
きょじゅう

住している場
ばしょ

所や所
しょじ

持しているビザによって異
こと

なります。下
か き

記の該
がいとう

当する項
こうもく

目をよく読
よ

んでください。
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（１）日
にほん

本国
こくがい

外に居
きょじゅう

住し、ビザを持
も

っていない場
ばあい

合

COEが交
こう ふ

付されたら APUより「COE」と「入
にゅうがく

学許
きょかしょ

可書」等
とう

を送
そ う ふ

付します。これらが届
とど

いたら、下
か き

記の書
しょるい

類を
持
も

って居
きょじゅう

住する国
くに

・地
ちい き

域を管
かんかつ

轄する日
にほんこくたいしかん

本国大使館・総
そうりょうじかん

領事館等
とう

に「留
りゅうがく

学ビザ」の申
しんせい

請を行
おこな

ってください。
①在

ざいりゅう

留資
しか く

格認
にんてい

定証
しょうめいしょ

明書（COE）
②入

にゅうがく

学許
きょかしょ

可書※ 1

③パスポート
④写
しゃしん

真（45㎜× 45㎜）
⑤その他

た
＊

　※１ 入
にゅうがくてつづき

学手続システム内
ない

で参
さんしょう

照、及
およ

びダウンロードが可
かのう

能です。
　＊ 居

きょじゅう

住する国
くに

・地
ちい き

域によって必
ひつよう

要な書
しょるい

類が異
こと

なります。準
じゅんび

備に時
じか ん

間がかかる書
しょるい

類もありますので、なるべく早
はや

く
管
かんかつ

轄する日
にほんたいしかん

本大使館・総
そうりょうじかん

領事館等
とう

に問
と

い合
あ

わせてください。

（２）日
にっぽん

本国
こくない

内に在
ざいじゅう

住し、在
ざいりゅう

留資
しか く

格「留
りゅうがく

学」のビザを持
も

っている場
ばあい

合

■ビザの更
こうしん

新申
しんせい

請について

　a)  すでに持
も

っている留
りゅうがく

学ビザ（在
ざいりゅう

留資
しか く

格「留
りゅうがく

学」）が、入
にゅうがく

学日
び

までに有
ゆうこう

効期
きげ ん

限がきれる場
ばあい

合：
　有

ゆうこうきげん

効期限までにビザの更
こうしん

新が必
ひつよう

要です。更
こうしん

新申
しんせい

請は、現
げんざい

在の居
きょじゅうち

住地を管
かんかつ

轄する出
しゅつにゅうこく

入国在
ざいりゅう

留管
かんりきょく

理局で行
おこな

って
ください。更

こうしん

新申
しんせい

請に必
ひつよう

要な大
だいがく

学からの書
しょるい

類は、手
てつづき

続締
しめきりび

切日の翌
よくじつ

日に発
はっそう

送しますが、ビザ更
こうしん

新に必
ひつよう

要なその
他
ほか

の提
ていしゅつしょるい

出書類は事
じぜ ん

前に、申
しんせい

請をする予
よて い

定の出
しゅつにゅうこく

入国在
ざいりゅう

留管
かんりきょく

理局に確
かくにん

認して準
じゅんび

備をしておいてください。なお、
申
しんせい

請から更
こうしん

新が完
かんりょう

了するまでに 1ヶ
かげつ

月ほどかかりますので、早
はや

めに更
こうしん

新申
しんせい

請を行
おこな

ってください。

　b)  すでに持
も

っている留
りゅうがく

学ビザ（在
ざいりゅう

留資
しか く

格「留
りゅうがく

学」）の有
ゆうこう

効期
きげ ん

限が、入
にゅうがく

学日
び

以
いこ う

降半
はんとし

年未
みま ん

満ある場
ばあい

合（APUで 1セメ
スター分

ぶん

の成
せいせき

績が発
はっこう

行される前
まえ

に有
ゆうこう

効期
きげ ん

限が切
き

れる場
ばあい

合）：
　入
にゅうがくまえ

学前にビザ更
こうしん

新を行
おこな

う必
ひつよう

要はありません。入
にゅうがくご

学後、スチューデント・オフィスが更
こうしん

新申
しんせい

請を受
う

け付
つ

けます
ので、入

にゅうがくじ

学時にスチューデント・オフィスに相
そうだん

談してください。ただし、APUへ来
く

る前
まえ

に、以
い か

下の提
ていしゅつしょるい

出書類
をそろえて持

も

ってきてください。
　1) 前

ぜん

籍
せき

の学
がっこう

校・教
きょういく

育機
きか ん

関の成
せいせき

績証
しょうめいしょ

明書（出
しゅっせき

席日
にっすう

数が明
めい き

記されていること）
　2) 前

ぜん

籍
せき

の学
がっこう

校・教
きょういく

育機
きか ん

関の卒
そつぎょう

業証
しょうめいしょ

明書

　c)  すでに持
も

っている留
りゅうがく

学ビザ（在
ざいりゅう

留資
しか く

格「留
りゅうがく

学」）の有
ゆうこう

効期
きげ ん

限が、入
にゅうがく

学日
び

以
いこ う

降半
はんとし

年以
いじょう

上ある場
ばあい

合（APUでの 1セ
メスター分

ぶん

の成
せいせき

績発
はっこうび

行日以
いこ う

降に有
ゆうこう

効期
きげ ん

限が切
き

れる場
ばあい

合）：
　入
にゅうがくまえ

学前にビザ更
こうしん

新を行
おこな

う必
ひつよう

要はありません。入
にゅうがくご

学後、スチューデント・オフィスが更
こうしん

新申
しんせい

請を受
う

け付
つ

けます
ので、入

にゅうがくじ

学時にスチューデント・オフィスに相
そうだん

談してください。また、上
じょうき

記 b)で事
じぜん

前準
じゅんび

備が必
ひつよう

要な提
ていしゅつしょるい

出書類 1)

と 2)は必
ひつよう

要ありません。APUの 1セメスター分
ぶん

の成
せいせき

績証
しょうめいしょ

明書で更
こうしん

新申
しんせい

請を行
おこな

います。

■住
じゅうしょ

所変
へんこう

更について

　在
ざいりゅう

留資
しか く

格の更
こうしん

新に加
くわ

え、住
じゅうしょ

所変
へんこう

更の手
てつづき

続も必
ひつよう

要です。入
にゅうがくまえ

学前に居
きょじゅう

住していた市
しくちょうそん

区町村の役
やくば

場で必
かなら

ず転
てんしゅつとどけ

出届を出
だ

し
てから APUに来

き

てください。転
てんしゅつとどけ

出届を出
だ

していないと住
じゅうしょ

所変
へんこう

更はできません。転
てんしゅつとどけ

出届は新
あたら

しい住
じゅうしょ

所が決
き

まってい
なくても届

とどけで

出が可
かの う

能です。APUへ入
にゅうがくご

学後、転
てんしゅつとどけ

出届と在
ざいりゅう

留カードを持
も

って別
べっ ぷ

府市
しやくしょ

役所に行
い

き、転
てんにゅうとどけ

入届を提
ていしゅつ

出して新
あたら

しい住
じゅうしょ

所の届
とどけで

出を行
おこな

ってください。

※上
じょうき

記（１）、（２）に該
がいとう

当しない場
ばあい

合

アドミッションズ・オフィスへご相
そうだん

談ください。
連
れんらくさき

絡先：applied@apu.ac.jp
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Ⅴ. 入
にゅうがくまえ

学前学
がくしゅう

習課
かだ い

題への取
と

り組
く

み
１）入

にゅうがくまえ

学前に取
と

り組
く

むべき課
かだい

題
英
えいご

語基
きじゅん

準新
しんにゅうせい

入生対
たいしょう

象の「入
にゅうがくまえ

学前学
がくしゅう

習課
かだ い

題」があります。
入
にゅうがくまえ

学前学
がくしゅう

習課
かだ い

題は、入
にゅうがく

学許
きょかしょ

可書を発
はっそう

送する際
さい

に同
どうふう

封しますが、もしそれよりも早
はや

く取
と

り組
く

みを始
はじ

めたい場
ばあい

合は、こちら
http://www.apu.ac.jp/tobiraより教

きょうざい

材をダウンロードすることができます。

※ APUでは、英
えいご

語基
きじゅん

準の国
こくさい

際学
がくせい

生全
ぜんいん

員が日
にほんごしゅうちゅう

本語集中コースを受
う

ける必
ひつよう

要があり、授
じゅぎょうりょうげんめん

業料減免を継
けいぞく

続できるか否
いな

かは、
一
いちねんめ

年目の日
に ほ ん ご

本語クラスの成
せいせき

績によって大
おお

きく左
さゆう

右されます。よって、日
に ほ ん ご

本語を初
はじ

めて学
がくしゅう

習する学
がくせい

生は、日
にほんごがくしゅう

本語学習を
スムーズに始

はじ

められるように、課
かだい

題に取
と

り組
く

み、日
に ほ ん ご

本語の文
も じ

字や簡
かんたん

単な言
こと ば

葉を学
まな

んでから入
にゅうがく

学してください。

２）課
かだい

題の種
しゅるい

類

下
か き

記の 3種
しゅるい

類を指
して い

定しています。詳
しょうさい

細は http://www.apu.ac.jp/tobiraからご確
かくにん

認ください。

１）「日
に ほ ん ご

本語 5つのとびら̶サバイバル編
へん

－」
日
に ほ ん ご

本語を初
はじ

めて学
まな

ぶ人
ひと

や、少
すこ

ししか日
に ほ ん ご

本語を知
し

らない人
ひと

のために作
つく

られました。この中
なか

には、国
こくさい

際学
がくせい

生にとって必
ひつよう

要
な情
じょうほう

報、日
に ほ ん ご

本語の語
ご い

彙、表
ひょうげん

現がたくさん入
はい

っています。

２）「APU Japanese Pre-enrollment Assignment」
「日

に ほ ん ご

本語 5つのとびら̶サバイバル編
へん

－」の練
れんしゅう

習問
もんだい

題として活
かつよう

用できる入
にゅうがくまえ

学前課
かだ い

題となっています。
APUで必

かなら

ず受
じゅけん

験する必
ひつよう

要があるプレイスメントテストの時
とき

に提
ていしゅつ

出します。プレイスメントテストの結
けっ か

果で最
さいしょ

初に
受
じゅこう

講する日
に ほ ん ご

本語のクラス（受
じゅこう

講開
かい し

始レベル）が決
き

まります。

３）日
に ほ ん ご

本語学
がくしゅう

習サポートアプリ「TOBIRA」 
日
に ほ ん ご

本語の基
きほんてき

本的なスキルを手
てがる

軽に学
がくしゅう

習できるように、スマートフォンのアプリを準
じゅんび

備しています。
入
にゅうがく

学までの期
きかん

間に、全
すべ

てのコンテンツを修
しゅうとく

得できるように繰
く

り返
かえ

し練
れんしゅう

習をしておいてください。
※スマートフォンを持

も

っていない場
ばあい

合は、上
じょうき

記の 1）と 2）の課
かだい

題で学
がくしゅう

習を進
すす

めておいてください。

＜ダウンロード方
ほうほう

法＞

■ App Store 
　… https://apps.apple.com/jp/app/tobira/id1521280797

■ Google Play
 　… https://play.google.com/store/apps/details?id=tobira.defac2standard&hl=ja
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Ⅵ. 出
しゅっぱつ

発の準
じゅんび

備
新
しんがた

型コロナウイルス感
かんせんしょう

染症の影
えいきょう

響により、記
きさい

載内
ないよう

容から変
へんこう

更となる可
かのうせい

能性がありますので、ご了
りょうしょう

承ください。

１）いつ APUに着
つ

くべきですか？
航
こうくうけん

空券を手
ては い

配する際
さい

、本
ほんがく

学では APハウスに到
とうちゃく

着する日
ひ

を指
して い

定していますので、入
にゅうきょび

居日を確
かくにん

認してから渡
とこう

航計
けいかく

画を立
た

て
てください。
 指

してい

定する入
にゅうきょよていび

居予定日  ：4月
がつ

入
にゅうがく

学の場
ばあ い

合は 3月
がつげじゅん

下旬
  ：9月

がつ

入
にゅうがく

学の場
ばあ い

合は 9月
がつちゅうじゅん

中旬

詳
しょうさい

細は、ホームページ（合
ごうかくしゃ

格者向
む

けサイト※）でお知
し

らせします。4月
がつ

入
にゅうがく

学の場
ばあ い

合は、2020年
ねん

11月
がつごろ

頃、9月
がつ

入
にゅうがく

学の
場
ばあ い

合は 2021年
ねん

5月
がつごろ

頃に掲
けいさい

載する予
よてい

定です。

※合
ごうかくしゃ

格者向
む

けサイト https://admissions.apu.ac.jp/enrollment_procedures/
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２）何
なに

を持
も

ってくればいいですか？
必
ひつよう

要最
さいていげん

低限の持
も

ち物
もの

は以
い か

下となります。

書
しょ

　類
るい

□　航
こうくうけん

空券

□　パスポート

□　在
ざいりゅう

留資
しか く

格認
にんてい

定証
しょうめいしょ

明書（COE）

□　入
にゅうがく

学許
きょかしょ

可書

□　入
にゅうがくまえ

学前課
かだ い

題冊
さっ し

子と「とびら」（英
えいご

語基
きじゅん

準学
がくせい

生のみ）

現
げん

　金
きん

□　現
げんきん

金

日
にほ ん

本に到
とうちゃくご

着後、銀
ぎんこう

行口
こう ざ

座を開
ひら

くには時
じか ん

間がかかり

ます。最
さいしょ

初の 2ヶ
かげ つ

月間
かん

に必
ひつよう

要となる費
ひよ う

用（生
せいかつひ

活費

や教
きょうかしょ

科書代
だい

など約
やく

20万
まんえん

円）は現
げんきん

金やクレジット

カードで用
ようい

意してきてください。

※ 日
にほ ん

本では換
かんきん

金できない外
がい か

貨もあります。予
あらかじ

め確
かく

認
にん

をするようにしましょう。

日
にちようひん

用品

□日
にちようひん

用品

食
しょっき

器、調
ちょうり

理器
き ぐ

具、生
せいかつ

活用
ようひん

品などは、APU大
だいがく

学

生
せいきょう

協でも購
こうにゅう

入することができます。衣
いる い

類や学
がくしゅう

習に

必
ひつよう

要な書
しょせき

籍、文
ぶんぼうぐ

房具、常
じょうびやく

備薬など必
ひつよう

要最
さいしょうげん

小限のも

のを持
じさ ん

参してください。入
にゅうがくしき

学式や面
めんせつ

接の際
さい

に着
き

る

正
せいそうよう

装用の服
ふく

も持
じさ ん

参されると良
よ

いでしょう。

※ なお、APUに持
じさん

参できる荷
にもつ

物の個
こすう

数は、2個
こ

（例
れい

：スーツケース 1個
こ

とキャリーバック 1個
こ

）までです。手
て に も つ

荷物が 2

個
こ

を超
こ

える場
ばあい

合は、空
くうこう

港バスに乗
じょうしゃ

車できません。

APUでの生
せいかつ

活についての詳
しょうさい

細は、APUのホームページをご覧
らん

ください。https://admissions.apu.ac.jp/student_life/

【注
ちゅうい

意：現
げんざい

在内
ないふく

服治
ちりょう

療を受
う

けられている方
かた

へ】

現
げんざい

在内
ないふく

服治
ちりょう

療を受
う

けられている方
かた

は、入
にゅうがくご

学後の治
ちりょう

療についてよく主
し ゅ じ い

治医と話
はな

し合
あ

ってください。また日
にほん

本に持
も

ち込
こ

みできる薬
くすり

の種
しゅるい

類も限
かぎ

られています。薬
くすり

によっては持
も

ち込
こ

み不
ふ か の う

可能な場
ばあい

合や、持
も

ち込
こ

みできる量
りょう

に限
かぎ

りがある薬
くすり

も

あります。必
かなら

ず事
じぜん

前に日
にほんたいしかん

本大使館もしくは厚
こうせい

生局
きょく

に確
かくにん

認をし、入
にゅうがくご

学後の自
じ こ

己管
かんり

理を行
おこな

えるよう準
じゅんび

備をお願
ねが

いします。

また、現
げんざい

在精
せいしんか

神科領
りょういき

域における内
ないふく

服治
ちりょう

療（精
せいしん

神疾
しっかん

患、発
はったつ

達障
しょう

がい、睡
すいみん

眠障
しょう

がい等
とう

）を行
おこな

われている方
かた

にお知
し

らせします。

立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学のある大
おおいたけん

分県では、日
に ほ ん ご

本語以
いがい

外で対
たいおう

応できる精
せいしんかい

神科医がおりません。即
すなわ

ち、日
に ほ ん ご

本語が話
はな

せな

い場
ばあい

合は、通
つういん

院、内
ないふく

服処
しょほう

方できる医
いりょう

療機
きかん

関がありません。またこれらの内
ないふくやく

服薬は持
も

ち込
こ

み制
せいげん

限が多
おお

い場
ばあい

合がほとんどです。

予
あらかじ

め現
げんざい

在内
ないふく

服されている薬
くすり

の持
も

ち込
こ

みの可
か ひ

否を必
かなら

ず日
にほんたいしかん

本大使館もしくは厚
こうせい

生局
きょく

に確
かくにん

認された上
うえ

で、入
にゅうがくご

学後の自
じ こ

己

管
かんり

理について、入
にゅうこくまえ

国前に必
かなら

ず主
し ゅ じ い

治医にご相
そうだん

談ください。

ご不
ふめい

明な点
てん

がありましたら、APUヘルスクリニックまで下
か き

記のアドレスからご相
そうだん

談ください。

APUヘルスクリニック ： clinic@apu.ac.jp
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３）事
じぜん

前に荷
にもつ

物を送
おく

ることはできますか？
ダンボールで 2箱

はこ

（3辺
へん

 合
ごうけい

計 120センチ以
いない

内）まで、下
か き

記の期
きかん

間に送
そうふ

付することができます。
4月
がつ

入
にゅうがく

学の場
ばあ い

合は、3月
がつ

19日
にち

以
いこ う

降入
にゅうりょう

寮まで
9月
がつ

入
にゅうがく

学の場
ばあ い

合は、9月
がつ

9日
にち

以
いこ う

降入
にゅうりょう

寮まで
【荷

にもつ

物の送
そうふさき

付先】

〒 874-0011 大
おおいたけんべっぷしじゅうもんじばる

分県別府市十文字原 1丁
ちょうめ

目 2番
ばん

立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学　APハウス 2

TEL ： +81-977-78-1955（内
ないせん

線：9500）

※荷
にもつ

物には、必
かなら

ず「受
じゅけん

験番
ばんごう

号」および「氏
しめい

名」をアルファベットで明
めいき

記してください。

※入
にゅうりょうご

寮後に荷
にもつ

物を送
そうふ

付する場
ばあい

合は、ご自
じしん

身の部
へ や

屋宛
あ

てに直
ちょくせつ

接送
そう ふ

付してください。

４）海
かいがい

外渡
とこ う

航保
ほけ ん

険の申
もう

し込
こ

みは必
ひつよう

要ですか？

保
ほけ ん

険への加
かにゅう

入は任
にん い

意です。希
きぼ う

望する場
ばあ い

合は、自
じぶ ん じ し ん

分自身で手
ては い

配してください。国
こくみん

民健
けんこうほけん

康保険（p. 46参
さんしょう

照）は、日
にほ ん

本に
入
にゅうこく

国した日
ひ

から適
てきよう

用されます。

５）APUへのアクセス方
ほうほう

法

フライトにもよりますが、いくつかの方
ほうほう

法があります。別
べ っ ぷ し

府市から近
ちか

い空
くうこう

港は、福
ふくおかくうこう

岡空港と大
おおいたくうこう

分空港になります。海
かいがい

外
から APUへ来

く

る場
ばあ い

合は、以
い か

下のようなルートがあります。新
しんにゅうせい

入生のためのアライバルアシスタンスサービスは次
つぎ

の６）
を参
さんしょう

照してください。
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６）アライバルアシスタンス
APUは、新

しんにゅうせい

入生のためにアライバルアシスタンスサービスを提
ていきょう

供しています。新
しんがた

型コロナウイルス感
かんせんしょう

染症の影
えいきょう

響でアライバ
ルアシスタンスの内

ないよう

容が変
へんこう

更になる場
ばあい

合があります。
詳
しょうさい

細はわかり次
しだい

第ホームページ（合
ごうかくしゃ

格者向
む

けサイト https://admissions.apu.ac.jp/enrollment_procedures/）にてお知
し

らせします。

福
ふくおかくうこう

岡空港（国
こくさいせん

際線ターミナル）到
とうちゃく

着の場
ばあ い

合（2020年
ねん

4月
がつ

入
にゅうがくしゃ

学者実
じっせき

績）

国
こくないせん

内線ターミナルに到
とうちゃく

着した場
ばあい

合は、無
むりょう

料の連
れんらく

絡バスで国
こくさいせん

際線ターミナルへ移
いどう

動してください。
１．空

くうこう

港スタッフが到
とうちゃく

着ロビーでお出
でむか

迎えします。
２．日

にほんえん

本円への両
りょうがえ

替のご案
あんない

内をします。
　　 アメリカドル、ユーロ、中

ちゅうごく

国人
じんみんげん

民元、インドネシアルピア、韓
かんこく

国ウオン、台
たいわん

湾ドル、タイバーツ、ベトナムドン
などからの両

りょうがえ

替が可
かの う

能です。
　　  ※両

りょうがえ

替所
じょ

の営
えいぎょうじかん

業時間を福
ふくおかくうこう

岡空港のウェブサイト（https://www.fukuoka-airport.jp/bank_edy_insurance.html#gaika）
で確
かくにん

認し、営
えいぎょう

業終
しゅうりょういこう

了以降に到
とうちゃく

着する際
さい

は、必
かなら

ず自
じこ く

国で日
にほんえん

本円を準
じゅんび

備してきてください。
３．APハウス行

ゆ

きバス（無
むりょう

料）に乗
の

りこむまでのお手
てつだ

伝いをします（スタッフはバスには同
どうじょう

乗しません）。
４．APハウスでは、RA （レジデント・アシスタント）がみなさんの到

とうちゃく

着をお待
ま

ちしています。
＊ アライバルアシスタンスサービスが提

ていきょう

供される時
じかん

間外
がい

の到
とうちゃくびん

着便で福
ふくおかくうこう

岡空港に到
とうちゃく

着する場
ばあい

合、到
とうちゃくび

着日は各
かくじ

自ホテル等
など

で宿
しゅくはく

泊し、翌
よくじつ

日のアライバルアシスタンスサービスを利
りよ う

用するか、高
こうそく

速バス等
など

を各
かく じ

自手
ては い

配の上
うえ

、APハウスまで来
き

てください。
＊大
おおいたくうこう

分空港に到
とうちゃく

着する場
ばあい

合
　直
ちょくせつ

接 AP Houseへ来
き

てください。
　なお、AP Houseオフィス開

かいしつ

室時
じかんがい

間外の到
とうちゃく

着となる場
ばあい

合でも、当
とうじつ

日の入
にゅうりょう

寮可
かの う

能です。

７）アライバルアシスタンスへの申
もうしこみ

込

アライバルアシスタンスの申
もうしこ

込みフォームは、ホームページ（合
ごうかくしゃ

格者向
む

けサイト https://admissions.apu.ac.jp/enrollment_

procedures/）に掲
けいさい

載します。
締
しめきりび

切日までに申
もうしこ

込みがなければ、サービスを受
う

けられない場
ばあい

合があります。

８）交
こうつう

通手
しゅだん

段の紹
しょうかい

介

新
しんがた

型コロナウイルス感
かんせんしょう

染症の影
えいきょう

響で、本
ほんがく

学への入
にゅうがく

学にあたっての渡
とこう

航手
しゅだん

段等
など

について、本
ほんがく

学が指
してい

定する場
ばあい

合があります。

① 飛
ひ こ う き

行機を利
りよう

用する場
ばあい

合

APUキャンパスへは福
ふくおかくうこう

岡空港（国
こくさいせん

際線・国
こくないせん

内線）か大
おおいたくうこう

分空港を利
りよ う

用すると便
べん り

利です。福
ふくおかくうこう

岡空港（国
こくさいせん

際線）および
大
おおいたくうこう

分空港からは高
こうそく

速バスを利
りよう

用することができます。

①成
なりたこくさいくうこう

田国際空港 (http://www.narita-airport.jp/jp/)、羽
はねだくうこう

田空港（http://www.tokyo-airport-bldg.co.jp/）
成
なりたこくさいくうこう

田国際空港を経
けいゆ

由する場
ばあい

合は、大
おおいたくうこう

分空港へ直
ちょくせつ

接行
い

くか、成
なりたこくさいくうこう

田国際空港からリムジンバスで羽
はねだくうこう

田空港に移
いどう

動してく
ださい。羽

はねだくうこう

田空港から大
おおいたくうこう

分空港または福
ふくおかくうこう

岡空港行
い

きの飛
ひ こ う き

行機（国
こくないせん

内線）に乗
の

ることができます。国
こくないせん

内線の予
よや く

約は
入
にゅうこくまえ

国前に必
かなら

ず済
す

ませておいてください。
※成

なりたこくさいくうこう

田国際空港から羽
はねだくうこう

田空港までのバス代
だい

は 3,100円
えん

で所
しょようじかん

要時間は約
やく

70～ 90分
ぶん

です。
※成

なりたこくさいくうこう

田国際空港から福
ふくおかくうこう

岡空港行
い

きの直
ちょっこうびん

行便もあります。

②関
かんさいこくさいくうこう

西国際空港 (http://www.kansai-airport.or.jp/index.asp)

関
かんさいこくさいくうこう

西国際空港を経
けいゆ

由する場
ばあい

合は、関
かんさいこくさいくうこう

西国際空港からリムジンバスで大
おおさかこくさいくうこう

阪国際空港（伊
いたみくうこう

丹空港）に移
いどう

動してください。
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大
おおさかこくさいくうこう

阪国際空港（伊
いたみくうこう

丹空港）から大
おおいたくうこう

分空港または福
ふくおかくうこう

岡空港行
い

きの飛
ひ こ う き

行機（国
こくないせん

内線）に乗
の

ることができます。国
こくないせん

内線の
予
よやく

約は入
にゅうこくまえ

国前に必
かなら

ず済
す

ませておいてください。
※ リムジンバスは空

くうこう

港のバス乗
のり ば

場から出
で

ています。チケットはバス乗
のり ば

場近
ちか

くのチケット売
う

り場
ば

で買
か

ってください。
関
かんさいこくさいくうこう

西国際空港から大
おおさかこくさいくうこう

阪国際空港（伊
いたみくうこう

丹空港）までのバス代
だい

は、1,950円
えん

、所
しょようじかん

要時間は約
やく

80分
ぶん

です。
※関
かんさいこくさいくうこう

西国際空港から福
ふくおかくうこう

岡空港行
い

きの直
ちょっこうびん

行便は、便
びんすう

数に限
かぎ

りがあります。

③福
ふくおかくうこう

岡空港 (https://www.fukuoka-airport.jp/)

国
こくさいせん

際線ターミナル 1階
かい

高
こうそく

速バス乗
の

り場
ば

から別
べっ ぷ

府行
い

きのノンストップ空
くうこう

港バスに乗
の

り、別
べっ ぷ

府の「高
こうそく

速別
べっ ぷ

府湾
わん

・APU」
で降

お

ります。最
さいしゅう

終バスは 21時
じ

30分
ぷん

頃
ごろ

に出
しゅっぱつ

発します。
※福
ふくおかくうこうこくないせん

岡空港国内線ターミナルに到
とうちゃく

着した場
ばあい

合は、無
むりょう

料の連
れんらく

絡バスで国
こくさいせん

際線ターミナルへ移
いどう

動してください。
（1）空

くうこう

港バスのチケットの買
か

い方
かた

（片
かたみち

道 3,190円
えん

）
国
こくさいせん

際線ターミナル 1階
かい

の案
あんないじょ

内所で購
こうにゅう

入できます。その際
さい

、その場
ば

で座
ざ せ き

席の予
よ や く

約をしてください。4枚
まい

つづりの
回
かいすうけん

数券（8,220円
えん

）もあります。
空
くうこう

港到
とうちゃくご

着後、入
にゅうこく

国・通
つうかん

関手
てつ づ

続き等
とう

を通
つう か

過するためには、約
やく

30～ 100分
ぷん

かかります。
（2）「高

こうそく

速別
べっ ぷ

府湾
わん

・ＡＰＵ」バス停
てい

からＡＰハウスへ
空
くうこう

港バスで「高
こうそく

速別
べっ ぷ

府湾
わん

・ＡＰＵ」に着
つ

いたら、ＡＰハウス 1に歩
ある

いて行
い

きます。
※アクセスマップ（p. 70）を参

さんしょう

照してください。

④大
おおいたくうこう

分空港 (http://www.oita-airport.jp/)

大
おおいたくうこう

分空港に着
つ

いた場
ばあ い

合は空
くうこう

港バス（エアライナー）に乗
の

り、「亀
かめがわ

川（古
ふるいち

市）」で降
お

ります。最
さいしゅう

終バスは 21時
じ

頃
ごろ

に
出
しゅっぱつ

発します。
（1）エアライナーチケットの買

か

い方
かた

（片
かたみち

道 1,350円
えん

）
エアライナーのチケットは大

おおいたくうこう

分空港内
ない

の案
あんないじょ

内所で購
こうにゅう

入できます。座
ざせき

席を予
よやく

約する必
ひつよう

要はありません。事
じぜん

前にチケッ
トを購

こうにゅう

入できなかった場
ばあい

合は、降
お

りるときに直
ちょくせつ

接現
げんきん

金で支
しは ら

払ってください。
（2）「亀

かめがわ

川（古
ふるいち

市）」バス停
てい

からＡＰハウスへ（片
かたみち

道 340円
えん

）
亀
かめがわ

川（古
ふるいち

市）で降
お

りた後
あと

、横
おうだん

断歩
ほどう

道を渡
わた

って向
む

かい側
がわ

にある「古
ふるいち

市」バス停
てい

に行
い

きます。大
おおいたこうつう

分交通バス（白
しろ

に赤
あか

いライン）
の「立

りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学行
いき

」に乗
の

ります。バス停
てい

「ＡＰハウス前
まえ

」で下
げしゃ

車し、ＡＰハウス１に行
い

ってください。
※アクセスマップ（p. 70）を参

さんしょう

照してください。

② JR を利
りよう

用する場
ばあい

合
JR別

べっぷ

府駅
えき

または最
も よ

寄りの亀
かめがわ

川駅
えき

にて、大
おおいたこうつう

分交通バス「立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学」行
い

きに乗
じょうしゃ

車してください。バス停
てい

「Ａ
Ｐハウス前

まえ

」で降
お

りてＡＰハウス 1に行
い

ってください。
　・JR別

べっぷ

府駅
えき

から APU：約
やく

45分
ふん

。片
かたみち

道 560円
えん

。
　・JR亀

かめがわ

川駅
えき

から APU：約
やく

15分
ふん

。片
かたみち

道 340円
えん

。
※アクセスマップ（p. 70）を参

さんしょう

照してください。

※金
きんがく

額については変
へんこう

更されることがあります。
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９）APハウスに入
にゅうりょう

寮するときの手
てつづ

続き
受
うけつけ

付場
ばし ょ

所：APハウス 1

APハウス到
とうちゃくご

着後、APハウス受
うけつけ

付管
かんりにん

理人に受
じゅけんばんごう

験番号を伝
つた

え、パスポートを提
てい じ

示してください。確
かくにん

認のうえ、部
へ や

屋の
番
ばんごう

号をお知
し

らせし、居
きょしつ

室の鍵
かぎ

を渡
わた

します。

＜緊
きんきゅう

急連
れんらくさき

絡先＞

日
にほん

本に着
つ

いてからＡＰハウスに到
とうちゃく

着するまでの間
あいだ

に何
なに

か緊
きんきゅうじたい

急事態が起
お

きた場
ばあい

合は、以
い か

下の連
れんらくさき

絡先に連
れんらく

絡してください。

　　【スチューデント・オフィス（APハウス）】 0977-78-1901（日
にほんこくない

本国内から）

 受
うけつけ

付時
じか ん

間　午
ごぜ ん

前 9時
じ

～午
ご ご

後 5時
じ

30分
ぷん

（日
にほ ん

本時
じか ん

間）
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Ⅰ. APハウスについて
APハウスとは、主

おも

に国
こくさい

際学
がくせい

生が安
あんしん

心して学
がくせい

生生
せいかつ

活を開
かいし

始できるように、また、APハウスでの共
きょうどう

同生
せいかつ

活を通
つう

じて、異
い ぶ ん か

文化間
かん

の相
そうご

互理
りかい

解を図
はか

り、充
じゅうじつ

実した学
がくせい

生生
せいかつ

活を送
おく

ることを目
もくてき

的として、立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学が運
うんえい

営している学
がくせいりょう

生寮のことです。
新
しんにゅうせい

入生は約
やく

1年
ねんかん

間ＡＰハウスで生
せいかつ

活することで、日
にほん

本での新
あたら

しい環
かんきょう

境に慣
な

れ、2回
かいせい

生時
じ

から市
しな い

内に住
す

むための準
じゅんび

備をす
ることができます。また、APハウスには様

さまざま

々な国
こくせき

籍の学
がくせい

生が居
きょじゅう

住しているため多
たこくせき

国籍の友
ゆうじん

人を作
つく

ることで様
さまざま

々な文
ぶん か

化
を学
まな

ぶことが容
ようい

易になります。

※国
こくさい

際学
がくせい

生の新
しんにゅうせい

入生は原
げんそく

則として全
ぜんいん

員が APハウスに入
にゅうりょう

寮することになっています（約
やく

11ヶ
かげつ

月）。

１）居
きょしつ

室の設
せつ び

備

居
きょしつ

室のタイプについては、大
だいがく

学が決
けってい

定します。

居
きょしつ

室備
び ひ ん

品：机
つくえ

、いす、本
ほんだな

棚、照
しょうめい

明器
き ぐ

具、電
で ん わ

話、TV配
はいせん

線、クローゼット、ベッド、枕
まくら

、シーツ、冷
れいぞうこ

蔵庫、食
しょっきだな

器棚、
冷
れいだんぼう

暖房設
せつ び

備、靴
くつばこ

箱、無
むせ ん

線インターネット（無
むりょう

料WiFi）、洗
せんめんだい

面台、給
きゅうとう

湯、トイレ、ごみ箱
ばこ

２）入
にゅうりょうきかん

寮期間

〈入
にゅうりょうきかん

寮期間 2021年
ねん

4月
がつ

入
にゅうがく

学〉　2021年
ねん

3月
がつ

末
まつ

（指
して い

定された入
にゅうりょうかいしび

寮開始日）から 2022年
ねん

2月
がつ

末
まつ

〈入
にゅうりょうきかん

寮期間 2021年
ねん

9月
がつ

入
にゅうがく

学〉　2021年
ねん

9月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬（指
して い

定された入
にゅうりょうかいしび

寮開始日）から 2022年
ねん

8月
がつ

末
まつ

※ APハウスに入
にゅうりょう

寮できる期
きかん

間は原
げんそく

則として約
やく

1年
ねん

（11ヵ
かげつ

月）です。

３）寮
りょうひ

費

寮
りょうせい

生の 1ヵ
かげ つ

月分
ぶん

の寮
りょうひ

費・光
こうねつひ

熱費は 49,000円
えん

です。寮
りょうせい

生は入
にゅうがくご

学後に大
だいがく

学指
して い

定の銀
ぎんこう

行に口
こう ざ

座を開
かいせつ

設します。大
だいがく

学はその

口
こう ざ

座から毎
まいつき

月 1日
にち

に当
とうげつぶん

月分寮
りょうひ

費を引
ひ

き落
お

とします。引
ひ

き落
お

としは、4月
がつ

入
にゅうがくしゃ

学者は 6月
がつ

分
ぶん

寮
りょうひ

費から、9月
がつ

入
にゅうがくしゃ

学者は 11月
がつ

分
ぶん

寮
りょうひ

費からはじまります。入
にゅうがくまえ

学前の寮
りょうひ

費の支
しは ら

払いについては、入
にゅうがく

学手
てつづき

続要
ようこう

項 p. 5をご覧
らん

ください。

洗面台 トイレ
ベッド

【個室タイプ】
こ しつ

せんめんだい

ドア
靴箱

本棚
机

冷蔵庫 クローゼット

くつばこ

れいぞうこ ほんだな
つくえ
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４）入
にゅうりょう

寮にあたっての注
ちゅうい

意事
じこ う

項 
① APハウスでは指

してい

定箇
かし ょ

所のみ喫
きつえん

煙が許
きょ か

可されており、居
きょしつ

室内
ない

喫
きつえん

煙が禁
きん し

止されています。
② 入

にゅうりょう

寮 当
とうじつ

日に APハウスの管
かんりにん

理人室
しつ

にて、鍵
かぎ

の受
うけわた

渡し等
など

を含
ふく

めた入
にゅうりょう

寮受
うけつけ

付をおこないます。事
じぜ ん

前に部
へ や

屋番
ばんごう

号、内
ないせん

線
番
ばんごう

号の照
しょうかい

会はできません。
③居
きょしつ

室には冷
れいぞうこ

蔵庫、石
せきゆ

油ストーブ、ガスコンロ、大
おおがた

型家
か ぐ

具などの持
も

ち込
こ

みはできません。
④  APハウスでは、食

しょくじ

事の提
ていきょう

供は行
おこな

っていません。食
しょくじ

事はカフェテリアを利
りよう

用するか、共
きょうどう

同キッチンを利
りよう

用して各
かく じ

自で
調
ちょうり

理することになります。調
ちょうり

理器
き ぐ

具の貸
か

し出
だ

しは行
おこな

っていませんので各
かくじ

自で購
こうにゅう

入してください。なお、電
でんし

子レンジ、オー
ブントースターは、各

かく

キッチンに設
せっち

置されています。
⑤ APハウスの調

ちょうり

理コンロは IH(Induction Heating)です。料
りょうり

理をする際
さい

は、IH専
せんよう

用の調
ちょうり

理器
き ぐ

具が必
ひつよう

要です。

APハウスに関
かん

するお問
といあ

合わせ先
さき

：立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学　APハウス・オフィス
〒 874-0011　大

おおいたけん

分県別
べ っ ぷ し

府市十
じゅうもんじ

文字原
ばる

（内
うちかまど

竈）1丁
ちょうめ

目 2番
ばん

TEL: +81-977-78-1901　
EMAIL: ssc_bo@apu.ac.jp

５）生
せいかつひ

活費

日
にほ ん

本で生
せいかつ

活するには年
ねんかん

間約
やく

100万
まん

円
えん

の生
せいかつひ

活費が必
ひつよう

要です。下
かひょう

表は、1年
ねん め

目に APハウス（学
がくせいりょう

生寮）に入
にゅうりょう

寮した場
ばあ い

合の
1ヶ
かげ つ

月間
かん

の生
せいかつひ

活費と、APハウスを退
たいりょう

寮した後
あと

の 2年
ねん め

目以
いこ う

降の生
せいかつひ

活費の例
れい

です。下
かひょう

表の金
きんがく

額を目
めや す

安にして、十
じゅうぶん

分な経
けい ひ

費
支
しべ ん

弁能
のうりょく

力がある場
ばあい

合のみ、入
にゅうがくきん

学金納
のう ふ

付など入
にゅうがく

学に必
ひつよう

要となる手
てつづ

続きをしてください。
また、APハウスを退

たいりょう

寮後
ご

は、民
みんかん

間アパートなどに転
てんきょ

居することから、引
ひっ こ

越し費
ひよ う

用、住
じゅうきょ

居手
てつ づ

続き費
ひよ う

用などについても
見
み こ

込んでおくことが必
ひつよう

要です。2年
ねんめ い こ う

目以降の住
じゅうきょ

居について、APUでもご相
そうだん

談いただけます。

1年
ねん

目
め

（ＡＰハウスに入
にゅうりょう

寮した場
ばあい

合）
の 1ヶ

か

月
げつ

間
かん

の生
せいかつひ

活費
2年
ねん

目
め

以
いこ う

降（ＡＰハウス退
たいりょうご

寮後）
の 1ヶ

か

月
げつ

間
かん

の生
せいかつひ

活費

寮
りょうひ

費・光
こうねつひ

熱費 49,000円
えん

住
じゅうきょひ

居費 40,000～ 50,000円
えん

食
しょくひ

費 30,000円
えん

光
こうねつひ

熱費 6,000円
えん

雑
 ざっ  ぴ

費 6,000円
えん

食
しょくひ

費 30,000円
えん

交
こうつうひ

通費 6,000円
えん

雑
 ざっ  ぴ

費 8,000円
えん

計
けい

85,000円
えん

計
けい

90,000～ 100,000円
えん

年
ねんかん

間生
せいかつひ

活費　:　1,020,000円
えん

年
ねんかん

間生
せいかつひ

活費　:　1,080,000円
えん

～ 1,200,000円
えん
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Ⅱ. APUでの学
がくしゅう

修
１）学

がくねんれき

年暦
APUの学

がくねん

年暦
れき

は 4月
がつ

から始
はじ

まります。1学
がくねん

年は 2つのセメスターに分
わ

かれ、それぞれのセメスターは 2つのクオーター
とセッションに分

わ

かれています。
授
じゅぎょう

業の開
かいこう

講時
じ き

期はおおむね以
い か

下の通
とお

りとなります。

4月
がつ

5月
がつ

6月
がつ

7月
がつ

8月
がつ

9月
がつ

10月
がつ

11月
がつ

12月
がつ

1月
がつ

2月
がつ

3月
がつ

春
はる

セメスター 秋
あき

セメスター

第
だい

1クオーター 第
だい

2クオーター 夏
なつ

セッション 第
だい

1クオーター 第
だい

2クオーター 冬
ふゆ

セッション

※土
ど よ う び

曜日や祝
しゅくじつ

日にも授
じゅぎょう

業日
び

を設
せってい

定することがあります。

２）APUでの学
がくしゅう

修

APUは、「自
じゆう

由・平
へい わ

和・ヒューマニティ」「国
こくさい

際相
そう ご

互理
りか い

解」「アジア太
たいへいよう

平洋の未
みら い

来創
そうぞう

造」を基
きほ ん

本理
りね ん

念として、教
きょういく

育・研
けんきゅう

究
活
かつどう

動を展
てんかい

開しています。更
さら

に、この基
きほん

本理
りね ん

念のもとに、アジア太
たいへいよう

平洋学
がく ぶ

部、国
こくさい

際経
けいえい

営学
がく ぶ

部それぞれに、学
がくぶ

部の人
じんざい

材育
いくせい

成
目
もくてき

的を定
さだ

め、国
こくさい

際社
しゃかい

会においてリーダーとして活
かつやく

躍できる人
じんざい

材を育
いくせい

成するために必
ひつよう

要なカリキュラムを提
ていきょう

供しています。

①学
がくぶ

部での学
がくしゅう

修について

卒
そつぎょう

業するためには、それぞれ定
さだ

められた科
かも く

目分
ぶん や

野の単
たんいすう

位数を修
しゅうとく

得し、合
ごうけい

計で 124単
たん い

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得することが必
ひつよう

要です。
カリキュラムや入

にゅうがく

学基
きじゅん

準言
げん ご

語、国
こくない

内学
がくせい

生・国
こくさい

際学
がくせい

生の別
べつ

によって、卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な条
じょうけん

件や履
りしゅう

修できる科
かもく

目が異
こと

なります。
2017年

ねん ど

度以
いこ う

降に新
しんにゅうせい

入生として入
にゅうがく

学する学
がくせい

生の皆
みな

さんは、2017年
ねん ど

度カリキュラムが適
てきよう

用されます。2016年
ねん ど

度までの
入
にゅうがくしゃ

学者とは異
こと

なるカリキュラムとなりますので注
ちゅうい

意してください。なお、2017年
ねん ど

度カリキュラムの内
ないよう

容は変
へんこう

更とな
る可

かのうせい

能性があります。詳
しょうさい

細については入
にゅうがくご

学後のガイダンスにてお知
し

らせいたします。
②編
へん

転
てんにゅう

入生
せい

について

編
へん

転
てんにゅうせい

入生（2回
かいせい

生／ 3回
かいせい

生）として入
にゅうがく

学される方
かた

については、言
げん ご

語履
りしゅう

修や卒
そつぎょう

業要
ようけん

件等
とう

に関
かん

して、1回
かいせい

生とは一
いち ぶ

部異
こと

な
る条
じょうけん

件が適
てきよう

用されます。対
たいしょうしゃ

象者の方
かた

には入
にゅうがくまえ

学前に必
ひつよう

要な案
あんない

内をお送
おく

りいたします。

（1）アジア太
たいへいよう

平洋学
がく ぶ

部（APS）

学
がくい

位

アジア太
たいへいよう

平洋学
がく ぶ

部（APS）の卒
そつぎょう

業要
ようけん

件を満
み

たした学
がくせい

生には、以
い か

下の「学
がくし

士」の学
がくい

位が与
あた

えられます。

学
がくい

位

学
がくし

士（アジア太
たいへいよう

平洋学
がく

）

学
がくしゅう

修分
ぶん や

野

アジア太
たいへいよう

平洋地
ちい き

域の多
たよう

様な文
ぶんか

化、歴
れきし

史、社
しゃかい

会、自
し ぜ ん

然環
かんきょう

境や歴
れき し

史情
じょうせい

勢などに関
かん

する基
き そ

礎知
ちし き

識や言
げん ご

語運
うんよう

用能
のうりょく

力を核
かく

として、
アジア太

たいへいよう

平洋地
ちい き

域の諸
しょもんだい

問題に関
かん

する専
せんもんせい

門性や総
そうごうてき

合的な問
もんだい

題解
かいけつ

決能
のうりょく

力を形
けいせい

成するため、下
か き

記の 4つの学
がくしゅう

修分
ぶん や

野を設
せっ ち

置
しています。
アジア太

たいへいよう

平洋学
がく ぶ

部の卒
そつぎょう

業要
ようけん

件の一
いち ぶ

部として、次
じ

ページの学
がくしゅう

修分
ぶ ん や

野から自
じぶ ん

分の希
きぼ う

望する分
ぶん や

野 1つを登
とうろく

録し、当
とうがい

該学
がくしゅう

修
分
ぶん や

野の必
ひっしゅうかもく

修科目（共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
かも く

目）を 2単
たん い

位以
いじょう

上、および当
とうがい

該学
がくしゅう

修分
ぶん や

野の専
せんもん

門教
きょういく

育科
かも く

目を 28単
たん い

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得すること
が定

さだ

められています。登
とうろく

録した学
がくしゅう

修分
ぶん や

野の名
めいしょう

称は学
がく い

位記
き

に記
きさ い

載されます。学
がくしゅう

修分
ぶん や

野の登
とうろく

録は Campusmateを通
つう

じて
行
おこな

います。なお、登
とうろく

録できる学
がくしゅう

修分
ぶん や

野は 1つのみです。
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APS 学
がくしゅう

修分
ぶん や

野

環
かんきょう

境・開
かいはつ

発 Environment and Development

観
かんこうがく

光学 Hospitality and Tourism

国
こくさいかんけい

際関係 International Relations and Peace Studies

文
ぶんか

化・社
しゃかい

会・メディア Culture, Society and Media

●卒
そつぎょう

業要
ようけん

件コードの確
かくにん

認方
ほうほう

法（APS：2017年
ねんど

度カリキュラム）

以
い か

下のチャートで、自
じしん

身の卒
そつぎょう

業要
ようけん

件コードを確
かくにん

認することができます。

学
がくぶ

部 アジア太
たいへいよう

平洋学
がく ぶ

部（APS）

↓ ↓ ↓
入
にゅうがく

学基
きじゅん

準言
げん ご

語 日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準（J） 英
えいご

語基
きじゅん

準（E）

↓ ↓
英
えいご

語の履
りしゅう

修トラック※ スタンダードトラック（ST） アドバンストトラック （AT）

↓ ↓

卒
そつぎょう

業要
ようけん

件コード
APS17JST

（APS 2017 年
ねんど

度カリキュラム
日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準スタンダードトラック）

APS17JAT
（APS 2017 年

ねんど

度カリキュラム
日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準アドバンストトラック）

APS17E
（APS 2017 年

ねんど

度カリキュラム
英
えいご

語基
きじゅん

準）

※ 日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準学
がくせい

生の英
えい ご

語科
かも く

目の履
りしゅう

修は、入
にゅうがくじ

学時のプレイスメントテストの結
けっか

果により、履
りしゅう

修トラックと履
りしゅう

修開
かい し

始レベル
が決
けってい

定されます。

履
りしゅう

修トラック 履
りしゅう

修開
かい し

始レベル

スタンダードトラック 「英
えいご

語初
しょきゅう

級 A・B」～「英
えいごじゅんじょうきゅう

語準上級 A・B」のいずれか

アドバンストトラック
「英

えい ご

語上
じょうきゅう

級 1A ・1B」か「英
えい ご

語上
じょうきゅう

級 2A・2B」もしくは英
えい ご か も く

語科目の履
りしゅう

修が免
めんじょ

除
された場

ばあい

合

●卒
そつぎょう

業要
ようけん

件（APS：2017年
ねんど

度カリキュラム）

アジア太
たいへいよう

平洋学
がく ぶ

部（APS）を卒
そつぎょう

業するためには、下
かひょう

表の自
じし ん

身の卒
そつぎょう

業要
ようけん

件コードの列
れつ

に○が付
ふ

されている要
ようけん

件を全
すべ

て満
み

た
す必
ひつよう

要があります。

No. 卒
そつぎょう

業要
ようけん

件
アジア太

たいへいよう

平洋学
がく ぶ

部（APS）
APS17JST APS17JAT APS17E

1 少
すく

なくとも 4年
ねんかん

間在
ざいがく

学していること ○ ○ ○

2 合
ごうけい

計 124単
たんい

位以
いじょう

上を修
しゅうとく

得していること ○ ○ ○

3 必
ひっしゅう

修言
げん ご

語科
かも く

目の単
たん い

位を全
すべ

て修
しゅうとく

得していること
（もしくは履

りしゅう

修免
めんじょ

除されていること）
○ ○ ○

4 各
かくかもく

科目分
ぶん や

野の必
ひつよう

要単
たん い

位数
すう

を修
しゅうとく

得していること（※ 1） ○ ○ ○

5 英
えいご

語開
かいこう

講科
かも く

目を 20単
たんい

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得していること（※ 2）

（日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準国
こくない

内学
がくせい

生のみ）
○ ○ －

6 4つの学
がくしゅう

修分
ぶん や

野のうち、何
いず

れか一
ひと

つの分
ぶんや

野を登
とうろく

録していること ○ ○ ○

7 自
じし ん

身が選
せんたく

択した学
がくしゅう

修分
ぶん や

野の必
ひっしゅうかもく

修科目（共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
かも く

目）を 2単
たん い

位
以
いじょう

上修
しゅうとく

得していること
○ ○ ○

8 自
じしん

身が選
せんたく

択した学
がくしゅう

修分
ぶん や

野の専
せんもん

門教
きょういく

育科
かも く

目を 28単
たんい

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得して
いること

○ ○ ○
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APS17JST

科
かもく

目分
ぶん や

野 必
ひつよう

要単
たんいすう

位数 合
ごうけい

計

共
きょうつう

通教
きょういく

育科
かも く

目

英
えい ご

語 24単
たんい

位

124単
たんい

位以
いじょう

上

共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
かも く

目 16単
たんい

位

言
げん ご

語教
きょういく

育科
かも く

目および共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
かも く

目  0単
たんい

位

APS専
せんもん

門教
きょういく

育科
かも く

目 62単
たんい

位

他
た

学
がく ぶ

部科
かも く

目  0単
たんい

位

要
よう

卒
そつ

集
しゅうけい

計外
がい

科
かも く

目  0単
たんい

位

APS17JAT

科
かもく

目分
ぶん や

野 必
ひつよう

要単
たんいすう

位数 合
ごうけい

計

共
きょうつう

通教
きょういく

育科
かも く

目

英
えい ご

語 12単
たんい

位

124単
たんい

位以
いじょう

上

共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
かも く

目 16単
たんい

位

言
げん ご

語教
きょういく

育科
かも く

目および共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
かも く

目 12単
たんい

位

APS専
せんもん

門教
きょういく

育科
かも く

目 62単
たんい

位

他
た

学
がく ぶ

部科
かも く

目  0単
たんい

位

要
よう

卒
そつ

集
しゅうけい

計外
がい

科
かも く

目  0単
たんい

位

APS17E

科
かもく

目分
ぶん や

野 必
ひつよう

要単
たんいすう

位数 合
ごうけい

計

共
きょうつう

通教
きょういく

育科
かも く

目

日
に ほ ん ご

本語 16単
たんい

位

124単
たんい

位以
いじょう

上

共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
かも く

目 16単
たんい

位

言
げん ご

語教
きょういく

育科
かも く

目および共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
かも く

目  8単
たんい

位

APS専
せんもん

門教
きょういく

育科
かも く

目 62単
たんい

位

他
た

学
がく ぶ

部科
かも く

目  0単
たんい

位

要
よう

卒
そつ

集
しゅうけい

計外
がい

科
かも く

目  0単
たんい

位

（※ 1）各
かくかもく

科目分
ぶん や

野で卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
たん い

位
（※ 2）   日

に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準国
こくない

内学
がくせい

生は、英
えい ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
かも く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
かも く

目（自
じが く

学部
ぶ

および他
た

学
がく ぶ

部科
かも く

目）を
20単

たんい

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得することが必
ひつよう

要です。言
げんご

語教
きょういく

育科
かも く

目や両
りょう

言
げん ご

語開
かいこう

講科
かも く

目（E/J）は、英
えいご

語開
かいこう

講科
かも く

目として認
みと

められ
ません。

　　   なお、日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準国
こくさい

際学
がくせい

生はこの英
えいご

語開
かいこう

講科
かも く

目 20単
たんい

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得の要
ようけん

件を満
み

たす必
ひつよう

要はありません。
　　     日

に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準学
がくせい

生は国
こくない

内学
がくせい

生も国
こくさい

際学
がくせい

生もともに、英
えいご

語開
かいこう

講科
かも く

目を履
りしゅう

修するためには「英
えいご

語中
ちゅうきゅう

級 A・B」の単
たんい

位修
しゅうとく

得（も
しくは履

りしゅう

修免
めんじょ

除されていること）が必
ひつよう

要です。ただし、スタンダードトラックの日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準国
こくない

内学
がくせい

生のみが受
じゅこう

講
できる「APSブリッジプログラム」については、英

えい ご

語開
かいこう

講科
かも く

目ですが、「英
えいごじゅんちゅうきゅう

語準中級 A・ B」修
しゅうとく

得後
ご

から履
りしゅう

修
可
かの う

能です。
　　     「APSブリッジプログラム」は「英

えいごじゅんちゅうきゅう

語準中級 A・ B」修
しゅうとく

得後
ご

から「英
えいごじゅんじょうきゅう

語準上級 A・ B」を修
しゅうとく

得するまでのセメスター
で履
りしゅう

修科
かも く

目登
とうろく

録をすることができます。一
いちど

度修
しゅうとく

得すると、再
さいど

度履
りしゅう

修科
かも く

目登
とうろく

録をすることはできません。
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2017 年
ねんど

度カリキュラム図
ず

 APS
100（1回生）

共　

通　

教　

育　

科　

目

言　

語　

教　

育　

科　

目

英語  スタンダードトラック 英語初級 A  4
英語初級 B  2
英語準中級 A  4
英語準中級 B 2

英語  アドバンストトラック 英語上級 1A 4
英語上級 1B 2
英語上級 2A 4
英語上級 2B 2

日本語 日本語初級Ⅰ 4
日本語初級Ⅱ 4
日本語初級Ⅲ 4
日本語中級 4

AP言語 中国語Ⅰ 4
韓国語Ⅰ 4
マレー語 ･インドネシア語Ⅰ 4
スペイン語Ⅰ 4

タイ語Ⅰ 4
ベトナム語Ⅰ  4

特定講義
海外集中言語研修 2
アジア太平洋言語入門 2

特殊講義（言語教育科目） 2

共　

通　

教　

養　

科　

目

APU リテラシー
スタディスキル・アカデミックライティング 2
多文化協働ワークショップ 2
平和・ヒューマニティ・民主主義 2
異文化間コミュニケーション入門 2

異文化フィールドワークⅠ 2
異文化フィールドワークⅡ 2
多文化比較論 2
ピアリーダートレーニング入門 2

ピアリーダートレーニングⅠ  2
海外学習デザイン  2
APSブリッジプログラム  2

世界市民基盤

アジア太平洋学系 アジア太平洋の言語 2
アジア太平洋の宗教 2

アジア太平洋の地理 2
アジア太平洋の文化と社会 2

アジア太平洋の歴史 2
アジア太平洋の経済 2

日本学系 日本の地理 2
日本の文化と社会 2

日本の歴史 2
日本の経済 2

日本国憲法 2
特殊講義（日本学） 2

基礎系 法学 2 心理学 2 生命倫理 2

学部専攻入門系
文化・社会学入門 ● （CSM） 2
メディア入門 ● （CSM） 2
国際関係論入門 ● （IRP） 2

政治学入門 2
開発学入門 ● （ED） 2
環境学入門 ● （ED） 2

観光学入門 ● （HT） 2
経済学入門 2

社会ニーズ対応
基礎スキル系 統計学 2

ネゴシエーションスキル 2
ロジカルシンキングとフレームワーク 2
キャリア・デザインⅠ 2

特殊講義（共通教養科目） 2

ICT系 インターネット入門 2
コンピューターリテラシー 2

プログラミング 2

Ａ
Ｐ
Ｓ
専
門
教
育
科
目

コア科目 （*1） APS入門 2 地域研究入門 2

環境・開発（ED）

観光学（HT）

国際関係（IRP）

文化・社会・メディア（CSM）

APS 共通 A （*1）
APS 共通 B （*2）

演習 （*2）
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● 各
かくがくしゅうぶんや

学修分野の必
ひっしゅうかもく

修科目
*1   「コア科

かもく

目」 または 「APS 共
きょうつう

通 A」 に配
はいち

置された科
かもく

目を履
りしゅう

修して修
しゅうとく

得した単
たんい

位はいずれの学
がくしゅうぶんや

修分野にも集
しゅうけい

計されません。
*2   「APS 共

きょうつう

通 B」 または 「演
えんしゅう

習」 に配
はいち

置された科
かもく

目を履
りしゅう

修して修
しゅうとく

得した単
たんい

位は、 全
すべ

ての学
がくしゅうぶんや

修分野に集
しゅうけい

計されます。

200（2回生） 300（3回生） 400（4回生）
英語中級 A 4
英語中級 B 2
英語準上級 A 4
英語準上級 B 2

英語ビジネス・ライティング 2
英語ビジネス・プレゼンテーション 2
英語ディスカッションとディベート 2
英語プロジェクト 1 2

ジャーナリズムのための英語 2

ビジネス英語 1 2
ビジネス英語 2 2
英語多読 2

メディアのなかの英語 2 英語プロジェクト 2 2

日本語中上級 4
日本語上級 4
日本語プロジェクト A 2
日本語プロジェクト B 2
日本語プロジェクト C 2

日本語プロジェクト D 2
日本語プロジェクト E 2
日本語プロジェクト F 2
講義の日本語 2
日本語・日本文化  2
日本語・日本社会 2

キャリア日本語 4
日本語ビジネスコミュニケーション A 2
日本語ビジネスコミュニケーション B 2

中国語Ⅱ・Ⅲ 4･4
韓国語Ⅱ・Ⅲ 4･4
マレー語 ･インドネシア語Ⅱ・Ⅲ 4･4
スペイン語Ⅱ・Ⅲ 4･4

タイ語Ⅱ・Ⅲ 4･4
ベトナム語Ⅱ・Ⅲ 4･4

中国語Ⅳ 4
韓国語Ⅳ 4
マレー語 ･インドネシア語Ⅳ 2
スペイン語Ⅳ 2

タイ語Ⅳ 2
ベトナム語Ⅳ 2

日本語教育のための日本語学 2
日本語教授法 2
国連公用語概論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 2･2･2

TESOL 2
英語検定試験対策講座Ⅰ 2 
英語検定試験対策講座Ⅱ 2
英語検定試験対策講座Ⅲ 2

ピアリーダートレーニングⅡＡ 2
ピアリーダートレーニングⅡ B 2

茶道 2
華道 2

日本の伝統芸能 2

環境科学 2 ウェルネス 2

メディア制作ラボ 2
ボランティア研究 2

インターンシップ 2
キャリア・デザインⅡ 2

キャリア・デザインⅢ 2
キャリア・デザインⅣ 2

データマイニング 2
GIS入門 2

インターネット技術統合 2 データベースシステム 2
特殊講義（ICT） 2

生物多様性 2
地球環境問題  2
環境と社会 2
都市環境と開発 2
エコ・ツーリズム論  2
コミュニティ・ベース・ツーリズム 2
基礎演習（環境・開発） 2

開発社会学・人類学 2
国際協力論  2
開発政治論  2
紛争と開発  2
環境・開発  フィールド・スタディ 2

産業生態学  2
環境モデリング 2
GISとリモートセンシング 2
資源マネジメント 2
環境コミュニケーション 2
環境経済学  2
環境政策 2
開発政策 2

開発経済学 2
コミュニティー開発論 2
開発のプロジェクト・マネジメント  2
国際経済学  2
国際機構論  2
NPO/NGO研究 2
環境・開発  特殊講義  2

観光社会学 2
旅行産業論 2
遺産観光論 2
観光文化論と観光史 2
エコ・ツーリズム論 2
文化人類学 2
基礎演習（観光学） 2

コミュニティ・ベース・ツーリズム 2
ホスピタリティ・マーケティング 2
ホスピタリティ・マネジメント 2
イベントマネジメント 2
観光学　フィールド・スタディ 2

観光経済学 2
MICE産業論 2
農業遺産とツーリズム 2
観光・ホスピタリティと法 2
健康とウェルネスツーリズム 2
観光とソーシャルメディア 2
観光地マーケティングとマネジメント 2

観光開発と計画 2
リゾート開発 2
開発のプロジェクト・マネジメント 2
オペレーションズ・リサーチ 2
組織行動論（上級） 2
人材マネジメント（上級） 2
観光学　特殊講義 2

国際関係理論 2
国際協力論 2
人権論 2
政治理論 2
開発政治論 2
アジア太平洋の比較政治経済 2
国際政治史 2
基礎演習（国際関係） 2

国際法 2
国際問題と政策 2
紛争と開発  2
平和学 2
グローバル化と地域主義 2
国際関係  フィールド・スタディ 2

アジア太平洋における国際関係 2
国際機構論 2
開発政策 2
アジア太平洋地域システム論 2
国際政治経済学 2
アイデンティティと政治 2
メディアと政治 2
エスニシティと国民国家 2

冷戦後の紛争と地政学 2
グローバルメディアと紛争 2
暴力とテロリズム 2
グローバリゼーションと規範 2
国際紛争解決 2
日本の対外関係史 2
日本の外交政策 2
戦略分析と意思決定 2
国際関係　特殊講義 2

社会理論 2
社会心理学 2
社会階層論 2
国際社会学 2
文化人類学 2
グローバル・ヒストリー 2
グローバル化と地域主義 2
基礎演習（文化・社会・メディア） 2

カルチュラルスタディーズ 2
メディアと文化  2
メディアと法 2
ニューメディアと社会  2
人文学と近代 2
言語と社会  2
文化・社会・メディア フィールド・スタディ 2

多文化社会論 2
組織社会学  2
教育と社会  2
エスニシティと国民国家 2
メディアと歴史 2
メディアと政治 2
グローバルメディアと紛争 2

ジェンダー研究 2
宗教と信仰 2
アイデンティティと政治 2
グローバリゼーションと規範 2
日本の対外関係史 2
NPO/NGO研究 2
文化・社会・メディア　特殊講義 2

特殊講義（専門教育科目） 2 APSフィールド・スタディ 2
地域研究 2 プロジェクト研究 2

調査研究入門 2 専門演習Ⅰ 2 専門演習Ⅱ 2 卒業研究Ⅰ 2
卒業研究Ⅱ 4
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（2）国
こくさいけいえいがくぶ

際経営学部（APM）

学
がくい

位

国
こくさいけいえいがくぶ

際経営学部（APM）の卒
そつぎょう

業要
ようけん

件を満
み

たした学
がくせい

生には、以
い か

下の「学
がくし

士」の学
がくい

位が与
あた

えられます。

学
がくい

位

学
がく し

士（経
けいえい

営学
がく

）

学
がくしゅう

修分
ぶん や

野

多
たよう

様な社
しゃかい

会、文
ぶん か

化、伝
でんとう

統への深
ふか

い理
りか い

解および経
けいえいがく

営学に関
かん

する知
ちしき

識をもち、グローバル化
か

するビジネス社
しゃかい

会の中
なか

で様
さまざま

々
な背

はいけい

景をもった人
ひとびと

々とコミュニケーションをとりながら経
けいえい

営問
もんだい

題を発
はっけん

見し解
かいけつ

決できる能
のうりょく

力、高
たか

い職
しょくぎょう

業倫
り ん り

理を備
そな

えた
人
じんざい

材を育
いくせい

成するため、下
か き

記の 4つの学
がくしゅう

修分
ぶん や

野を設
せっ ち

置しています。
各
かく

学
がくしゅう

修分
ぶん や

野に配
はい ち

置された科
かも く

目から 12単
たん い

位以
いじょう

上（演
えんしゅう

習科
かも く

目は 4単
たん い

位まで含
ふく

めることができます）修
しゅうとく

得した場
ばあ い

合、履
りしゅう

修
した当

とうがい

該分
ぶん や

野の名
めいしょう

称が学
がく い

位記
き

へ記
きさ い

載されます。ただし、学
がく い

位記
き

へ記
きさ い

載するためには、Campusmateから自
じぶ ん

分の希
きぼ う

望
する学

がくしゅう

修分
ぶん や

野を申
しんせい

請する必
ひつよう

要があります。なお、申
しんせい

請できる学
がくしゅう

修分
ぶん や

野は 1つのみです。

APM 学
がくしゅう

修分
ぶん や

野

会
かいけい

計 ・ ファイナンス Accounting and Finance

マーケティング Marketing

経
けいえいせんりゃく

営戦略と組
そしき

織 Strategic Management and Organization

イノベーション ・ 経
けいざいがく

済学 Innovation and Economics
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●卒
そつぎょう

業要
ようけん

件コードの確
かくにん

認方
ほうほう

法（APM：2017年
ねんど

度カリキュラム）

以
い か

下のチャートで、自
じしん

身の卒
そつぎょう

業要
ようけん

件コードを確
かくにん

認することができます。

学
がくぶ

部 国
こくさいけいえいがくぶ

際経営学部（APM）

↓ ↓ ↓
入
にゅうがく

学基
きじゅん

準言
げん ご

語 日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準（J） 英
えいご

語基
きじゅん

準（E）

↓ ↓
英
えいご

語の履
りしゅう

修トラック※ スタンダードトラック（ST） アドバンストトラック （AT）

↓ ↓

卒
そつぎょう

業要
ようけん

件コード
APM17JST

（APM 2017 年
ねんど

度カリキュラム
日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準スタンダードトラック）

APM17JAT
（APM 2017 年

ねんど

度カリキュラム
日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準アドバンストトラック）

APM17E
（APM 2017 年

ねんど

度カリキュラム
英
えいご

語基
きじゅん

準）

※ 日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準学
がくせい

生の英
えい ご

語科
かも く

目の履
りしゅう

修は、入
にゅうがくじ

学時のプレイスメントテストの結
けっか

果により、履
りしゅう

修トラックと履
りしゅう

修開
かい し

始レベル
が決
けってい

定されます。

履
りしゅう

修トラック 履
りしゅう

修開
かい し

始レベル

スタンダードトラック 「英
えいご

語初
しょきゅう

級 A・B」～「英
えいごじゅんじょうきゅう

語準上級 A・B」のいずれか

アドバンストトラック
「英

えい ご

語上
じょうきゅう

級 1A ・1B」か「英
えい ご

語上
じょうきゅう

級 2A・2B」もしくは英
えい ご か も く

語科目の履
りしゅう

修が免
めんじょ

除

された場
ばあい

合

●卒
そつぎょう

業要
ようけん

件（APM：2017年
ねんど

度カリキュラム）

国
こくさいけいえいがくぶ

際経営学部（APM）を卒
そつぎょう

業するためには、下
かひょう

表の自
じし ん

身の卒
そつぎょう

業要
ようけん

件コードの列
れつ

に○が付
ふ

されている要
ようけん

件を全
すべ

て満
み

たす
必
ひつよう

要があります。

No. 卒
そつぎょう

業要
ようけん

件
国
こくさいけいえいがくぶ

際経営学部（APM）
APM17JST APM17JAT APM17E

1 少
すく

なくとも 4年
ねんかん

間在
ざいがく

学していること ○ ○ ○

2 合
ごうけい

計 124単
たんい

位以
いじょう

上を修
しゅうとく

得していること ○ ○ ○

3 必
ひっしゅう

修言
げん ご

語科
かも く

目の単
たん い

位を全
すべ

て修
しゅうとく

得していること
（もしくは履

りしゅう

修免
めんじょ

除されていること）
○ ○ ○

4 各
かくかもく

科目分
ぶん や

野の必
ひつよう

要単
たんいすう

位数を修
しゅうとく

得していること（※ 1） ○ ○ ○

5 英
えいご

語開
かいこう

講科
かも く

目を 20単
たんい

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得していること（※ 2）

（日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準国
こくない

内学
がくせい

生のみ）
○ ○ －

6 APM必
ひっしゅうかもく

修科目を全
すべ

て修
しゅうとく

得していること ○ ○ ○

7 APM必
ひっしゅうかもく

修科目（数
すうがく

学）を少
すく

なくとも 2単
たんい

位修
しゅうとく

得していること ○ ○ ○
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（※ 1）　各
かくかもく

科目分
ぶん や

野で卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
たん い

位

APM17JST

科
かもく

目分
ぶん や

野 必
ひつよう

要単
たんいすう

位数 合
ごうけい

計

共
きょうつう

通教
きょういく

育科
かも く

目

英
えい ご

語科
かも く

目 24単
たんい

位

124単
たんい

位以
いじょう

上

共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
かも く

目 16単
たんい

位

言
げん ご

語教
きょういく

育科
かも く

目および共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
かも く

目  0単
たんい

位

APM専
せんもん

門教
きょういく

育科
かも く

目
必
ひっしゅう

修専
せんもん

門教
きょういく

育科
かも く

目 20単
たんい

位

専
せんもん

門教
きょういく

育科
かも く

目 42単
たんい

位

他
た

学
がく ぶ

部科
かも く

目  0単
たんい

位

要
よう

卒
そつ

集
しゅうけい

計外
がい

科
かも く

目  0単
たんい

位

APM17JAT

科
かもく

目分
ぶん や

野 必
ひつよう

要単
たんいすう

位数 合
ごうけい

計

共
きょうつう

通教
きょういく

育科
かも く

目

英
えい ご

語科
かも く

目 12単
たんい

位

124単
たんい

位以
いじょう

上

共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
かも く

目 16単
たんい

位

言
げん ご

語教
きょういく

育科
かも く

目および共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
かも く

目 12単
たんい

位

APM専
せんもん

門教
きょういく

育科
かも く

目
必
ひっしゅう

修専
せんもん

門教
きょういく

育科
かも く

目 20単
たんい

位

専
せんもん

門教
きょういく

育科
かも く

目 42単
たんい

位

他
た

学
がく ぶ

部科
かも く

目  0単
たんい

位

要
よう

卒
そつ

集
しゅうけい

計外
がい

科
かも く

目  0単
たんい

位

APM17E

科
かもく

目分
ぶん や

野 必
ひつよう

要単
たんいすう

位数 合
ごうけい

計

共
きょうつう

通教
きょういく

育科
かも く

目

日
に ほ ん ご

本語科
かも く

目 16単
たんい

位

124単
たんい

位以
いじょう

上

共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
かも く

目 16単
たんい

位

言
げん ご

語教
きょういく

育科
かも く

目および共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
かも く

目  8単
たんい

位

APM専
せんもん

門教
きょういく

育科
かも く

目
必
ひっしゅう

修専
せんもん

門教
きょういく

育科
かも く

目 20単
たんい

位

専
せんもん

門教
きょういく

育科
かも く

目 42単
たんい

位

他
た

学
がく ぶ

部科
かも く

目  0単
たんい

位

要
よう

卒
そつ

集
しゅうけい

計外
がい

科
かも く

目  0単
たんい

位

（※ 2）   日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準国
こくない

内学
がくせい

生は、英
えい ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
かも く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
かも く

目（自
じが く

学部
ぶ

および他
た

学
がく ぶ

部科
かも く

目）を
20単

たんい

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得することが必
ひつよう

要です。言
げんご

語教
きょういく

育科
かも く

目や両
りょう

言
げん ご

語開
かいこう

講科
かも く

目（E/J）は、英
えいご

語開
かいこう

講科
かも く

目として認
みと

められ
ません。

　　   なお、日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準国
こくさい

際学
がくせい

生はこの英
えいご

語開
かいこう

講科
かも く

目 20単
たんい

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得の要
ようけん

件を満
み

たす必
ひつよう

要はありません。
　　     日

に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準学
がくせい

生は国
こくない

内学
がくせい

生、国
こくさい

際学
がくせい

生もともに、英
えいご

語開
かいこう

講科
かもく

目を履
りしゅう

修するためには「英
えいご

語中
ちゅうきゅう

級 A・B」の単
たんい

位修
しゅうとく

得（も
しくは履

りしゅう

修免
めんじょ

除されていること）が必
ひつよう

要です。ただし、スタンダードトラックの日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準国
こくない

内学
がくせい

生のみが受
じゅこう

講
できる「APMブリッジプログラム」については、英

えいご

語開
かいこう

講科
かもく

目ですが、「英
えいごじゅんちゅうきゅう

語準中級 A・ B」修
しゅうとく

得後
ご

から履
りしゅう

修可
かのう

能
です。

　　     「APMブリッジプログラム」は「英
えいごじゅんちゅうきゅう

語準中級 A・ B」修
しゅうとく

得後
ご

から「英
えいごじゅんじょうきゅう

語準上級 A・ B」を修
しゅうとく

得するまでのセメスター
で履
りしゅう

修科
かも く

目登
とうろく

録をすることができます。一
いちど

度修
しゅうとく

得すると、再
さいど

度履
りしゅう

修科
かも く

目登
とうろく

録をすることはできません。
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2017 年
ねんど

度カリキュラム図
ず

 APM
100（1回生）

共　

通　

教　

育　

科　

目

言　

語　

教　

育　

科　

目

英語  スタンダードトラック 英語初級 A  4
英語初級 B  2
英語準中級 A  4
英語準中級 B 2

英語  アドバンストトラック 英語上級 1A 4
英語上級 1B 2
英語上級 2A 4
英語上級 2B 2

日本語 日本語初級Ⅰ 4
日本語初級Ⅱ 4
日本語初級Ⅲ 4
日本語中級 4

AP言語 中国語Ⅰ 4
韓国語Ⅰ 4
マレー語 ･インドネシア語Ⅰ 4
スペイン語Ⅰ 4

タイ語Ⅰ 4
ベトナム語Ⅰ  4

特定講義
海外集中言語研修 2
アジア太平洋言語入門 2

特殊講義（言語教育科目） 2

共　

通　

教　

養　

科　

目

APU リテラシー

スタディスキル・アカデミックライティング 2
多文化協働ワークショップ 2
平和・ヒューマニティ・民主主義 2
異文化間コミュニケーション入門 2

異文化フィールドワークⅠ 2
異文化フィールドワークⅡ 2
多文化比較論 2
ピアリーダートレーニング入門 2

ピアリーダートレーニングⅠ  2
海外学習デザイン  2
APMブリッジプログラム  2

世界市民基盤

アジア太平洋学系
アジア太平洋の言語 2
アジア太平洋の宗教 2

アジア太平洋の地理 2
アジア太平洋の文化と社会 2

アジア太平洋の歴史 2
アジア太平洋の経済 2

日本学系
日本の地理 2
日本の文化と社会 2

日本の歴史 2
日本の経済 2

日本国憲法 2
特殊講義（日本学） 2

基礎系 法学 2 心理学 2 生命倫理 2

学部専攻入門系
文化・社会学入門 2
メディア入門  2
国際関係論入門 2

政治学入門 2
開発学入門  2
環境学入門  2

観光学入門 2
経済学入門 ★ 2

社会ニーズ対応
基礎スキル系

統計学 ★ 2
ネゴシエーションスキル 2

ロジカルシンキングとフレームワーク 2
キャリア・デザインⅠ 2

特殊講義（共通教養科目） 2

ICT系
インターネット入門 2
コンピューターリテラシー 2

プログラミング 2

Ａ
Ｐ
Ｍ
専
門
教
育
科
目

必修科目 （*1）
経営学入門 ★ 2
基礎数学 ☆ 2
会計学Ⅰ ★ 2

マーケティング入門 ★ 2

会計・ファイナンス（AF）

マーケティング（M）

経営戦略と組織（SMO）

イノベーション・経済学（IE）

APM共通  （*1）

演習 （*2）
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★必
ひっしゅうかもく

修科目
☆必
ひっしゅうかもく

修科目（数
すうがく

学）
*1   「必

ひっしゅう

修科
かもく

目」 または 「APM 共
きょうつう

通 」 に配
はいち

置された科
かもく

目を履
りしゅう

修して修
しゅうとく

得した単
たんい

位はいずれの学
がくしゅうぶんや

修分野にも集
しゅうけい

計されません。
*2   「演

えんしゅう

習」 に配
はいち

置された科
かもく

目を履
りしゅう

修して修
しゅうとく

得した単
たんい

位は、 全
すべ

ての学
がくしゅうぶんや

修分野に集
しゅうけい

計されます。

200（2回生） 300（3回生） 400（4回生）
英語中級 A 4
英語中級 B 2
英語準上級 A 4
英語準上級 B 2

英語ビジネス・ライティング 2
英語ビジネス・プレゼンテーション 2
英語ディスカッションとディベート 2
英語プロジェクト 1 2

ジャーナリズムのための英語 2

ビジネス英語 1 2
ビジネス英語 2 2
英語多読 2

メディアのなかの英語 2 英語プロジェクト 2 2

日本語中上級 4
日本語上級 4
日本語プロジェクト A 2
日本語プロジェクト B 2
日本語プロジェクト C 2

日本語プロジェクト D 2
日本語プロジェクト E 2
日本語プロジェクト F 2
講義の日本語 2
日本語・日本文化  2
日本語・日本社会 2

キャリア日本語 4
日本語ビジネスコミュニケーション A 2
日本語ビジネスコミュニケーション B 2

中国語Ⅱ・Ⅲ 4･4
韓国語Ⅱ・Ⅲ 4･4
マレー語 ･インドネシア語Ⅱ・Ⅲ 4･4
スペイン語Ⅱ・Ⅲ 4･4

タイ語Ⅱ・Ⅲ 4･4
ベトナム語Ⅱ・Ⅲ 4･4

中国語Ⅳ 4
韓国語Ⅳ 4
マレー語 ･インドネシア語Ⅳ 2
スペイン語Ⅳ 2

タイ語Ⅳ 2
ベトナム語Ⅳ 2

日本語教育のための日本語学 2
日本語教授法 2
国連公用語概論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 2･2･2

TESOL 2
英語検定試験対策講座Ⅰ 2 
英語検定試験対策講座Ⅱ 2
英語検定試験対策講座Ⅲ 2

ピアリーダートレーニングⅡＡ 2
ピアリーダートレーニングⅡ B 2

茶道 2
華道 2

日本の伝統芸能 2

環境科学 2 ウェルネス 2

メディア制作ラボ 2
ボランティア研究 2

インターンシップ 2
キャリア・デザインⅡ 2

キャリア・デザインⅢ 2
キャリア・デザインⅣ 2

データマイニング 2
GIS入門 2

インターネット技術統合 2 データベースシステム 2
特殊講義（ICT） 2

上級数学 ☆  2
金融論 ★  2
人材と組織行動のマネジメント ★ 2

生産管理論 ★ 2
ビジネス法務戦略 ★ 2

ビジネスエシックス ★ 2 グローバル 2
マネジメント
（Capstone） ★

会計学Ⅱ 2
財務会計論Ⅰ 2
財務会計論Ⅱ 2

原価会計  2
コーポレート・ファイナンス 2

管理会計論 2
上級会計 2
国際会計 2
監査 2
会計  特殊講義 2

金融市場と金融制度  2
国際金融論 2
投資・証券分析  2
投資戦略 2
ファイナンス  特殊講義 2

Eコマース 2
マーケティング・リサーチ 2
ブランドマネジメント 2

消費者行動論  2
販売・プロモーションマネジメント 2
サプライ・チェーン・マネジメント 2

国際物流論 2
国際マーケティング論 2
サービスマネジメント 2

製品開発論 2
マーケティング  特殊講義  2

ブランドマネジメント 2
アントレプレナーシップ 2

経営戦略論 2
サプライ・チェーン・マネジメント 2

サービスマネジメント 2
国際取引 2
ファミリービジネス 2
国際物流論 2

組織行動論（上級）  2
人材マネジメント（上級） 2
経営戦略と組織  特殊講義  2

マクロ経済学 2
ミクロ経済学 2

アントレプレナーシップ 2 製品開発論  2
技術経営 2
オペレーションズ・リサーチ 2
イノベーション  特殊講義 2

アジア経済論  2
国際経済学 2
国際政治経済学 2
開発経済学 2
経済学   特殊講義 2

ソーシャルアントレプレナーシップ 2
ビジネスデータ分析 2

APMフィールド・スタディ 2
特殊講義（専門教育科目） 2

ビジネスケース分析 ･コミュニケーション 2
経営情報システム 2

ビジネスインターンシップ 2
プロジェクト研究 2

専門演習Ⅰ 2 専門演習Ⅱ 2
卒業研究 2
卒業論文 4
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言
げんごきょういく

語教育（アジア太
たいへいよう

平洋学
がく ぶ

部・国
こくさい

際経
けいえい

営学
がく ぶ

部）

APUに入
にゅうがく

学した学
がくせい

生は、入
にゅうがく

学基
きじゅん

準言
げん ご

語と反
はんたい

対の言
げん ご

語（日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準学
がくせい

生は英
えい ご

語、英
えい ご

語基
きじゅん

準学
がくせい

生は日
に ほ ん ご

本語）を履
りしゅう

修する
必
ひつよう

要があります。履
りしゅう

修開
かい し

始レベルは、新
しん

入
にゅうがくじ

学時のプレイスメントテストによって決
けってい

定されます。卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な言
げん ご

語
教
きょういく

育科
かも く

目（必
ひっしゅうかもく

修科目）の単
たんいすう

位数を修
しゅうとく

得するまでは、大
だいがく

学が自
じど う

動で履
りしゅう

修登
とうろく

録を行
おこな

います。必
ひっしゅうかもく

修科目の修
しゅうとく

得を終
お

えた後
あと

は、
希
きぼう

望に応
おう

じてさらに高
たか

いレベルの科
かもく

目を履
りしゅう

修することも可
かのう

能です。
言
げん ご

語教
きょういく

育科
かも く

目の履
りしゅう

修は APUでの重
じゅうよう

要な学
まな

びの 1つです。入
にゅうがくご

学後の新
しんにゅうせい

入生向
む

け開
かいこう

講前
まえ

手
てつづき

続セミナー期
きかんちゅう

間中に実
じっ し

施され
る言

げんご

語ガイダンスにて詳
しょうさい

細を説
せつめい

明しますので、必
かなら

ず参
さん か

加してください。

（1） 日
に ほ ん ご

本語科
かも く

目

科
かもく め い

目名（単
たんい す う

位数） 必
ひっしゅう

修・選
せんたく

択 登
とうろく

録

日
に ほ ん ご

本語初
しょきゅう

級  Ⅰ , Ⅱ , Ⅲ （4）x 3科
かもく

目 必
ひっしゅう

修 自
じどうとうろく

動登録

↓合
ごうかく

格・免
めんじょ

除

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級  （4） 必
ひっしゅう

修 自
じどうとうろく

動登録

↓合
ごうかく

格・免
めんじょ

除 ↓ 合
ごうかく

格・免
めんじょ

除

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅう

上
じょうきゅう

級  （4） 専
せんしゅうげんご

修言語

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級修
しゅうりょう

了かつ

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅう

上
じょうきゅう

級未
みしゅうりょう

修了

日
に ほ ん ご

本語プロジェクト C (2)

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級修
しゅうりょう

了かつ

日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級未
みしゅうりょう

修了

日
に ほ ん ご

本語プロジェクト A (2)

日
に ほ ん ご

本語プロジェクト B (2)

選
せんたく

択 学
がくせい

生が登
とうろく

録

↓合
ごうかく

格・免
めんじょ

除

日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級  （4）

↓ 合
ごうかく

格・免
めんじょ

除

専
せんしゅうげんご

修言語

キャリア日
に ほ ん ご

本語 （4） 日
に ほ ん ご

本語プロジェクト D （2）

日
にほんご

本語ビジネスコミュニケーションＡ （2） 日
に ほ ん ご

本語プロジェクト E （2）

日
にほんご

本語ビジネスコミュニケーションＢ （2） 日
に ほ ん ご

本語プロジェクト F （2）

日
に ほ ん ご

本語・日
にほん ぶ ん か

本文化（2） 講
こうぎ

義の日
に ほ ん ご

本語 （2）

日
に ほ ん ご

本語・日
にほんしゃかい

本社会（2）
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（2） 英
えいご

語科
かも く

目

英
えい ご

語スタンダードトラック

科
かもくめい

目名（単
たんいすう

位数） プレイスメントの目
めやす

安
 （TOEFL ITP® Test） 必

ひっしゅう

修 /選
せんたく

択 登
とうろく

録

英
えいご

語初
しょきゅう

級 A （4） 英
えいご

語初
しょきゅう

級 B （2） 310-419 必
ひっしゅう

修 自
じどうとうろく

動登録

英
えいご

語準
じゅんちゅうきゅう

中級 A （4） 英
えいご

語準
じゅんちゅうきゅう

中級 B （2） 420-459 必
ひっしゅう

修 自
じどうとうろく

動登録

英
えいご

語中
ちゅうきゅう

級 A （4） 英
えいご

語中
ちゅうきゅう

級 B （2） 460-479 必
ひっしゅう

修 自
じどうとうろく

動登録

英
えいご

語準
じゅんじょうきゅう

上級 A （4） 英
えいご

語準
じゅんじょうきゅう

上級 B （2） 480-499 必
ひっしゅう

修 自
じどうとうろく

動登録

専
せんしゅう

修

言
げん ご

語

英
えい ご

語ビジネス・ライティング （2）

選
せんたく

択 学
がくせい

生が登
とうろく

録

英
えい ご

語ビジネス・プレゼンテーション （2）

英
えいご

語プロジェクト 1 （2）

英
えいご

語ディスカッションとディベート （2）

ジャーナリズムのための英
えいご

語 （2）

英
えいご

語アドバンストトラック

科
かもくめい

目名（単
たんいすう

位数） プレイスメントの目
めやす

安
 （TOEFL® Test） 必

ひっしゅう

修 /選
せんたく

択 登
とうろく

録

英
えいご

語上
じょうきゅう

級  1 A （4） 英
えいご

語上
じょうきゅう

級  1 B （2） 500-524 必
ひっしゅう

修 自
じどうとうろく

動登録

英
えいご

語上
じょうきゅう

級  2 A （4） 英
えいご

語上
じょうきゅう

級  2 B （2） 525-550 必
ひっしゅう

修 自
じどうとうろく

動登録

専
せんしゅう

修

言
げん ご

語

ビジネス英
えいご

語 1 （2）

選
せんたく

択 学
がくせい

生が登
とうろく

録

ビジネス英
えいご

語 2 （2）

英
えいご

語多
たど く

読 （2）

英
えいご

語プロジェクト 2 （2）

メディアのなかの英
えいご

語 （2）

「英
えいご

語上
じょうきゅう

級 1 Ａ・1 Ｂ」の単
たんい

位修
しゅうとく

得後
ご

、アドバンストトラックの専
せんしゅう

修言
げん ご

語の履
りしゅう

修が可
かの う

能です。

●専
せんしゅう

修言
げん ご

語は、卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な英
えい ご

語を修
しゅうりょう

了した学
がくせい

生がさらに高
こうど

度な言
げ ん ご

語能
のうりょく

力の向
こうじょう

上を目
め ざ

指すために設
もう

けられています。

（3） アジア太
たいへいよう

平洋言
げん ご

語（AP言
げんご

語）
アジア太

たいへいよう

平洋言
げんご

語（AP言
げんご

語）として、中
ちゅうごくご

国語、韓
かんこくご

国語、マレー語
ご

・インドネシア語
ご

、スペイン語
ご

、タイ語
ご

、ベトナム語
ご

の 6言
げんご

語を開
かいこう

講しています。AP言
げんご

語を履
りしゅう

修するためには、下
か き

記の条
じょうけん

件を満
み

たす必
ひつよう

要があります。

●履
りしゅう

修条
じょうけん

件
・履
りしゅう

修を希
きぼ う

望する言
げんご

語が母
ぼ ご

語でないこと。
・ 日

に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準学
がくせい

生は、「英
えいご

語初
しょきゅう

級 A」「英
えいご

語初
しょきゅう

級 B」、英
えいご

語基
きじゅん

準学
がくせい

生は「日
に ほ ん ご

本語初
しょきゅう

級Ⅰ」「日
に ほ ん ご

本語初
しょきゅう

級Ⅱ」「日
に ほ ん ご

本語初
しょきゅう

級Ⅲ」
を単

たんい

位修
しゅうとく

得済
ず

み、もしくは履
りしゅう

修免
めんじょ

除済
ず

みであること。

－43－

B. APUでの学
がくしゅう

修・キャンパスライフについて

Ⅲ
.  授 じ

ゅ
ぎ
ょ
う

業
の
ま
え
に

Ⅳ
.  APU と

日 に
ほ
ん本で
の
生 せ
い
か
つ

活
Ⅰ
.  AP ハ

ウ
ス
に
つ
い
て

Ⅱ
.  APU で

の
学 が
く
し
ゅ
う

修



入
にゅうがくまえ

学前単
たん い

位認
にんてい

定について

APUでは多
たよ う

様な機
きか い

会を通
つう

じて積
せっきょくてき

極的に学
がくしゅう

修する意
い ぎ

義を確
かくにん

認し、入
にゅうがくまえ

学前（2回
かいせい

生・3回
かいせい

生編
へん

転
てんにゅうせい

入生を除
のぞ

く）における
「他

ただいがく

大学等
とう

での学
がくしゅう

修」に対
たい

して、一
いってい

定の基
きじゅん

準を設
もう

けて単
たんい

位認
にんてい

定を行
おこ

なっています。

●単
たんい

位認
にんてい

定条
じょうけん

件
以
い か

下の場
ばあい

合に限
かぎ

り、入
にゅうがくまえ

学前の他
ただいがく

大学等
とう

における学
がくしゅう

修に対
たい

して、30単
たんい

位を上
じょうげん

限に単
たん い

位認
にんてい

定を行
おこ

ないます。
・APUに入

にゅうがく

学する前
まえ

に、他
た

の大
だいがく

学や短
たん き

期大
だいがく

学において履
りしゅう

修した科
かもく

目の修
しゅうとく

得単
たん い

位
・APUに入

にゅうがく

学する前
まえ

に、APUで「科
かもく

目等
とう

履
りしゅう

修生
せい

」として履
りしゅう

修した科
かもく

目の修
しゅうとく

得単
たん い

位

●申
しんせい

請時
じ き

期
入
にゅうがくまえ

学前単
たん い

位認
にんてい

定は、入
にゅうがく

学直
ちょくご

後の第
だい

1セメスター時
じ

の申
しんせい

請のみ有
ゆうこう

効となります。申
しんせい

請方
ほうほうとう

法等の詳
しょうさい

細情
じょうほう

報に関
かん

しては、
入
にゅうがくご

学後に在
ざいがくせい

学生向
む

けのお知
し

らせにてご確
かくにん

認ください。なお、申
しんせい

請には在
ざいせき

籍大
だいがく

学のシラバスが必
ひつよう

要になります。渡
とこうまえ

航前
の準
じゅんび

備をおすすめします。

●認
にんてい

定方
ほうほう

法
他
ただいがく

大学等
など

で修
しゅうとく

得した授
じゅぎょう

業科
か も く

目の内
ないよう

容を、科
かも く

目概
がいよう

要やシラバス等
とう

によって確
かくにん

認し、APUにおける設
せっ ち

置科
か も く

目との対
たいおう

応
関
かんけい

係を調
しら

べます。そのうえで、各
かくがくぶ

学部の「カリキュラム全
ぜんたいず

体図」に掲
けいさい

載している APU学
がくそく

則上
じょう

の設
せっ ち

置科
かも く

目に読
よみ か

替えて
認
にんてい

定を行
おこ

ないます。

●成
せいせき

績評
ひょうか

価
認
にんてい

定された単
たんい

位の成
せいせき

績評
ひょうか

価は「T（Transfer：認
にんてい

定）」となり、GPA（Grade Point Average）には加
かさん

算されません。

３）授
じゅぎょうりょう

業料減
げんめん

免の継
けいぞく

続審
し ん さ

査
入
にゅうがくまえ

学前に採
さいよう

用が決
けってい

定した授
じゅぎょうりょう

業料減
げんめん

免については、入
にゅうがくご

学後セメスターごとに成
せいせき

績による継
けいぞく

続審
しん さ

査を行
おこな

います。継
けいぞく

続審
しん さ

査
の結

けっ か

果、基
きじゅん

準を満
み

たさない場
ばあい

合は授
じゅぎょうりょう

業料減
げんめん

免を取
と

り消
け

しますので、受
じゅきゅうしゃ

給者は、奨
しょうがくせい

学生にふさわしい学
がくぎょう

業成
せいせき

績を修
おさ

められ
るよう入

にゅうがくご

学後も勉
べんがく

学に励
はげ

んでください。また、年
ねん

1回
かい

実
じっ し

施される健
けんこうしんだん

康診断を受
じゅしん

診しなかった場
ばあ い

合、授
じゅぎょうりょう

業料減
げんめん

免が停
てい し

止
になります。継

けいぞく

続審
しん さ

査についての詳
しょうさい

細は、入
にゅうがくじ

学時のオリエンテーションで詳
くわ

しく説
せつめい

明しますので必
かなら

ず出
しゅっせき

席してください。
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Ⅲ. 授
じゅぎょう

業のまえに
１）入

にゅうがくしき

学式
入
にゅうがくしき

学式は 4月
がつ

入
にゅうがく

学の場
ばあ い

合は 4月
がつ

上
じょうじゅん

旬、9月
がつ

入
にゅうがく

学の場
ばあ い

合は 9月
がつ

下
げじゅん

旬に行
おこな

われます。詳
しょうさい

細は、ホームページ（合
ごうかくしゃ

格者向
む

けサ
イト：https://admissions.apu.ac.jp/enrollment_procedures/）でお知

し

らせしますので、必
かなら

ず確
かくにん

認してください。なお、ホー
ムページのお知

し

らせは、4月
がつ

入
にゅうがく

学の場
ばあ い

合は前
ぜんねん

年 11月
がつ

頃
ごろ

、9月
がつ

入
にゅうがく

学の場
ばあ い

合は 5月
がつ

頃
ごろ

に掲
けいさい

載する予
よてい

定です。

２）プレイスメントテスト

①日
に ほ ん ご

本語プレイスメントテスト
入
にゅうがくご

学後の言
げんご

語科
かも く

目（日
に ほ ん ご

本語）の履
りしゅう

修開
かい し

始レベルを決
き

めるための重
じゅうよう

要なテストです。
※英

えいご

語基
きじゅん

準の学
がくせい

生は必
かなら

ず受
じゅけん

験します。

②英
えいご

語プレイスメントテスト　
入
にゅうがくご

学後の言
げんご

語科
かも く

目（英
えい ご

語）の履
りしゅう

修開
かい し

始レベルを決
き

めるための重
じゅうよう

要なテストです。
※日

に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準の学
がくせい

生は必
かなら

ず受
じゅけん

験します。

３）新
しんにゅうせい

入生向
む

け開
かいこうまえ

講前手
てつ づ

続きセミナー

入
にゅうがくご

学後に、学
がくせいしょう

生証などの重
じゅうよう

要書
しょるい

類の交
こう ふ

付や法
ほうてい

定の健
けんこうしんだん

康診断、授
じゅぎょう

業履
りしゅう

修の仕
しか た

方や学
がくない

内の情
じょうほう

報リテラシーについてなど、
大
だいがく

学生
せいかつ

活をおくるために必
ひつよう

要な講
こう ざ

座が開
かいこう

講されます。いずれも重
じゅうよう

要な講
こう ざ

座ですので、自
じぶん

分の該
がいとう

当する講
こうざ

座は事
じぜん

前にチェッ
クしてかならず全

すべ

ての講
こうざ

座を受
じゅこう

講してください。スケジュールの詳
しょうさい

細は、来
らいにちご

日後に行
おこな

う学
がくせいせいかつ

生生活ガイダンスにて配
はいふ

布し
ます。
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Ⅳ. APU と日
にほ ん

本での生
せいかつ

活
１）学

がくひ

費

①授
じゅぎょうりょう

業料のしくみ
APUの 1年

ねんかん

間の授
じゅぎょうりょう

業料は、「授
じゅぎょうりょう

業料 A（全
ぜん

回
かいせい

生共
きょうつう

通）」と「授
じゅぎょうりょう

業料 B（回
かいせい

生により異
こと

なる）」の 2つで構
こうせい

成されています。
本
ほんがく

学を卒
そつぎょう

業するためには通
つうじょう

常 4年
ねんかん

間で 124単
たん い

位以
いじょう

上を修
しゅうとく

得することが必
ひつよう

要です。卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
たんいすう

位数 124単
たん い

位以
いじょう

上
の単

たん い

位を 4年
ねんかん

間で登
とうろく

録・修
しゅうとく

得した場
ばあい

合でも、授
じゅぎょうりょう

業料額
がく

は 124単
たんいすう

位数分
ぶん

の金
きんがく

額です。
ただし、卒

そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
たん い

位として算
さんにゅう

入しないプログラムについては別
べっ と

途費
ひよ う

用が必
ひつよう

要です。最
さいたん

短修
しゅうぎょう

業年
ねんげん

限を超
こ

えて 5

回
かいせい

生以
いじょう

上になった場
ばあ い

合の 9セメスター以
いこ う

降の学
がく ひ

費額
がく

は、授
じゅぎょうりょう

業料 Aと、履
りしゅう

修登
とうろく

録した単
たんいすう

位数分
ぶん

の授
じゅぎょうりょう

業料 B（1単
たん い

位：
21,000円

えん

）の合
ごうけいがく

計額とします。

②授
じゅぎょうりょう

業料額
がく

授
じゅぎょうりょう

業料減
げんめん

免ごとの授
じゅぎょうりょう

業料額
がく

は、p. 51で確
かくにん

認してください。
【注
ちゅうい

意事
じこ う

項】
・ 入
にゅうがくまえ

学前に採
さい

用
よう

が決
けってい

定する授
じゅぎょうりょう

業料減
げんめん

免については、入
にゅうがくじ

学時に在
ざいりゅう

留資
しか く

格「留
りゅうがく

学」を取
しゅとく

得できる合
ごうかくしゃ

格者のみが対
たいしょう

象になり
ます。入

にゅうがく

学までに在
ざいりゅう

留資
しか く

格「留
りゅうがく

学」を取
しゅとく

得できなかった場
ばあい

合は、授
じゅぎょうりょう

業料減
げんめん

免の採
さいよう

用決
けってい

定を取
と

り消
け

します。
・前
ぜんじゅつ

述の授
じゅぎょうりょうげんめん

業料減免の奨
しょうがく

学制
せい ど

度は、原
げんそく

則、最
さいたん

短修
しゅうぎょう

業年
ねんげん

限内
ない

とします。
・在
ざいがく

学期
きかんちゅう

間中、毎
まい

セメスター期
き

に成
せいせき

績による継
けいぞく

続の審
しん さ

査があります。
・成
せいせき

績が基
きじゅん

準に満
み

たない場
ばあい

合は、授
じゅぎょうりょう

業料減
げんめん

免を取
と

り消
け

します。
・  1回生（第

だい

1セメスター・第
だい

2セメスター）時
じ

の学
がくぎょうせいせき

業成績が指
して い

定された水
すいじゅん

準より低
ひく

い場
ばあ い

合は、2回
かいせい

生（第
だい

3セメス
ター）から学

がくひ

費の減
げんめん

免が取
と

り消
け

しになります。大
だいがくにゅうがくちょくご

学入学直後から学
がくぎょう

業に集
しゅうちゅう

中するようにしてください。

③納
のうにゅうきげん

入期限
初
しょねんど

年度の入
にゅうがくご

学後に納
のうにゅう

入する期
きげん

限は、下
か き

記のとおりです。入
にゅうがく

学手
てつづき

続時
じ

の学
がく ひ

費等
とう

前
ぜんのう

納制
せい ど

度の対
たいしょうしゃ

象者は、初
しょねんど

年度の支
しはら

払い
は不

ふよう

要です。

学
がくひ

費の納
のうにゅう

入期
きげ ん

限（入
にゅうがく

学初
しょねんど

年度分
ぶん

）

2021年
ねん

4月
がつ

入
にゅうがくしゃ

学者 2021年
ねん

9月
がつ

入
にゅうがくしゃ

学者

項
こうもく

目 納
のうにゅう

入期
きげ ん

限 項
こうもく

目 納
のうにゅう

入期
きげ ん

限

入
にゅうがくまえ

学前
•入
にゅうがくきん

学金
•授
じゅぎょうりょう

業料（A+B）
「入
にゅうがく

学手
てつづき

続金
きん

等
とう

請
せいきゅうしょ

求書」
参
さんしょう

照
•入
にゅうがくきん

学金
•授
じゅぎょうりょう

業料（A+B）
「入
にゅうがく

学手
てつづき

続金
きん

等
とう

請
せいきゅうしょ

求書」
参
さんしょう

照

入
にゅうがくご

学後
【2021年

ねん

秋
あき

セメスター】
•授
じゅぎょうりょう

業料（A+B）
2021年

ねん

12月
がつ

25日
にち 【2022年

ねん

春
はる

セメスター】
•授
じゅぎょうりょう

業料（A+B）
2022年

ねん

6月
がつ

30日
にち

2年
ねんめ

目以
いこ う

降の学
がく ひ

費の納
のうにゅう

入期
きげ ん

限については、入
にゅうがくご

学後に配
はいふ

布される学
がくせい

生生
せいかつ

活ハンドブックを参
さんしょう

照してください。

２）国
こくみん

民健
けんこうほけん

康保険

日
にっぽん

本では病
びょういん

院で治
ちりょう

療を受
う

ける場
ばあい

合、健
けんこうほけん

康保険証
しょう

を提
てい じ

示すれば医
いりょうひ

療費の負
ふたん

担が 3割
わり

になる制
せいど

度があります。この医
いりょう

療保
ほけ ん

険
制
せい ど

度は法
ほうりつ

律で全
ぜんいん

員に加
かにゅう

入が義
ぎ む

務づけられています。国
こくさい

際学
がくせい

生は新
しんにゅうせい

入生開
かいこう

講直
ちょくぜん

前講
こう ざ

座の中
なか

で加
かにゅう

入手
てつづき

続をします。保
ほけん

険税
ぜい

は、
市
しやくしょ

役所に所
しょとく

得申
しんこく

告をして前
ぜんねん

年の所
しょとく

得が規
きて い

程金
きんがく

額を下
したまわ

回った場
ばあ い

合に減
げんがく

額制
せい ど

度が適
てきよう

用され、18,400円
えん

/年
ねん

（金
きんがく

額は変
へんこう

更に
なる可

かのうせい

能性があります。）となります。新
しんにゅうせい

入生は入
にゅうがくご

学後に銀
ぎんこう

行口
こう ざ

座を開
かいせつ

設した後
あと

、手
てつづき

続申
しんせい

請して 10回
かい

に分
ぶんかつ

割して自
じど う

動
引
ひ

き落
お

としされます。
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３）本
ほんがくしゅうへん

学周辺の医
いりょうかんきょう

療環境
①ヘルスクリニックについて
本
ほんがく

学に設
せっ ち

置しているヘルスクリニックは医
いりょう

療機
きか ん

関ではない為
ため

、治
ちりょうやく

療薬の処
しょほう

方、注
ちゅうしゃ

射や点
てんてき

滴等
など

の医
いりょう

療行
こう い

為は一
いっさい

切行
おこな

えま
せん。診

しんりょう

療・治
ちりょう

療を必
ひつよう

要とする場
ばあい

合は、学
がくがい

外の医
いりょう

療機
きか ん

関を利
りよ う

用する必
ひつよう

要があります。

②治
ちりょう

療の継
けいぞく

続について
現
げんざい

在治
ちりょうちゅう

療中＊ の病
びょうき

気等
など

がある場
ばあ い

合は、入
にゅうがくご

学後も治
ちりょう

療の継
けいぞく

続が必
ひつよう

要か否
いな

かを、主
し ゅ じ い

治医と必
かなら

ず入
にゅうがくてつづきまえ

学手続前に相
そうだん

談してく
ださい。治

ちりょう

療継
けいぞく

続が必
ひつよう

要な際
さい

は、入
にゅうがく

学手
てつづき

続時
じ

に「治
ちりょう

療計
けいかく

画」を提
ていしゅつ

出していただきます。また、日
にほ ん

本での治
ちりょう

療継
けいぞく

続が
必
ひつよう

要な場
ばあ い

合は、来
らいにちじ

日時に「診
しんりょう

療情
じょうほう

報提
ていきょう

供書
しょ

」＊＊ を準
じゅんび

備していただく必
ひつよう

要があります。
＊   治

ちりょうちゅう

療中とは、内
ないふく

服、注
ちゅうしゃやく

射薬の使
しよう

用、外
がいようやく

用薬の使
しよう

用、心
しん り

理療
りょうほう

法や理
りが く

学療
りょうほう

法等
など

、何
なん

らかの治
ちりょう

療を医
い し

師、カウンセラー
等
など

の専
せんもんか

門家の指
し じ

示の下
もと

、行
おこな

っている事
こと

を意
い み

味します。
＊＊   診

しんりょう

療 情
じょうほう

報提
ていきょう

供書
しょ

（傷
しょうびょう

病名
めい

、症
しょうじょう

状、検
けんさ

査結
けっか

果、治
ちりょう

療経
けいか

過及
およ

び治
ちりょう

療計
けいかく

画を明
めいき

記したもの）は、日
に ほ ん ご

本語もしくは英
えいご

語
で記

きさい

載されていなければなりません。他
ほか

の言
げんご

語で書
か

かれている場
ばあい

合は、日
に ほ ん ご

本語もしくは英
えいご

語の翻
ほんやく

訳を添
てんぷ

付してください。

③薬
くすり

の持
も

ち込
こ

みについて
日
にほん

本の法
ほうれいじょう

令上、海
かいがい

外からの医
いやくひん

薬品の国
こくない

内持
も

ち込
こ

みには厳
きび

しい制
せいげん

限があります。現
げんざい

在使
しよ う

用している薬
くすり

を、日
にほん

本へ持
も

ち込
こ

めるか否
いな

か、入
にゅうがくてつづきまえ

学手続前に日
にほんたいしかん

本大使館、もしくは厚
こうせい

生局
きょく

に確
かくにん

認する事
こと

をお勧
すす

めします。なお、薬
くすり

を持
も

ち込
こ

む際
さい

には
正
せいしき

式な手
てつ づ

続きが必
ひつよう

要となります。
＜参
さんこう

考：厚
こうせいろうどうしょう

生労働省ＨＰ「医
いやくひん

薬品の海
かいがい

外からの個
こじん

人輸
ゆにゅう

入について」＞
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iyakuhin/kojinyunyu/topics/tp010401-1.html

＊   注
ちゅうしゃやく

射薬の持
も

ち込
こ

みについて：自
じ こ

己注
ちゅうしゃ

射以
いが い

外の薬
やくざい

剤については、医
い し

師の指
し じ

示の下
もと

、医
いりょう

療機
きか ん

関にて注
ちゅうしゃ

射してもらう
必
ひつよう

要があります。医
いりょう

療機
きか ん

関の受
う

け入
い

れ状
じょうきょう

況によっては、薬
くすり

の持
も

ち込
こ

みはできても、実
じっし

施できない場
ばあい

合もあります。
また、本

ほんがく

学のヘルスクリニックでは注
ちゅうしゃ

射等
など

の医
いりょう

療行
こう い

為はできませんので、あらかじめご了
りょうしょう

承ください。

④精
せいしんか

神科領
りょういき

域疾
しっかん

患・障
しょう

がい（精
せいしん

神疾
しっかん

患、発
はったつ

達障
しょう

がい、睡
すいみん

眠障
しょう

がい等
など

）について
本
ほんがく

学の周
しゅうへん

辺において、日
に ほ ん ご

本語以
いが い

外の言
げん ご

語で「精
せいしんか

神科領
りょういき

域疾
しっかん

患・障
しょう

がい」に対
たいおう

応できる医
いりょう

療機
きか ん

関がありません。また
精
せいしんか

神科領
りょういき

域における医
いやくひん

薬品の日
にほんこく

本国内
ない

持
も

ち込
こ

みにも厳
きび

しい制
せいげん

限があります。
現
げんざい

在、「精
せいしんか

神科領
りょういき

域疾
しっかん

患・障
しょう

がい」に対
たい

する治
ちりょう

療を行
おこな

っており、渡
とにち

日後
ご

も治
ちりょう

療を継
けいぞく

続する必
ひつよう

要がある場
ばあい

合は、治
ちりょう

療継
けい

続
ぞく

方
ほうほう

法を主
し ゅ じ い

治医と相
そうだん

談の上
うえ

、入
にゅうがくてつづきまえ

学手続前に本
ほんがく

学までご相
そうだん

談ください。

⑤周
しゅうへん

辺環
かんきょう

境
別
べっ ぷ

府市
しな い

内の公
こうきょう

共交
こうつう

通機
きか ん

関における車
くるま

いす対
たいおう

応は十
じゅうぶん

分ではありません。通
つうがく

学の際
さい

によく利
りよ う

用されるバス路
ろせ ん

線について
も、現

げんじてん

時点では車
くるまいす

椅子対
たいおう

応可
かの う

能なバスはわずかしかなく、通
つうがく

学での利
りよう

用は現
げんじつてき

実的ではありません。また、利
りよう

用の際
さい

に
は事

じぜ ん

前にバス会
がいしゃ

社へ連
れんらく

絡する必
ひつよう

要があります。車
くるまいす

椅子を利
りよ う

用されている方
かた

で、本
ほんがく

学への進
しんがく

学を検
けんとう

討している場
ばあ い

合は、
一
いちど

度本
ほんがく

学の環
かんきょう

境を確
かくにん

認してください。

ご不
ふめい

明な点
てん

がありましたら、APUヘルスクリニックまで下
か き

記のアドレスからご相
そうだん

談ください。
APUヘルスクリニック：clinic@apu.au.jp

４）性
せい

の多
たようせい

様性について

APU は基
きほんてき

本的人
じんけん

権の尊
そんちょう

重という観
かんてん

点より、性
せい

の多
たようせい

様性を尊
そんちょう

重しています。いかなる性
せい

的
てき

指
し こ う

向や性
せい

自
じ に ん

認の学
がくせい

生も人
じんけん

権
侵
しんがい

害を受
う

けず、また、性
せい

指
しこ う

向や性
せい

自
じに ん

認を理
りゆ う

由に不
ふ り え き

利益な扱
あつか

いをされることも不
ふかい

快な思
おも

いや苦
くつう

痛を受
う

けることなく、本
ほんがく

学
において学

がくしゅう

修し、学
がくせい

生生
せいかつ

活を送
おく

ることのできる環
かんきょう

境づくりを目
め ざ

指しています。詳
しょうさい

細は大
だいがく

学のホームページ（http://www.

apu.ac.jp/home/life/content57/）をご覧
らん

ください。
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５）アルバイト
アルバイトはWEBサイトもしくは求

きゅうじん

人情
じょうほうし

報誌や新
しんぶん

聞などで情
じょうほう

報を集
あつ

めることで、探
さが

すことができますが、その数
かず

は限
かぎ

ら
れています。そして、ほとんどのアルバイトは日

に ほ ん ご

本語が必
ひつよう

要となります。つまり、国
こくさい

際学
がくせい

生の実
じっさい

際の雇
こよう

用状
じょうきょう

況は大
たいへん

変厳
きび

しいため、アルバイトをしなくてもいいように、入
にゅうがくまえ

学前に学
がくひ

費や生
せいかつひ

活費を準
じゅんび

備しておくことが必
ひつよう

要です。
また、アルバイトをするためには、「資

しかくがい

格外活
かつどう

動許
きょ か

可」を受
う

けなければなりません。この資
しか く

格は出
しゅつにゅうこく

入国港
こう

で申
しんせい

請（新
しん き

規
入
にゅうこくしゃ

国者のみ）、または入
にゅうがくご

学後スチューデント・オフィスで申
しんせい

請することができます（入
にゅうがくご

学後、大
だいがく

学で申
しんせい

請する場
ばあ い

合は、
申
しんせい

請から交
こうふ

付まで 3週
しゅうかん

間程
ていど

度かかります）。
学
がくがい

外の奨
しょうがくきん

学金支
しきゅう

給機
きか ん

関等
とう

から、アルバイトを行
おこな

うことが禁
きんし

止されている場
ばあい

合などは申
しんせい

請しないでください。留
りゅうがくせい

学生がア
ルバイトを行

おこな

う場
ばあ い

合は、職
しょくしゅ

種や勤
きん む

務時
じか ん

間（1日
にち

8時
じか ん

間以
いな い

内かつ週
しゅう

28時
じか ん

間以
いな い

内で夏
か き

季・冬
とう き

季・春
しゅんき

季の長
ちょうき

期休
きゅうか

暇期
きかんちゅう

間中は
1日
にち

8時
じかん

間以
いな い

内かつ 1週
しゅうかん

間 40時
じかん

間以
いな い

内など）に制
せいげん

限がありますので、注
ちゅうい

意が必
ひつよう

要です。
また、「資

しかくがい

格外活
かつどう

動許
きょ か

可」を受
う

けずにアルバイトをしたり、定
さだ

められた勤
きん む

務時
じか ん

間を超
こ

えて就
しゅうろう

労した場
ばあ い

合などは、不
ふほ う

法
就
しゅうろう

労となり、国
こくがい

外退
たいきょ

去などの厳
きび

しい罰
ばつ

が科
か

せられることがあります。

６）キャンパス禁
きんえん

煙

学
がっこうほうじん

校法人立
りつめいかん

命館では学
がくせい

生・教
きょうしょくいん

職員の喫
きつえん

煙による健
けんこう

康被
ひが い

害をなくすためにキャンパス全
ぜんめん

面禁
きんえんか

煙化を推
すいしん

進しています。APU

では現
げんざい

在、3箇
かし ょ

所の喫
きつえん

煙場
ばし ょ

所を除
のぞ

きキャンパス内
ない

は禁
きんえん

煙となっています。将
しょうらい

来の全
ぜんめん

面禁
きんえんか

煙化を目
もくひょう

標に、完
かんぜん

全分
ぶんえん

煙化
か

・
喫
きつえん

煙マナー向
こうじょう

上・禁
きんえん

煙相
そうだん

談などに取
と

り組
く

んでいます。

７）学
がくせい

生の犯
はんざい

罪や迷
めいわく

惑行
こう い

為への対
たいおう

応

APUは、2000年
ねん

4月
がつ

、大
おおいたけん

分県・別
べ っ ぷ し

府市との公
こう し

私協
きょうりょく

力により、キャンパス用
よう ち

地の無
むしょう

償提
ていきょう

供と約
やく

200億
おく

円
えん

の建
けんせつ

設補
ほじょきん

助金
を得

え

て設
せつりつ

立されました。また、多
おお

くの企
きぎょう

業・財
ざいだん

団や個
こじ ん

人、政
せいふ

府、大
おおいたけん

分県、別
べ っ ぷ し

府市、立
りつめいかん

命館学
がくえん

園から国
こくさい

際学
がくせい

生へ給
きゅうふ

付され
る奨
しょうがくきん

学金は毎
まいとし

年 22億
おく

円
えん

にのぼり、国
こくない

内学
がくせい

生への貸
たい よ

与金
きんがく

額は毎
まいとし

年 8億
おくえん

円を超
こ

えています。社
しゃかい

会からのこれらの支
しえ ん

援は、
APUの発

はってん

展および学
がくせい

生の成
せいちょう

長への大
おお

きな期
きたい

待と善
ぜんい

意によるものです。

〈違
いほう

法行
こう い

為・迷
めいわく

惑行
こう い

為について〉
多
おお

くの学
がくせい

生は、APUの設
せつりつ

立の理
りね ん

念・経
けい い

緯を十
じゅうぶん

分に理
りか い

解し、学
がくしゅう

習・研
けんきゅう

究に励
はげ

み、課
かが い

外活
かつどう

動や地
ちい き

域交
こうりゅう

流活
かつどう

動にも積
せっきょくてき

極的に
参
さん か

加し、充
じゅうじつ

実した学
がくせいせいかつ

生生活を送
おく

っています。しかしながら、一
いち ぶ

部の学
がくせい

生による地
ちい き

域社
しゃかい

会での迷
めいわく

惑行
こう い

為、犯
はんざい

罪行
こう い

為があ
ることも事

じじ つ

実です。（ゴミのはいき、飲
いんしゅ

酒によるさわぎ、交
こうつう

通法
ほう き

規違
いは ん

反など）APU学
がくせい

生による迷
めいわく

惑行
こう い

為や犯
はんざい

罪行
こう い

為は、
これを起

お

こした学
がくせい

生だけの問
もんだい

題にとどまらず、APU学
がくせい

生全
ぜんたい

体、大
だいがく

学全
ぜんたい

体の評
ひょうばん

判を貶
おとし

め、これまでの社
しゃかい

会からの信
しんらい

頼と
善
ぜん い

意を踏
ふ

みにじることになります。大
おおいたけん

分県・別
べ っ ぷ し

府市の地
ちいき

域住
じゅうみん

民からの信
しんらい

頼なくしては、みなさんの学
がくせい

生生
せいかつ

活も存
そんりつ

立でき
ません。

APUでは、学
がくせい

生が、学
がくしゅう

習・学
がくせい

生生
せいかつ

活を送
おく

るにあたって、大
だいがく

学で定
さだ

めた規
きそ く

則に違
いは ん

反する行
こう い

為、他
たし ゃ

者の学
がくしゅう

習・学
がくせい

生生
せいかつ

活の
権
けん り

利を侵
しんがい

害する行
こうい

為、日
にほんこく

本国・自
じ ち た い

治体が定
さだ

めた規
きそく

則等
など

に違
いは ん

反する行
こうい

為を行
おこな

った場
ばあい

合は、厳
きび

しい態
たいど

度で反
はんせい

省を促
うなが

し、更
こうせい

生
するために指

しどう

導を行
おこな

っています。学
がくせい

生懲
ちょうかい

戒は、学
がくせい

生自
じし ん

身が行
おこな

った行
こうい

為について、深
ふか

く反
はんせい

省し、二
に ど

度と同
どうよう

様のことを繰
く

り
返
かえ

さないための教
きょういく

育です。
APUでの生

せいかつ

活においては、学
がくせい

生が乗
の

り越
こ

えがたい困
こんなん

難な事
じた い

態に直
ちょくめん

面することがあるでしょう。その際
さい

に、APUという
類
たぐい

まれな多
た ぶ ん か

文化環
かんきょう

境、知
ちて き

的創
そうぞう

造の場
ば

の一
いちいん

員であることを強
つよ

く意
いし き

識し、いかに自
みずか

らを律
りっ

することができるか、それぞれの
学
がくせい

生が隣
りんじん

人に対
たい

して人
じんるいあい

類愛に基
もと

づく寛
かんよう

容な態
たい ど

度と粘
ねば

り強
づよ

い態
たい ど

度、対
たい わ

話に基
もと

づいて適
てきせつ

切な相
そう ご

互批
ひは ん

判ができるかということ
を考
かんが

えて行
こうどう

動しなければなりません。
重
じゅうだい

大な法
ほうりつ

律違
いは ん

反や薬
やくぶつ

物などについては、退
たいがく

学等
など

厳
きび

しい処
しょぶん

分を科
か

しています。
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懲
ちょうかい

戒の対
たいしょう

象とする行
こうい

為

行
こう

　　　　　為
い

試
しけんとう

験等における不
ふせいこ う い

正行為

レポート・演
えんしゅう

習・卒
そつぎょうろんぶんとう

業論文等の提
ていしゅつ

出における不
ふせいこ う い

正行為（ひょうせつ等
とう

）

情
じょうほうりんり

報倫理・個
こじんじょうほう

人情報取
とりあつか

扱いに違
いはん

反する行
こうい

為

学
がくせい

生の学
がくしゅう

習、研
けんきゅう

究および教
きょうしょくいん

職員の教
きょういくけんきゅうかつどうとう

育研究活動等の正
せいとう

当な活
かつどう

動を妨
ぼうがい

害する行
こうい

為

ハラスメント行
こうい

為

学
がくせい

生の本
ほんぶん

分に反
はん

する行
こうい

為

社
しゃかいてきしょちつじょ

会的諸秩序に対
たい

する侵
しんぱんこうい

犯行為（犯
はんざいこうい

罪行為）

学
がくせいちょうかいしょぶんひょうじゅんれい

生懲戒処分標準例
懲
ちょうかい

戒の対
たいしょう

象となる行
こうい

為を行
おこな

った場
ばあい

合は、先
せんれい

例に基
もと

づいて、学
がくせい

生委
いいんかい

員会において懲
ちょうかい

戒処
しょぶん

分を審
しん さ

査・決
けってい

定します。
複
ふくすう

数の行
こ う い

為に及
およ

んだ場
ば あ い

合など、行
こう い

為の内
ないよう

容により処
しょぶん

分の軽
けいちょう

重が変
か

わります。学
がくせい

生懲
ちょうかい

戒処
しょぶん

分 標
ひょうじゅん

準 例
れい

に記
き さ い

載されて
いない行

こ う い

為であっても、学
がくせい

生の本
ほんぶん

分に反
はん

する行
こ う い

為、違
い ほ う こ う い

法行為、迷
めいわくこうい

惑行為などは全
すべ

て懲
ちょうかい

戒処
しょぶん

分の対
たいしょう

象です。また、
学
がくせいちょうかいしょぶん

生懲戒処分を受
う

けた場
ばあい

合は、各
かくしゅ

種規
きて い

程に基
もと

づき学
がくひげんめん

費減免・奨
しょうがくきん

学金の停
ていし

止・取
とりけし

消を行
おこな

うことがあります。

行
こう

　　　　　為
い

処
しょ

　　　　　分
ぶん

スーパーや商
しょうてん

店における万
まんび

引き　*1 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

窃
せっとう

盗 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

他
たに ん

人の ID、パスワードの不
ふせい し よ う

正使用、履
りしゅうとうろく

修登録の不
ふせい

正 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

大
だいがくしゅうへん

学周辺 の 迷
めいわくちゅうしゃ

惑駐車 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

無
むめんきょうんてん

免許運転 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

飲
いんしゅうんてん

酒運転 停
ていがく

学・退
たいがく

学

バス定
ていきけんなど

期券等の不
ふせい し よ う こ う い

正使用行為　*2 戒
かいこく

告・停
ていがく

学

大
たい ま

麻や麻
まや く

薬などの薬
やくぶつしょじ

物所持・使
しよう こ う い

用行為 退
たいがく

学

試
しけ ん

験の不
ふせ い こ う い

正行為、論
ろんぶん

文・レポート等
など

の剽
ひょうせつ

窃　*3 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

暴
ぼうりょくこうい

力行為 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

性
せいぼうりょく

暴力や明
めいかく

確な合
ごう い

意がない性
せいこうしょう

交渉（一
いっぽう

方が身
しんたいてき

体的・精
せいしんてき

神的に苦
くつう

痛を負
お

った場
ばあい

合） 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

ハラスメント行
こうい

為 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

未
みせいねん

成年の喫
きつえん

煙・飲
いんしゅ

酒 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

*1　  商
しょうひん

品の返
へんきゃく

却や買
か

い取
と

りをしたとしても、万
まんび

引きをしたという事
じじつ

実が消
き

える訳
わけ

ではありませんので、同
どうよう

様の処
しょぶん

分とな
ります。

*2　これらの行
こうい

為はすべて不
ふせい し よ う

正使用行
こうい

為です。
　　・利

りよう

用区
くかんがい

間外の乗
じょうしゃ

車での定
ていきけん

期券の利
り よ う

用
　　・利

りよう

用期
きげ ん

限切
ぎ

れの定
ていきけん

期券の利
り よ う

用
　　・券

けんめん

面の記
き

名
めいじん

人以
いが い

外の人
ひと

による定
ていきけん

期券の利
りよう

用（自
じぶん

分が有
ゆうこう

効な定
ていきけん

期券を持
も

っていたとしても、他
たにん

人の定
ていきけん

期券を使
しよう

用す
ることは不

ふせい し よ う こ う い

正使用行為です）
*3　  試

しけん

験の不
ふせ い

正行
こう い

為、論
ろんぶん

文・レポート等
など

の剽
ひょうせつ

窃に関
かん

する処
しょぶん

分については、学
がくぶ

部履
りしゅう

修ハンドブック・Graduate Academic 

Handbookを参
さんしょう

照してください。

上
じょうき

記の「学
がくせい

生懲
ちょうかい

戒処
しょぶん

分基
きじゅん

準」に記
きさ い

載されていない行
こう い

為であっても、学
がくせい

生の本
ほんぶん

分に反
はん

する行
こう い

為、違
いほ う

法行
こう い

為、迷
めいわく

惑行
こう い

為な
どは全

すべ

て懲
ちょうかい

戒処
しょぶん

分の対
たいしょう

象です。
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８）大
たいま

麻や不
ふせい

正薬
やくぶつ

物の禁
きんし

止

大
たいま

麻や不
ふせい

正薬
やくぶつ

物の使
しよ う

用は、その「犯
はんざいせい

罪性」と「依
いぞんせい

存性」により、学
がくせい

生生
せいかつ

活を破
はた ん

綻に追
お

い込
こ

む恐
おそ

ろしい行
こうい

為です。
APUでは、多

おお

くの国
くに

から国
こくさい

際学
がくせい

生が集
あつ

まっており、国
くに

によっては違
いほ う

法でないところもあることや、タバコよりも
有
ゆうがいど

害度が低
ひく

い、使
しよう

用だけでは罰
ばっ

せられないなどという誤
あやま

った理
りかい

解もあるため、その有
ゆうがいど

害度と、日
にほん

本では厳
げんばつ

罰に処
しょ

される
重
おも

い犯
はんざい

罪であることを正
ただ

しく理
りかい

解し、安
あんい

易な気
き も

持ちや一
いち

時
じ

の興
きょうみ

味で大
たい ま

麻や不
ふせい

正薬
やくぶつ

物に接
せっ

することがないよう、自
じかく

覚して
おくことが重

じゅうよう

要です。

〈大
たいま

麻の犯
はんざいせい

罪性について〉
犯
はんざいせい

罪性について…日
にほん

本では大
たいま

麻取
とりしまりほう

締法により厳
きび

しく罰
ばっ

せられます。

法
ほうりつ

律による罰
ばっそく

則 本
ほんがく

学賞
しょうばつ

罰規
きて い

定による処
しょぶん

分 （国
こくさい

際学
がくせい

生の場
ばあ い

合）

大
たいま

麻の所
しょじ

持・譲
ゆずりう

受け・譲
ゆずりわた

渡し…　→　5年
ね ん い か

以下の懲
ちょうえき

役

譲
ゆずりう

受け・譲
ゆずりわた

渡しの斡
あっせん

旋…………　→　2年
ね ん い か

以下の懲
ちょうえき

役

大
たい ま

麻の販
はんばい

売………………………　→　7年
ね ん い か

以下の懲
ちょうえき

役

大
たい ま

麻の輸
ゆしゅつにゅう

出入……………………　→　7年
ね ん い か

以下の懲
ちょうえき

役

販
はんばい

売目
もくてき

的の大
たい ま

麻の輸
ゆしゅつにゅう

出入………　→　10年
ね ん い か

以下の懲
ちょうえき

役

＋退
たいがく

学処
しょぶん

分 ＋
日
にほ ん

本国
こくがい

外へ強
きょうせい

制退
たいきょ

去

　日
にほ ん

本入
にゅうこく

国永
えいきゅう

久禁
きん し

止

９）APU校
こうゆうかい

友会

APUに入
にゅうがく

学されたみなさんは全
ぜんいん

員「APU校
こうゆうかい

友会」（同
どうそうかい

窓会組
そ し き

織）の会
かいいん

員となります。特
とくべつ

別な入
にゅうかい

会手
て つ づ

続きは不
ふ よ う

要で、
在
ざいがくちゅう

学中は準
じゅんかいいん

会員として校
こうゆうかい

友会の活
かつどう

動に参
さん か

加し、活
かつよう

用することが可
かの う

能です。終
しゅうしん

身会
かい ひ

費として 20,000円
えん

を一
いち ど

度だけお支
しは ら

払
いいただきます。国

こくさい

際学
がくせい

生には入
にゅうがくご

学後に請
せいきゅう

求させていただきます。その会
かいひ

費は卒
そつぎょうせい

業生と在
ざいがくせい

学生を支
しえん

援するために活
かつよう

用さ
れます。
校
こうゆうかい

友会を通
つう

じて、みなさんは世
せかい

界に広
ひろ

がるAPUのネットワークとつながることができます。APU校
こうゆうかい

友会の「チャプター」
（支

し ぶ

部）は現
げんざい

在世
せか い

界の 30都
と し

市以
いじょう

上にあり、旅
りょこう

行のみならず、仕
しごと

事やビジネスに大
おお

いに役
やくだ

立つでしょう。
校
こうゆうかい

友会は就
しゅうしょく

職相
そうだんかい

談会や大
だいがくいん

学院進
しんがく

学相
そうだんかい

談会を通
つう

じて学
がくせい

生のキャリア設
せっけい

計を応
おうえん

援し、課
かがい

外活
かつどう

動を資
しきんめん

金面で支
ささ

え、ライブラリー
への図

としょ

書寄
きぞ う

贈を通
つう

じて学
がくしゅう

修と研
けんきゅう

究をサポートしています。このように校
こうゆうかい

友会は在
ざいがくせい

学生を支
しえん

援しています。
また、卒

そつぎょうご

業後は校
こうゆうかい

友会「正
せいかいいん

会員」となり、各
かくち

地のチャプター（支
し ぶ

部）に入
はい

っていただきます。校
こうゆう

友会
かい

では各
かく

チャプター
の会
かいごう

合やイベントを経
けいひめん

費面でサポートしています。こういった活
かつどう

動を通
とお

してみなさんはネットワークを拡
ひろ

げるだけでは
なく、無

むりょう

料のセミナーなどを通
つう

じて新
あたら

しい知
ちしき

識を得
え

ることができるのです。
つまり、会

かい ひ

費の 2万
まん

円
えん

は「あなた」とみなさんの母
ぼこ う

校のために使
つか

われます。ぜひ「校
こうゆうかい

友会」を活
かつよう

用してください。
校
こうゆうかい

友会は皆
みな

さんを心
こころ

より歓
かんげい

迎いたします。
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標
ひょうじゅんしゅうぎょうねんげん

準修業年限までの年
ねんかんじゅぎょうりょうがく

間授業料額

2021 年
ねん

入
にゅうがくしゃ

学者

1回
かいせい

生新
しんにゅうせい

入生

1年
ねんじ

次 2年
ねんじ

次 3年
ねんじ

次 4年
ねんじ

次

1セメスター

入
にゅうがくまえ

学前
2セメスター 計

けい

3セメスター 4セメスター 計
けい

5セメスター 6セメスター 計
けい

7セメスター 8セメスター 計
けい

授
じゅぎょうりょう

業料

減
げんめん

免

none 650,000 650,000 1,300,000 750,000 750,000 1,500,000 750,000 750,000 1,500,000 750,000 750,000 1,500,000

30% 455,000 455,000 910,000 525,000 525,000 1,050,000 525,000 525,000 1,050,000 525,000 525,000 1,050,000

50% 325,000 325,000 650,000 375,000 375,000 750,000 375,000 375,000 750,000 375,000 375,000 750,000

65% 227,500 227,500 455,000 262,500 262,500 525,000 262,500 262,500 525,000 262,500 262,500 525,000

80% 130,000 130,000 260,000 150,000 150,000 300,000 150,000 150,000 300,000 150,000 150,000 300,000

100% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2回
かいせい

生編
へんにゅう

入・

転
てんにゅうせい

入生

2年
ねんじ

次 3年
ねんじ

次 4年
ねんじ

次

3セメスター

入
にゅうがくまえ

学前
4セメスター 計

けい

5セメスター 6セメスター 計
けい

7セメスター 8セメスター 計
けい

授
じゅぎょうりょう

業料

減
げんめん

免

none 750,000 750,000 1,500,000 750,000 750,000 1,500,000 750,000 750,000 1,500,000

30% 525,000 525,000 1,050,000 525,000 525,000 1,050,000 525,000 525,000 1,050,000

50% 375,000 375,000 750,000 375,000 375,000 750,000 375,000 375,000 750,000

65% 262,500 262,500 525,000 262,500 262,500 525,000 262,500 262,500 525,000

80% 150,000 150,000 300,000 150,000 150,000 300,000 150,000 150,000 300,000

100% 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3回
かいせい

生編
へんにゅう

入・

転
てんにゅうせい

入生

3年
ねんじ

次 4年
ねんじ

次

5セメスター

入
にゅうがくまえ

学前
6セメスター 計

けい

7セメスター 8セメスター 計
けい

授
じゅぎょうりょう

業料

減
げんめん

免

none 750,000 750,000 1,500,000 750,000 750,000 1,500,000

30% 525,000 525,000 1,050,000 525,000 525,000 1,050,000

50% 375,000 375,000 750,000 375,000 375,000 750,000

65% 262,500 262,500 525,000 262,500 262,500 525,000

80% 150,000 150,000 300,000 150,000 150,000 300,000

100% 0 0 0 0 0 0
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　（目
もくてき

的）

第
だい

 １条
じょう

　本
ほん

大
だいがく

学は、教
きょういく

育基
きほんほう

本法の規
きて い

定する教
きょういく

育の一
いっぱんてき

般的法
ほうそく

則と

方
ほうほう

法に則
のっと

り、学
がくじゅつ

術の中
ちゅうしん

心として広
ひろ

く知
ち し き

識を授
さず

けるとともに、

深
ふか

くアジア太
たいへいよう

平洋に関
かん

する専
せんもん

門の学
がくげい

芸を教
きょうじゅ

授研
けんきゅう

究し、知
ち て き

的、

道
どうとくてき

徳的および応
おうようてき

用的能
のうりょく

力を展
てんかい

開させることを目
もくてき

的とする。

　（学
がくぶ

部）

第
だい

 ２条
じょう

　本
ほん

大
だいがく

学に、アジア太
たいへいよう

平洋学
がく ぶ

部および国
こくさい

際経
けいえい

営学
が く ぶ

部を置
お

く。

（中
ちゅうりゃく

略）

３ 　第
だい

１項
こう

に定
さだ

める学
がく ぶ

部の教
きょういく

育研
けんきゅうじょう

究上の目
もくてき

的は、次
つぎ

のとおりと

する。

　(1) 　アジア太
たいへいよう

平洋学
が く ぶ

部は、アジア太
たいへいよう

平洋地
ち い き

域の多
た よ う

様な政
せ い じ

治、 

経
けいざい

済、社
しゃかい

会、文
ぶ ん か

化等
など

に関
かん

する総
そうごうてき

合的な理
り か い

解にたち、国
こくさい

際

社
しゃかい

会、環
かんきょう

境と、観
かんこう

光等
など

に関
かん

する基
き そ

礎的
てき

および専
せんもんてき

門的知
ちし き

識を

修
しゅうとく

得し、言
げ ん ご

語能
のうりょく

力、コミュニケーション能
のうりょく

力、問
もんだい

題解
かいけつ

決

能
のうりょく

力を涵
かんよう

養し、アジア太
たいへいよう

平洋地
ちい き

域が直
ちょくめん

面する多
たよ う

様な諸
しょかだい

課題

を理
りか い

解することにより、アジア太
たいへいよう

平洋地
ちい き

域の持
じぞくてき

続的発
はってん

展と

共
きょうせい

生に貢
こうけん

献できる人
じんざい

材を育
いくせい

成することを目
もくてき

的とする。

　(2) 　国
こくさい

際経
けいえい

営学
がく ぶ

部は、マネジメントに関
かん

する基
き そ

礎的
てき

な知
ちし き

識を

伝
でんじゅ

授し、異
い ぶ ん か

文化コミュニケーション能
のうりょく

力を強
きょうか

化し、文
ぶん か

化の

多
たようせい

様性を維
い じ

持することを通
つう

じて、グローバル化
か

する企
きぎょう

業や

その他
ほか

組
そ し き

織における経
けいえいじょう

営上の諸
しょもんだい

問題の解
かいけつ

決のために活
かつやく

躍す

る、職
しょくぎょう

業倫
りん り

理を備
そな

えた人
じんざい

材を育
いくせい

成することを目
もくてき

的とする。

　（大
だいがくいん

学院）

第
だい

 ２条
じょう

の２　本
ほん

大
だいがく

学に、大
だいがくいん

学院アジア太
たいへいよう

平洋研
けんきゅうか

究科および経
けいえい

営

管
かん り

理研
けんきゅうか

究科を置
お

く。

（中
ちゅうりゃく

略）

３ 　第
だい

１項
こう

に定
さだ

める研
けんきゅうか

究科の教
きょういく

育研
けんきゅうじょう

究上の目
もくてき

的は、以
い か

下のとお

りとする。

　(1) 　アジア太
たいへいよう

平洋研
けんきゅうか

究科博
は く し

士前
ぜ ん き

期課
か て い

程アジア太
たいへい

平洋
ようがく

学専
せんこう

攻

は、アジア太
たいへいよう

平洋地
ちい き

域が発
はってん

展する上
うえ

で必
ひつよう

要となる国
こくさい

際関
かんけい

係、

社
しゃかい

会・文
ぶ ん か

化等
など

に関
かん

する専
せんもん

門領
りょういき

域の研
けんきゅう

究において高
たか

い水
すいじゅん

準

の関
かんしん

心を持
も

ち、高
こう ど

度な専
せんもんてき

門的技
ぎ の う

能と知
ち し き

識を有
ゆう

すると共
とも

に、

課
かだ い

題を実
じっせんてき

践的に解
かいけつ

決し、アジア太
たいへいよう

平洋地
ちい き

域の持
じぞくてき

続的発
はってん

展と

共
きょうせい

生に貢
こうけん

献する人
じんざい

材を育
いくせい

成することを目
もくてき

的とする。

　(2) 　アジア太
たいへいよう

平洋研
けんきゅうか

究科博
はく し

士前
ぜん き

期課
かて い

程国
こくさい

際協
きょうりょく

力政
せいさく

策専
せんこう

攻は、

アジア太
たいへいよう

平洋地
ち い き

域が発
はってん

展する上
うえ

で必
ひつよう

要となる行
ぎょうせい

政、環
かんきょう

境、

開
かいはつ

発、健
けんこう

康、観
かんこう

光等
など

に関
かん

する専
せんもん

門領
りょういき

域の研
けんきゅう

究において高
たか

い

水
すいじゅん

準の関
かんしん

心を持
も

ち、高
こう ど

度な専
せんもんてき

門的技
ぎの う

能と知
ちし き

識を有
ゆう

すると共
とも

に、課
か だ い

題を実
じっせんてき

践的に解
かいけつ

決し、アジア太
たいへいよう

平洋地
ち い き

域の持
じぞくてき

続的

発
はってん

展と共
きょうせい

生に貢
こうけん

献する人
じんざい

材を育
いくせい

成することを目
もくてき

的とする。

　(3) 　アジア太
たいへいよう

平洋研
けんきゅうか

究科博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程アジア太
たいへい

平洋
ようがく

学専
せんこう

攻は、

アジア太
たいへいよう

平洋地
ち い き

域が発
はってん

展する上
うえ

で必
ひつよう

要となる新
あら

たな学
がくもん

問

（領
りょういき

域）を切
き

り拓
ひら

く高
こ う ど

度な能
のうりょく

力を養
ようせい

成すると共
とも

に、アジア

太
たいへいよう

平洋地
ち い き

域の持
じ

続
ぞくてき

的発
はってん

展と共
きょうせい

生に貢
こうけん

献する研
けんきゅうしゃ

究者や博
は く し

士

学
が く い

位を有
ゆう

する高
こう ど

度専
せんもん

門職
しょくぎょうじん

業人を育
いくせい

成することを目
もくてき

的とす

る。

　(4) 　経
けいえい

営管
かん り

理研
けんきゅうか

究科修
しゅうし

士課
かて い

程経
けいえい

営管
かん り

理専
せんこう

攻は、マネジメント

に関
かん

する深
ふか

い理
りか い

解、職
しょくぎょう

業倫
りん り

理の深
ふか

い認
にんしき

識、ビジネスグロー

バリゼーションに対
たい

する深
ふか

い洞
どうさつりょく

察力をもって、グローバ

ル化
か

する企
きぎょう

業やその他
ほか

組
そ し き

織における経
けいえいじょう

営上の諸
しょもんだい

問題の解
かいけつ

決

のために中
ちゅうしんてき

心的な役
やくわり

割を担
にな

う創
そうぞうてき

造的な総
そうごうてき

合的マネジメント

人
じんざい

材またはリーダーを育
いくせい

成することを目
もくてき

的とする。

　（学
がっき

期）

第
だい

８条
じょう

　１年
ねんかん

間の学
がっ き

期は次
つぎ

のとおりとする。

　　　　春
はる

セメスター期
き

　４月
がつ

１日
にち

から９月
がつ

20日
にち

まで

　　　　秋
あき

セメスター期
き

　９月
がつ

21日
にち

から翌
よくとし

年の３月
がつ

31日
にち

まで

　（休
きゅうぎょうび

業日）

第
だい

９条
じょう

　休
きゅうぎょうび

業日を次
つぎ

のとおりとする。

　(1)　日
にちようび

曜日および土
ど よ う び

曜日

　(2) 　「国
こくみん

民の祝
しゅくじつ

日に関
かん

する法
ほうりつ

律」で定
さだ

める日
ひ

のうち学
がくちょう

長が定
さだ

め

る日
ひ

　(3)　夏
か き

期休
きゅうか

暇

　(4)　冬
とうき

期休
きゅうか

暇

　(5)　春
しゅんき

期休
きゅうか

暇

２ 　必
ひつよう

要がある場
ばあい

合は、学
がくちょう

長は、前
ぜんこう

項の休
きゅうぎょうび

業日を臨
りんじ

時に変
へんこう

更する

ことができる。

３ 　第
だい

１項
こう

に定
さだ

めるもののほか、学
がくちょう

長は、臨
りんじ

時の休
きゅうぎょうび

業日を定
さだ

める

ことができる。

　（修
しゅうぎょう

業年
ねんげん

限および標
ひょうじゅん

準 修
しゅうぎょう

業年
ねんげん

限）

第
だい

 10条
じょう

　学
がく ぶ

部の修
しゅうぎょう

業年
ねんげん

限は４年
ねん

、大
だいがくいん

学院の博
はく し

士前
ぜん き

期課
かて い

程および

修
しゅうし

士課
か て い

程の標
ひょうじゅん

準 修
しゅうぎょう

業年
ねんげん

限は２年
ねん

、大
だいがくいん

学院の博
はく し

士後
こ う き

期課
か て い

程の

標
ひょうじゅん

準 修
しゅうぎょう

業年
ねんげん

限は３年
ねん

とする。

　（在
ざいがく

学年
ねんげん

限）

第
だい

 10条
じょう

の２　学
がく ぶ

部の在
ざいがく

学年
ねんげん

限は８年
ねん

、大
だいがくいん

学院の博
はく し

士前
ぜん き

期課
かて い

程お

よび修
しゅうし

士課
かて い

程の在
ざいがく

学年
ねんげん

限は４年
ねん

、大
だいがくいん

学院の博
はくし

士後
こう き

期課
かて い

程の在
ざいがく

学

年
ねんげん

限は６年
ねん

とする。

２ 　第
だい

14条
じょう

第
だい

１項
こう

または第
だい

14条
じょう

の２の規
きて い

定により入
にゅうがく

学した学
がくせい

生

は、学
がっこう

校教
きょういくほう

育法第
だい

88条
じょう

に定
さだ

める修
しゅうぎょう

業年
ねんげん

限に通
つうさん

算された期
きかん

間を

含
ふく

めて、前
ぜんこう

項の在
ざいがく

学年
ねんげん

限を超
こ

えて在
ざいがく

学することはできない。

３ 　第
だい

１項
こう

において、再
さいにゅうがく

入学の場
ばあい

合は退
たいがくまえ

学前の在
ざいがく

学期
きか ん

間を通
つうさん

算す

る。

４ 　第
だい

１項
こう

および前
ぜんこう

項にかかわらず、再
さいにゅうがく

入学した大
だいがくいん

学院博
はく し

士後
こう き

期

課
かて い

程の学
がくせい

生の在
ざいがく

学年
ねんげん

限は、退
たいがく

学から再
さいにゅうがく

入学までの期
きか ん

間を含
ふく

め、

６年
ねん

を上
じょうげん

限とする。

立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学学
がくそく

則（一
いちぶばっすい

部抜粋）

－52－

Ⅱ
.  入に

ゅ
う
が
く
て
つ
づ
き
き
ん

学
手
続
金

Ⅳ
.  A
PU
 と
日に
ほ
ん 本
で
の
生せ
い
か
つ 活

Ⅲ
.  授じ

ゅ
ぎ
ょ
う 業
の
ま
え
に

Ⅱ
.  A
PU
 で
の
学が
く
し
ゅ
う 修

Ⅰ
.  A
P 
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

Ⅳ
.  A
PU
 と
日に
ほ
ん 本
で
の
生せ
い
か
つ 活



　（入
にゅうがく

学の時
じ き

期）

第
だい

11条
じょう

　本
ほん

大
だいがく

学の入
にゅうがく

学時
じ き

期は、毎
まいとし

年４月
がつ

および９月
がつ

とする。

　（入
にゅう

学
がく

の資
し

格
かく

）

第
だい

 12条
じょう

　本
ほん

大
だい

学
がく

の学
がく

部
ぶ

に入
にゅう

学
がく

することができる者
もの

は、次
つぎ

の各
かく

号
ごう

の一
いち

に該
がい

当
とう

する資
し

格
かく

を有
ゆう

し、かつ本
ほん

大
だい

学
がく

の入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

に合
ごう

格
かく

した

者
もの

とする。

　（1）　高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

または中
ちゅう

等
とう

教
きょう

育
いく

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

した者
もの

　（2） 　通
つう

常
じょう

の課
か

程
てい

による12年
ねん

の学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

を修
しゅう

了
りょう

した者
もの

または

通
つう

常
じょう

の課
か

程
てい

以
い

外
がい

の課
か

程
てい

によりこれに相
そう

当
とう

する学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

を

修
しゅう

了
りょう

した者
もの

　（3） 　外
がい

国
こく

において、学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

における12年
ねん

の課
か

程
てい

を修
しゅう

了
りょう

し

た者
もの

またはこれに準
じゅん

ずる者
もの

で文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

大
だい

臣
じん

の指
し

定
てい

した者
もの

　（4） 　文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

大
だい

臣
じん

が高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

の課
か

程
てい

と同
どう

等
とう

の課
か

程
てい

を有
ゆう

するも

のと認
にん

定
てい

した在
ざい

外
がい

教
きょう

育
いく

施
し

設
せつ

の当
とう

該
がい

課
か

程
てい

を修
しゅう

了
りょう

した者
もの

　（5） 　文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

大
だい

臣
じん

の指
し

定
てい

した者
もの

　（6） 　高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

程
てい

度
ど

認
にん

定
てい

試
し

験
けん

規
き

則
そく

による高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

程
てい

度
ど

認
にん

定
てい

試
し

験
けん

に合
ごう

格
かく

した者
もの

（大
だい

学
がく

入
にゅう

学
がく

資
し

格
かく

検
けん

定
てい

規
き

程
てい

による

大
だい

学
がく

入
にゅう

学
がく

資
し

格
かく

検
けん

定
てい

に合
ごう

格
かく

した者
もの

を含
ふく

む。）

　（7） 　専
せん

修
しゅう

学
がっ

校
こう

の高
こう

等
とう

課
か

程
てい

（修
しゅ

業
ぎょう

年
ねん

限
げん

が３年
ねん

以
い

上
じょう

であること、

その他
た

の文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

大
だい

臣
じん

が定
さだ

める基
き

準
じゅん

を満
み

たす者
もの

に限
かぎ

る。）

で文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

大
だい

臣
じん

が別
べつ

に指
し

定
てい

するものを文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

大
だい

臣
じん

が定
さだ

め

る日
ひ

以
い

後
ご

に修
しゅう

了
りょう

した者
もの

　（8） 　個
こ

別
べつ

の入
にゅう

学
がく

資
し

格
かく

審
しん

査
さ

により、高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

した者
もの

と同
どう

等
とう

以
い

上
じょう

の学
がく

力
りょく

があると学
がく

長
ちょう

が認
みと

めた者
もの

で18歳
さい

に達
たっ

した者
もの

第
だい

 12条
じょう

の２　本
ほん

大
だい

学
がく

大
だい

学
がく

院
いん

の博
はく し

士前
ぜん

期
き

課
か

程
てい

または修
しゅう

士
し

課
か

程
てい

に入
にゅう

学
がく

することができる者
もの

は、次
つぎ

の各
かく

号
ごう

の一
いち

に該
がい

当
とう

する資
し

格
かく

を有
ゆう

し、かつ本
ほん

大
だい

学
がく

の入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

に合
ごう

格
かく

した者
もの

とする。

　（1） 　学
がく

士
し

の学
がく

位
い

を有
ゆう

する者
もの

または大
だい

学
がく

もしくは専
せん

門
もん

職
しょく

大
だい

学
がく

を卒
そつ

業
ぎょう

した者
もの

　（2） 　外
がい

国
こく

において、学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

における16年
ねん

の課
か

程
てい

を修
しゅう

了
りょう

し

た者
もの

　（3） 　外
がい

国
こく

の学
がっ

校
こう

が行
おこな

う通
つう

信
しん

教
きょう

育
いく

における授
じゅ

業
ぎょう

科
か

目
もく

を日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

において履
り

修
しゅう

することにより当
とう

該
がい

外
がい

国
こく

の学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

にお

ける16年
ねん

の課
か

程
てい

を修
しゅう

了
りょう

した者
もの

　（4） 　日
に

本
ほん

において、外
がい

国
こく

の大
だい

学
がく

の課
か

程
てい

を有
ゆう

するものとして当
とう

該
がい

外
がい

国
こく

の学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

制
せい

度
ど

において位
い

置
ち

付
づ

けられた教
きょう

育
いく

施
し

設
せつ

であって、文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

大
だい

臣
じん

が別
べつ

に指
し

定
てい

した当
とう

該
がい

教
きょう

育
いく

課
か

程
てい

を

修
しゅう

了
りょう

した者
もの

　（5）　文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

大
だい

臣
じん

の指
し

定
てい

した者
もの

　（6） 　外
がい

国
こく

の大
だい

学
がく

その他
た

の外
がい

国
こく

の学
がっ

校
こう

において、修
しゅ

業
ぎょう

年
ねん

限
げん

が

３年
ねん

以
い

上
じょう

である課
か

程
てい

を修
しゅう

了
りょう

すること（当
とう

該
がい

外
がい

国
こく

の学
がっ

校
こう

が行
おこな

う通
つう

信
しん

教
きょう

育
いく

における授
じゅ

業
ぎょう

科
か

目
もく

を我
わ

が国
くに

において履
り

修
しゅう

する

ことにより当
とう

該
がい

課
か

程
てい

を修
しゅう

了
りょう

することおよび当
とう

該
がい

外
がい

国
こく

の学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

制
せい

度
ど

において位
い

置
ち

付
づ

けられた教
きょう

育
いく

施
し

設
せつ

であって第
だい

４号
ごう

の指
し

定
てい

を受
う

けたものにおいて課
か

程
てい

を修
しゅう

了
りょう

することを含
ふく

む。）により、学
がく

士
し

の学
がく

位
い

に相
そう

当
とう

する学
がく

位
い

を授
じゅ

与
よ

された者
もの

　（7） 　個
こ

別
べつ

の入
にゅう

学
がく

資
し

格
かく

審
しん

査
さ

により、大
だい

学
がく

を卒
そつ

業
ぎょう

した者
もの

と同
どう

等
とう

以
い

上
じょう

の学
がく

力
りょく

があると学
がく

長
ちょう

が認
みと

めた者
もの

で、22歳
さい

に達
たっ

した者
もの

２ 　本
ほん

大
だい

学
がく

大
だい

学
がく

院
いん

の博
はく し

士後
こう

期
き

課
か

程
てい

に入
にゅう

学
がく

することができる者
もの

は、

次
つぎ

の各
かく

号
ごう

の一
いち

に該
がい

当
とう

する資
し

格
かく

を有
ゆう

し、かつ、本
ほん

大
だい

学
がく

の入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

に合
ごう

格
かく

した者
もの

とする。

　（1） 　修
しゅう

士
し

の学
がく

位
い

または学
がく

位
い

規
き

則
そく

に規
き

定
てい

する専
せん

門
もん

職
しょく

の学
がく

位
い

を有
ゆう

する者
もの

　（2） 　外
がい

国
こく

において前
ぜん

号
ごう

の学
がく

位
い

に相
そう

当
とう

する学
がく

位
い

を授
じゅ

与
よ

された者
もの

　（3） 　外
がい

国
こく

の学
がっ

校
こう

が行
おこな

う通
つう

信
しん

教
きょう

育
いく

における授
じゅ

業
ぎょう

科
か

目
もく

を日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

において履
り

修
しゅう

し、第
だい

1号
ごう

の学
がく

位
い

に相
そう

当
とう

する学
がく

位
い

を授
じゅ

与
よ

さ

れた者
もの

　（4） 　日
に

本
ほん

において、外
がい

国
こく

の大
だい

学
がく

の課
か

程
てい

を有
ゆう

するものとして当
とう

該
がい

外
がい

国
こく

の学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

制
せい

度
ど

において位
い

置
ち

付
づ

けられた教
きょう

育
いく

施
し

設
せつ

であって、文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

大
だい

臣
じん

が別
べつ

に指
し

定
てい

した当
とう

該
がい

教
きょう

育
いく

課
か

程
てい

を

修
しゅう

了
りょう

し、第
だい

1号
ごう

の学
がく

位
い

に相
そう

当
とう

する学
がく

位
い

を授
じゅ

与
よ

された者
もの

　（5）　文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

大
だい

臣
じん

の指
し

定
てい

した者
もの

　（6） 　個
こ

別
べつ

の入
にゅう

学
がく

資
し

格
かく

審
しん

査
さ

により、大
だい

学
がく

を卒
そつ

業
ぎょう

した者
もの

と同
どう

等
とう

以
い

上
じょう

の学
がく

力
りょく

があると学
がく

長
ちょう

が認
みと

めた者
もの

で、24歳
さい

に達
たっ

した者
もの

　（入
にゅうがく

学手
てつづき

続および入
にゅうがく

学許
きょ か

可）

第
だい

 13条
じょう

の３　合
ごうかく

格通
つ う ち

知を受
う

けた者
もの

は、指
し て い

定された期
き じ つ

日までに

入
にゅうがく

学手
てつづき

続書
しょるい

類を提
ていしゅつ

出するとともに、所
しょてい

定の入
にゅうがく

学金
きん

および

授
じゅぎょうりょう

業料を納
のうふ

付しなければならない。

２ 　前
ぜんこう

項のほか、入
にゅうがく

学時
じ

にAPハウスに入
にゅうりょう

寮する者
もの

は、指
してい

定された

期
きじつ

日までに所
しょてい

定の寮
りょうひ

費を納
のうふ

付しなければならない。

３ 　前
まえ

２項
こう

の入
にゅうがく

学手
てつづき

続を完
かんりょう

了した者
もの

に、学
がくちょう

長が入
にゅうがく

学を許
きょ か

可する。

第
だい

 14条
じょう

　学
がく

長
ちょう

は、本
ほん

大
だい

学
がく

の学
がく

部
ぶ

に編
へん

入
にゅう

学
がく

、転
てん

入
にゅう

学
がく

および学
がく

士
し

入
にゅう

学
がく

を希
き

望
ぼう

する者
もの

があるときは、選
せん

考
こう

のうえ、相
そう

当
とう

年
ねん

次
じ

に入
にゅう

学
がく

を許
きょ

可
か

することができる。

２ 　本
ほん

大
だい

学
がく

の２年
ねん

次
じ

または３年
ねん

次
じ

に編
へん

入
にゅう

学
がく

することができる者
もの

は、次
つぎ

の各
かく

号
ごう

の一
いち

に該
がい

当
とう

する者
もの

でなければならない。

　（1） 　専
せん

門
もん

職
しょく

短
たん

期
き

大
だい

学
がく

を卒
そつ

業
ぎょう

した者
もの

、前
ぜん

期
き

課
か

程
てい

および後
こう

期
き

課
か

程
てい

に区
く

分
ぶん

している専
せん

門
もん

職
しょく

大
だい

学
がく

の前
ぜん

期
き

課
か

程
てい

を修
しゅう

了
りょう

した者
もの

、また

は短
たん

期
き

大
だい

学
がく

（外
がい

国
こく

の短
たん

期
き

大
だい

学
がく

、我
わ

が国
くに

における、外
がい

国
こく

の短
たん

期
き

大
だい

学
がく

相
そう

当
とう

として指
し

定
てい

された学
がっ

校
こう

（文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

大
だい

臣
じん

指
し

定
てい

外
がい

国
こく

大
だい

学
がく

（短
たん

期
き

大
だい

学
がく

相
そう

当
とう

）日
に

本
ほん

校
こう

）を含
ふく

む。）を卒
そつ

業
ぎょう

した者
もの

　（2）　高
こう

等
とう

専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

した者
もの

　（3） 　専
せん

修
しゅう

学
がっ

校
こう

の専
せん

門
もん

課
か

程
てい

（修
しゅ

業
ぎょう

年
ねん

限
げん

が２年
ねん

以
い

上
じょう

、総
そう

授
じゅ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

数
すう

が1,700時
じ

間
かん

以
い

上
じょう

または62単
たん

位
い

以
い

上
じょう

であるものに限
かぎ

る。）を終
しゅう

了
りょう

した者
もの

　（4） 　修
しゅ

業
ぎょう

年
ねん

限
げん

が2年
ねん

以
い

上
じょう

その他
た

の文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

大
だい

臣
じん

が定
さだ

める基
き

準
じゅん

を満
み

たす高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

専
せん

攻
こう

科
か

修
しゅう

了
りょう

者
しゃ

３ 　本
ほん

大
だい

学
がく

の２年
ねん

次
じ

または３年
ねん

次
じ

に転
てん

入
にゅう

学
がく

することができる者
もの

は、次
つぎ

の各
かく

号
ごう

の一
いち

に該
がい

当
とう

する者
もの

でなければならない。

　（1）　２年
ねん

次
じ

　 　 大
だい

学
がく

または専
せん

門
もん

職
しょく

大
だい

学
がく

（外
がい

国
こく

の大
だい

学
がく

を含
ふく

む。）に１年
ねん

以
い

上
じょう

在
ざい

学
がく

し、30単
たん

位
い

以
い

上
じょう

修
しゅう

得
とく

した者
もの

　（2）　３年
ねん

次
じ

　 　 大
だい

学
がく

または専
せん

門
もん

職
しょく

大
だい

学
がく

（外
がい

国
こく

の大
だい

学
がく

を含
ふく

む。）に２年
ねん

以
い

上
じょう

－53－

Ⅲ
.  授 じ

ゅ
ぎ
ょ
う

業
の
ま
え
に

Ⅱ
.  APU で

の
学 が
く
し
ゅ
う

修
Ⅳ
.  APU と

日 に
ほ
ん本で
の
生 せ
い
か
つ

活
Ⅰ
.  AP ハ

ウ
ス
に
つ
い
て



在
ざい

学
がく

し、60単
たん

位
い

以
い

上
じょう

修
しゅう

得
とく

した者
もの

　（授
じゅぎょう

業方
ほうほう

法）

第
だい

 15条
じょう

の８　授
じゅぎょう

業は、講
こう ぎ

義、演
えんしゅう

習、実
じっけん

験、実
じっしゅう

習もしくは実
じつ ぎ

技の

いずれか、またはこれらの併
へいよう

用により行
おこな

う。

第
だい

 15条
じょう

の９　文
もんぶかがくだいじん

部科学大臣が別
べつ

に定
さだ

めるところにより、授
じゅぎょう

業

科
かも く

目を多
たよ う

様なメディアを高
こうど

度に利
りよう

用して、当
とうがい

該授
じゅぎょう

業を行
おこな

う教
きょうしつ

室

等
など

以
いが い

外の場
ばし ょ

所（外
がいこく

国を含
ふく

む）で履
りしゅう

修させることができる。

２ 　前
ぜんこう

項の授
じゅぎょう

業方
ほうほう

法により修
しゅうとく

得する単
たんいすう

位数は、60単
たん い

位を超
こ

えて

はならない。

第
だい

 15条
じょう

の10　第
だい

15条
じょう

の８の授
じゅぎょう

業を、外
がいこく

国において履
りしゅう

修させるこ

とができる。

第
だい

 15条
じょう

の11　文
もんぶかがくだいじん

部科学大臣が別
べつ

に定
さだ

めるところにより、第
だい

15条
じょう

の８の授
じゅぎょう

業の一
いち ぶ

部を、校
こうしゃ

舎および附
ふぞく

属施
しせ つ

設以
いが い

外の場
ばし ょ

所で行
おこな

うこ

とができる。

　（単
たんい

位計
けいさん

算方
ほうほう

法）

第
だい

 16条
じょう

　授
じゅぎょう

業科
か も く

目の単
たんいすう

位数は、１単
た ん い

位あたり45時
じ か ん

間の学
がくしゅう

修を

必
ひつよう

要とする内
ないよう

容をもって構
こうせい

成することを標
ひょうじゅん

準とし、授
じゅぎょう

業の方
ほうほう

法

に応
おう

じ次
つぎ

の基
きじゅん

準による。

　(1) 　講
こうぎ

義および演
えんしゅう

習は、15時
じかん

間の授
じゅぎょう

業をもって１単
たんい

位とする。

ただし、言
げん ご

語教
きょういくかもく

育科目は、30時
じか ん

間の授
じゅぎょう

業をもって１単
たん い

位と

する。

　(2) 　実
じっしゅう

習、実
じっけん

験および実
じつ ぎ

技は、30時
じか ん

間から45時
じか ん

間までの授
じゅぎょう

業

をもって１単
たんい

位とする。

　(3) 　一
ひと

つの授
じゅぎょう

業科
かも く

目について、講
こう ぎ

義、演
えんしゅう

習、実
じっけん

験、実
じっしゅう

習また

は実
じつ ぎ

技のうち二
ふた

つ以
いじょう

上の方
ほうほう

法により行
おこな

う場
ば あ い

合については、

その組
く

み合
あ

わせに応
おう

じて、前
まえ

２号
ごう

に規
きて い

定する基
きじゅん

準を考
こうりょ

慮し

て、教
きょうじゅかい

授会の定
さだ

める時
じかん

間の授
じゅぎょう

業をもって１単
たんい

位とする。

２ 　前
ぜんこう

項の規
きて い

定にかかわらず、卒
そつぎょう

業論
ろんぶん

文の授
じゅぎょう

業科
かもく

目については、

これらの学
がくしゅう

修の成
せい か

果を評
ひょうか

価して単
たんい

位を授
じゅよ

与することが適
てきせつ

切と認
みと

められる場
ばあい

合には、これらに必
ひつよう

要な学
がくしゅう

修等
など

を考
こうりょ

慮して、教
きょうじゅかい

授会

が単
たんいすう

位数を定
さだ

めることができる。

　（単
たんい

位の授
じゅよ

与）

第
だい

 17条
じょう

　授
じゅぎょう

業科
か も く

目を履
りしゅう

修し、その試
しけ ん

験に合
ごうかく

格した者
もの

には、所
しょてい

定

の単
たん い

位を授
じゅよ

与する。

　（他
た

大
だいがく

学等
など

における授
じゅぎょう

業科
かも く

目の履
りしゅう

修等
など

）

第
だい

 18条
じょう

　本
ほん

大
だいがく

学が教
きょういくじょう

育上有
ゆうえき

益と認
みと

めるときは、他
ほか

の大
だいがく

学、

専
せんもんしょく

門職大
だいがく

学、短
たん き

期大
だいがく

学または専
せんもんしょく

門職短
たん き

期大
だいがく

学との協
きょうぎ

議に基
もと

づ

き、学
がくせい

生に当
とうがい

該他
た

大
だいがく

学等
など

の授
じゅぎょう

業科
か も く

目を履
りしゅう

修させることができ

る。

２ 　前
ぜんこう

項の規
きて い

定により履
りしゅう

修した授
じゅぎょう

業科
か も く

目について修
しゅうとく

得した単
たん

位
い

については、60単
た ん い

位を超
こ

えない範
は ん い

囲で本
ほん

大
だいがく

学における授
じゅぎょう

業

科
かも く

目の履
りしゅう

修により修
しゅうとく

得したものとみなすことができる。

３ 　前
まえ

２項
こう

の規
きて い

定は、学
がくせい

生が外
がいこく

国の大
だいがく

学または短
たんき

期大
だいがく

学（専
せんもんしょく

門職

大
だいがく

学または専
せんもんしょく

門職短
たん き

期大
だいがく

学に相
そうとう

当する外
がいこく

国の大
だいがく

学を含
ふく

む。）に

留
りゅうがく

学する場
ばあい

合について準
じゅんよう

用する。

　（大
だいがく

学以
いが い

外の教
きょういく

育施
しせ つ

設等
など

における学
がくしゅう

修）

第
だい

 19条
じょう

　本
ほん

大
だいがく

学が教
きょういくじょう

育上有
ゆうえき

益と認
みと

めるときは、学
がくせい

生が行
おこな

う短
たん き

期

大
だいがく

学または高
こうとう

等専
せんもん

門学
がっこう

校の専
せんこうか

攻科における学
がくしゅう

修その他
ほか

文
も ん ぶ

部

科
かが く

学大
だいじん

臣が定
さだ

める学
がくしゅう

修を、本
ほん

大
だいがく

学における授
じゅぎょう

業科
かも く

目の履
りしゅう

修とみ

なし、単
たんい

位を与
あた

えることができる。

２ 　前
ぜんこう

項により与
あた

えることができる単
たんいすう

位数は、前
ぜんじょう

条第
だい

２項
こう

および

第
だい

３項
こう

により本
ほん

大
だいがく

学において修
しゅうとく

得したものとみなす単
たんいすう

位数と

合
あ

わせて60単
たんい

位を超
こ

えてはならない。

　（入
にゅうがくまえ

学前の履
りしゅう

修単
たん い

位等
など

の認
にんてい

定）

第
だい

 20条
じょう

　本
ほん

大
だい

学
がく

が教
きょういくじょう

育上有
ゆうえき

益と認
みと

めるときは、学
がくせい

生が本
ほん

大
だいがく

学に

入
にゅうがく

学する前
まえ

に大
だいがく

学、専
せんもんしょく

門職大
だいがく

学、短
たん き

期大
だいがく

学または専
せんもんしょく

門職短
たん き

期

大
だいがく

学（いずれも外
がいこく

国の大
だい

学
がく

を含
ふく

む。）において履
りしゅう

修した授
じゅぎょう

業

科
か も く

目について修
しゅうとく

得した単
たん い

位（科
かも く

目等
とう

履
りしゅうせい

修生制
せい ど

度により修
しゅうとく

得し

た単
たん い

位を含
ふく

む。）を、本
ほん

大
だいがく

学に入
にゅうがく

学した後
あと

における授
じゅぎょう

業科
かも く

目の

履
りしゅう

修により修
しゅうとく

得したものとみなすことができる。

２ 　本
ほん

大
だいがく

学が教
きょういくじょう

育上有
ゆうえき

益と認
みと

めるときは、学
がくせい

生が本
ほん

大
だいがく

学に入
にゅうがく

学

する前
まえ

に行
おこな

った前
ぜんじょう

条第
だい

１項
こう

に規
きて い

定する学
がくしゅう

修を、本
ほん

大
だいがく

学における

授
じゅぎょう

業科
かも く

目の履
りしゅう

修とみなし、単
たんい

位を与
あた

えることができる。

３ 　編
へんにゅうがく

入学、転
てんにゅうがく

入学、学
がくし

士入
にゅうがく

学および再
さいにゅうがく

入学の場
ばあい

合を除
のぞ

き、前
まえ

２

項
こう

により修
しゅうとく

得したものとみなし、または与
あた

えることのできる

単
たんいすう

位数は、30単
たんい

位を超
こ

えてはならない。

４ 　編
へんにゅうがく

入学、転
てんにゅうがく

入学、学
がく し

士入
にゅうがく

学および再
さいにゅうがく

入学の場
ばあ い

合を除
のぞ

き、本
ほん

大
だいがく

学において修
しゅうとく

得した単
たん い

位以
いが い

外のものについては、第
だい

18条
じょう

お

よび前
ぜんじょう

条第
だい

１項
こう

、第
だい

２項
こう

により本
ほん

大
だいがく

学において 修
しゅうとく

得したもの

とみなす単
たんいすう

位数と合
あ

わせて60単
たんい

位を超
こ

えてはならない。

　（ 大
だいがくいん

学院の他
た

大
だいがく

学等
など

における授
じゅぎょう

業科
かも く

目の 履
りしゅう

修等
など

および入
にゅうがくまえ

学前の

履
りしゅう

修単
たん い

位等
など

の認
にんてい

定）

第
だい

 21条
じょう

の２　第
だい

18条
じょう

および第
だい

20条
じょう

の規
きて い

定は、本
ほん

大
だいがくいん

学院において

は、授
じゅぎょう

業科
かも く

目を大
だいがくいん

学院の授
じゅぎょう

業科
かも く

目と読
よ

み替
か

えて準
じゅんよう

用する。また、

第
だい

18条
じょう

第
だい

２項
こう

および第
だい

20条
じょう

第
だい

３項
こう

に60単
たん い

位とあるのは10単
たん い

位

と読
よ

み替
か

えて準
じゅんよう

用する。

　（編
へんにゅうがく

入学、転
てんにゅうがく

入学および学
がくし

士入
にゅうがく

学の単
たん い

位認
にんてい

定）

第
だい

 21条
じょう

の３　編
へんにゅう

入学
がくしゃ

者、転
てんにゅう

入学
がくしゃ

者または学
がく し

士入
にゅうがくしゃ

学者にあっては、

第
だい

20条
じょう

の規
き て い

定により、入
にゅうがく

学以
い ぜ ん

前の大
だいがく

学等
など

において修
しゅうとく

得した

単
たん い

位のうち、２年
ねん

次
じ

入
にゅうがくしゃ

学者にあっては30単
たん い

位、３年
ねん

次
じ

入
にゅうがくしゃ

学 者

にあっては62単
たんい

位を超
こ

えない範
はんい

囲で、本
ほん

大
だい

学
がく

において 履
りしゅう

修し、

修
しゅうとく

得したものとみなすことができる。

第
だい

 21条
じょう

の４　本
ほん

大
だいがくいん

学院への編
へんにゅう

入学
がくしゃ

者、転
てんにゅう

入学
がくしゃ

者にあっては、第
だい

21条
じょう

の２の規
きて い

定により、入
にゅうがく

学する前
まえ

に大
だいがくいん

学院において修
しゅうとく

得し

た授
じゅぎょう

業科
かも く

目のうち、本
ほん

大
だいがくいん

学院の修
しゅうりょう

了に必
ひつよう

要な単
たんいすう

位数の２分
ぶん

の１

を超
こ

えない範
はんい

囲で、本
ほん

大
だいがくいん

学院において履
りしゅう

修し、修
しゅうとく

得したものと

みなすことができる。
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　（履
りしゅう

修登
とうろく

録上
じょうげん

限単
たんいすう

位数）

第
だい

 22条
じょう

の２　学
がくせい

生が１年
ねんかん

間または１セメスターに履
りしゅう

修登
とうろく

録でき

る単
たんいすう

位数の上
じょうげん

限は、立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学教
きょうむ

務規
き て い

程に定
さだ

め

る。

　（休
きゅうがく

学）

第
だい

 24条
じょう

　病
びょうき

気、経
けいざいてき

済的事
じじょう

情、海
かいがい

外渡
と こ う

航、その他
ほか

やむをえない

理
りゆ う

由により３か月
げつ

を超
こ

えて学
がくぎょう

業を継
けいぞく

続することができない者
もの

は、休
きゅうがく

学を願
ねが

い出
で

ることができる。

２ 　休
きゅうがく

学を願
ねが

い出
で

る者
もの

は、申
しんせい

請時
じ

に休
きゅうがく

学審
しん さ

査・事
じ む

務手
てす う

数料
りょう

および

在
ざいせきりょう

籍料を納
おさ

めなければならない。

３ 　休
きゅうがく

学を願
ねが

い出
で

た者
もの

に対
たい

して、学
がくちょう

長は、学
がくせい

生委
いいんかい

員会の議
ぎ

を経
へ

て、

休
きゅうがく

学を許
きょ か

可することができる。

４ 　学
がくちょう

長は伝
でんせんびょう

染病またはその他
ほか

の病
びょうき

気のため、大
だいがく

学での学
がくしゅう

修が

適
てきとう

当でないと認
みと

められる者
もの

に対
たい

しては、休
きゅうがく

学を命
めい

ずることがで

きる。

５　休
きゅうがく

学期
きか ん

間は、セメスター期
き

を単
たん い

位とする。

６ 　休
きゅうがく

学期
きか ん

間は、引
ひ

き続
つづ

いて４セメスター期
き

を超
こ

えることができ

ない。ただし、特
とくべつ

別の事
じゆ う

由がある場
ばあい

合は、引
ひ

き続
つづ

きさらに４セ

メスター期
き

の範
はんいない

囲内で休
きゅうがく

学を許
きょ か

可することがある。

７　休
きゅうがく

学期
きか ん

間は、在
ざいがく

学期
きか ん

間に算
さんにゅう

入しない。

８ 　休
きゅうがく

学する者
もの

は、休
きゅうがく

学期
きか ん

間に応
おう

じて在
ざいせきりょう

籍料を納
おさ

めなければなら

ない。

　（復
ふくがく

学）

第
だい

 24条
じょう

の２　休
きゅうがく

学している者
もの

が復
ふくがく

学を願
ねが

い出
で

たときは、学
がくちょう

長は、

学
がくせい

生委
いいんかい

員会の議
ぎ

を経
へ

て、復
ふくがく

学を許
きょ か

可することができる。

　（退
たいがく

学の許
きょ か

可）

第
だい

 24条
じょう

の３　退
たいがく

学しようとする者
もの

は、学
がくちょう

長の許
きょ か

可を得
え

なければ

ならない。

　（再
さいにゅうがく

入学）

第
だい

 24条
じょう

の４　退
たいがく

学になった者
もの

が再
さいにゅうがく

入学を願
ねが

い出
で

たときは、学
がくせい

生

委
いいんかい

員会の議
ぎ

を経
へ

て、学
がくちょう

長はこれを許
きょか

可することができる。ただ

し、第
だい

32条
じょう

の３により退
たいがくしょぶん

学処分となった者
もの

の再
さいにゅうがく

入学は認
みと

めな

い。

２ 　前
ぜんこう

項にかかわらず、退
たいがく

学日
び

を含
ふく

むセメスター期
き

の最
さいしゅうび

終日の

翌
よくじつ

日から起
きさ ん

算して３年
ねんかん

間を経
けい か

過した以
いこ う

降は、再
さいにゅうがく

入学を認
みと

めな

い。

３ 　再
さいにゅうがく

入学を願
ねが

い出
で

る者
もの

は、申
しんせい

請時
じ

に再
さいにゅうがく

入学審
しん さ

査・事
じ む

務手
てすうりょう

数料を

納
おさ

めなければならない。

４ 　再
さいにゅうがく

入学の許
きょ か

可を受
う

けた者
もの

は、指
して い

定された期
きじ つ

日までに所
しょてい

定の

入
にゅうがく

学金
きん

を納
のう ふ

付しなければならない。

　（転
てんがく

学）

第
だい

 25条
じょう

　学
がくせい

生が他
ほか

の大
だいがく

学または専
せんもんしょく

門職大
だいがく

学に転
てんがく

学を志
しが ん

願すると

きは、学
がくせい

生委
いいんかい

員会の議
ぎ

を経
へ

て、学
がくちょう

長がこれを許
きょか

可することがで

きる。

　（転
てんせき

籍）

第
だい

 26条
じょう

　学
がく ぶ

部の学
がくせい

生で他
ほか

の学
がく ぶ

部に転
てんせき

籍を志
しが ん

願する者
もの

については、

２回
かいせい

生または３回
かいせい

生から同
おな

じ回
かいせい

生への転
てんせき

籍に限
かぎ

り、教
きょうがく

学委
いいんかい

員会

の議
ぎ

を経
へ

て、学
がくちょう

長がこれを許
きょか

可することがある。

２ 　大
だいがくいん

学院の学
がくせい

生で他
ほか

の専
せんこう

攻に転
てんせき

籍を志
しが ん

願する者
もの

については、第
だい

２セメスターから同
おな

じセメスターへの転
てんせき

籍に限
かぎ

り、教
きょうがく

学委
いいんかい

員会

の議
ぎ

を経
へ

て、学
がくちょう

長がこれを許
きょか

可することがある。ただし、他
ほか

の

研
けんきゅうか

究科への転
てんせき

籍は認
みと

めない。

３ 　転
てんせき

籍を願
ねが

い出
で

る者
もの

は、申
しんせい

請時
じ

に転
てんせき

籍選
せんこう

考手
てすうりょう

数料を納
おさ

めなけれ

ばならない。

　（留
りゅうがく

学）

第
だい

 26条
じょう

の２　学
がくせい

生が、日
にほんこくない

本国内または国
こくがい

外の大
だいがく

学もしくはそれ

に相
そうとう

当する国
こくがい

外の高
こうとうきょういくきかん

等教育機関で、本
ほんがく

学との協
きょうてい

定または合
ごうい

意に

もとづき、正
せいき

規の授
じゅぎょう

業等
など

を受
う

けること（以
い か

下、「留
りゅうがく

学」という）

を志
しがん

願するときは、これを許
きょか

可することがある。

第
だい

 27条
じょう

　留
りゅうがく

学を志
しが ん

願する者
もの

があったときは、教
きょうがく

学委
いいんかい

員会の議
ぎ

を

経
へ

て、学
がくちょう

長がこれを許
きょか

可する。

２　留
りゅうがく

学期
きか ん

間は、在
ざいがく

学期
きか ん

間に算
さんにゅう

入する。

　（二
にじゅう

重学
がくせき

籍の禁
きん し

止）

第
だい

 28条
じょう

　学
がくせい

生は、本
ほん

大
だいがく

学および他
ほか

の大
だいがく

学において学
がく い

位を取
しゅとく

得す

ることを目
もくてき

的とする課
かてい

程に同
どうじ

時に在
ざいせき

籍することはできない。た

だし、本
ほん

大
だいがく

学と海
かいがい

外の大
だいがく

学との共
きょうどう

同学
が く い

位にかかる協
きょうてい

定による

場
ばあい

合は、この限
かぎ

りではない。

　（除
じょせき

籍）

第
だい

 29条
じょう

　次
つぎ

の各
かくごう

号のいずれかに該
がいとう

当する学
がくせい

生は、学
がくせい

生委
いいんかい

員会の

議
ぎ

を経
へ

て、学
がくちょう

長が除
じょせき

籍する。

　(1) 　入
にゅうがく

学手
てつづき

続完
かんりょうしゃ

了者のうち就
しゅうがく

学の意
い し

思がないと認
みと

められる者
もの

　(2) 　第
だい

10条
じょう

の２に定
さだ

める在
ざいがく

学年
ねんげん

限を超
こ

え、卒
そつぎょう

業または修
しゅうりょう

了に

必
ひつよう

要な単
たん い

位を修
しゅうとく

得できない者
もの

　(3)　前
ぜんじょう

条で禁
きん し

止する二
にじゅう

重学
がくせき

籍の者
もの

　(4)　３カ
かげつ

月以
いじょう

上行
ゆく え

方不
ふめ い

明の者
もの

　(5)　死
しぼう

亡した者
もの

　(6) 　出
しゅつにゅうこく

入国管
かん り

理及
およ

び難
なんみん

民認
にんていほう

定法に定
さだ

める「留
りゅうがく

学」の在
ざいりゅう

留資
しか く

格

の入
にゅうこく

国査
さしょう

証を取
しゅとく

得見
み こ

込みであった学
がくせい

生のうち、査
さしょう

証の発
はっきゅう

給

が拒
きょ ひ

否された者
もの

　（卒
そつぎょう

業および学
がくい

位）

第
だい

 30条
じょう

　学
がくちょう

長は、本
ほん

大
だいがく

学の学
が く ぶ

部に第
だい

10条
じょう

に規
き て い

定する修
しゅうぎょう

業年
ねんげん

限

以
いじょう

上の期
きか ん

間在
ざいがく

学し、卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
たんいすう

位数を修
しゅうとく

得した者
もの

について

卒
そつぎょう

業を認
にんてい

定する。

２ 　前
ぜんこう

項にかかわらず、学
がくちょう

長は、本
ほん

大
だいがく

学の学
がく ぶ

部に３年
ねん

以
いじょう

上在
ざいがく

学し、

卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
たん い

位を優
ゆうしゅう

秀な成
せいせき

績で修
しゅうとく

得した者
もの

について卒
そつぎょう

業を

認
にんてい

定することができる。
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Ⅲ
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Ⅰ
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い
て



３ 　学
がくちょう

長は、前
まえ

２項
こう

の要
ようけん

件を満
み

たす者
もの

に、次
つぎ

の区
くぶ ん

分にしたがい、

学
がくし

士の学
がくい

位を授
じゅよ

与する。

　　 アジア太
たいへいよう

平洋学
がく ぶ

部　アジア太
たいへいよう

平洋学
がっ か

科　学
がく し

士（アジア太
たいへい

平

洋
ようがく

学）

　　国
こくさい

際経
けいえい

営学
がく ぶ

部　国
こくさい

際経
けいえい

営学
がっ か

科　学
がく し

士（経
けいえいがく

営学）

　（卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
たんいすう

位数）

第
だい

 30条
じょう

の２　アジア太
たいへいよう

平洋学
がくぶ

部の卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
たんいすう

位数は、（中
ちゅうりゃく

略）

124単
たん

位
い

以
いじょう

上とする。

第
だい

 30条
じょう

の３　国
こくさい

際経
けいえい

営学
が く ぶ

部の卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
たんいすう

位数は、（中
ちゅうりゃく

略）

124単
たんい

位以
いじょう

上とする。

　（修
しゅうりょう

了および学
がくい

位）

第
だい

 31条
じょう

　学
がくちょう

長は、本
ほん

大
だいがく

学大
だいがくいん

学院の博
はく し

士前
ぜん き

期課
かて い

程または修
しゅうし

士課
か て い

程

に２年
ねん

以
いじょう

上在
ざいがく

学し、修
しゅうりょう

了に必
ひつよう

要な単
たん い

位を修
しゅうとく

得し、かつ必
ひつよう

要な

研
けんきゅう

究指
し ど う

導を受
う

けた上
うえ

、当
とうがい

該博
は く し

士前
ぜ ん き

期課
か て い

程または修
しゅうし

士課
か て い

程の

目
もくてき

的に応
おう

じ、修
しゅうし

士論
ろんぶん

文または特
とくてい

定の課
かだ い

題についての研
けんきゅう

究の成
せい か

果

の審
しんさ

査および試
しけん

験に合
ごうかく

格した者
もの

について修
しゅうりょう

了を認
にんてい

定する。

２ 　前
ぜんこう

項にかかわらず、学
がくちょう

長は、優
すぐ

れた業
ぎょうせき

績を上
あ

げた者
もの

について

は、本
ほん

大
だいがく

学大
だいがくいん

学院の博
はく し

士前
ぜ ん き

期課
か て い

程または修
しゅうし

士課
か て い

程に１年
ねん

以
いじょう

上

在
ざいがく

学し、所
しょてい

定の単
たん い

位を修
しゅうとく

得し、かつ必
ひつよう

要な研
けんきゅう

究指
し ど う

導を受
う

けた

上
うえ

、当
とうがい

該博
はく し

士前
ぜん き

期課
かて い

程または修
しゅうし

士課
かて い

程の目
もくてき

的に応
おう

じ、修
しゅうし

士論
ろんぶん

文

または特
とくてい

定の課
かだ い

題についての研
けんきゅう

究の成
せい か

果の審
しん さ

査および試
しけ ん

験に

合
ごうかく

格した者
もの

について修
しゅうりょう

了を認
にんてい

定する。

３ 　学
がくちょう

長は、前
まえ

２項
こう

の要
ようけん

件のいずれかを満
み

たす者
もの

に、次
つぎ

の区
くぶ ん

分に

したがい、修
しゅうし

士の学
がく い

位を授
じゅよ

与する。

　　アジア太
たいへいよう

平洋研
けんきゅうか

究科　博
はくし

士前
ぜん き

期課
かて い

程

　　　　アジア太
たいへい

平洋
ようがく

学専
せんこう

攻　修
しゅうし

士（アジア太
たいへい

平洋
ようがく

学）

　　　　国
こくさいきょうりょくせいさくせんこう

際協力政策専攻　修
しゅうし

士（国
こくさいきょうりょくせいさく

際協力政策）

　　経
けいえい

営管
かん り

理研
けんきゅうか

究科　修
しゅうし

士課
かて い

程

　　　　経
けいえい

営管
かん り

理専
せんこう

攻　修
しゅうし

士（経
けいえい

営管
かん り

理）

４ 　学
がくちょう

長は、本
ほん

大
だいがく

学大
だいがくいん

学院の博
はく し

士後
こう き

期課
か て い

程に３年
ねん

（専
せんもんしょく

門職大
だいがく

学

設
せっ ち

置基
きじゅん

準第
だい

18条
じょう

第
だい

１項
こう

の法
ほう か

科大
だいがくいん

学院の課
かてい

程を修
しゅうりょう

了した者
もの

にあっ

ては２年
ねん

）以
いじょう

上在
ざいがく

学し、修
しゅうりょう

了に必
ひつよう

要な単
たん い

位を修
しゅうとく

得し、かつ必
ひつよう

要

な研
けんきゅう

究指
しど う

導を受
う

けた上
うえ

、博
はくし

士論
ろんぶん

文の審
しんさ

査および試
しけ ん

験に合
ごうかく

格した

者
もの

について修
しゅうりょう

了を認
にんてい

定する。

５ 　前
ぜんこう

項にかかわらず、学
がくちょう

長は、優
すぐ

れた業
ぎょうせき

績を上
あ

げた者
もの

について

は、１年
ねん

（標
ひょうじゅんしゅうぎょうねんげん

準修業年限を１年
ねんいじょう

以上２年
ねん

未
みま ん

満とした修
しゅうし

士課
かて い

程

および専
せんもんしょく

門職学
がく い

位課
かて い

程を修
しゅうりょう

了した者
もの

にあっては３年
ねん

から当
とうがい

該

１年
ねん

以
いじょう

上２年
ねん

未
みま ん

満の期
きか ん

間を減
げん

じた期
きかん

間とし、大
だいがくいんせっちきじゅんだい

学院設置基準第

16条
じょう

ただし書
が

きの規
きて い

定による在
ざいがく

学期
きか ん

間をもって博
はく し

士前
ぜん き

期課
かて い

程

または修
しゅうし

士課
か て い

程を修
しゅうりょう

了した者
もの

にあっては３年
ねん

から当
とうがい

該課
か て い

程に

おける在
ざいがく

学期
き か ん

間（２年
ねん

を限
げん ど

度とする）を減
げん

じた期
きか ん

間とする。）

以
いじょう

上在
ざいがく

学し、所
しょてい

定の単
たん い

位を修
しゅうとく

得し、かつ必
ひつよう

要な研
けんきゅう

究指
しど う

導を受
う

け

た上
うえ

、博
はく し

士論
ろんぶん

文の審
しん さ

査および試
しけ ん

験に合
ごうかく

格した者
もの

について修
しゅうりょう

了

を認
にんてい

定する。

６ 　第
だい

４項
こう

にかかわらず、優
すぐ

れた業
ぎょうせき

績により博
はくし

士前
ぜん き

期課
かて い

程または

修
しゅうし

士課
か て い

程を１年
ねん

以
いじょう

上の在
ざいがく

学で修
しゅうりょう

了した者
もの

の在
ざいがく

学期
き か ん

間について

は、博
はく し

士前
ぜ ん き

期課
か て い

程または修
しゅうし

士課
か て い

程における在
ざいがく

学期
き か ん

間に３年
ねん

を

加
くわ

えた期
きかん

間とする。ただし、優
すぐ

れた業
ぎょうせき

績を上
あ

げた者
もの

については、

３年
ねん

（博
はく し

士前
ぜん き

期課
かて い

程または修
しゅうし

士課
かて い

程における在
ざいがく

学期
きか ん

間を含
ふく

む。）

以
いじょう

上在
ざいがく

学すれば足
た

りる。

７ 　第
だい

４項
こう

にかかわらず、学
がっこう

校教
きょういくほう

育法施
しこ う

行規
きそ く

則（昭
しょうわ

和22年
ねん

文
もん ぶ

部

省
しょうれい

令第
だい

11号
ごう

）第
だい

70条
じょう

の２の規
きて い

定により、大
だいがくいん

学院への入
にゅうがく

学資
しか く

格

に関
かん

し修
しゅうし

士の学
がく い

位を有
ゆう

する者
もの

と同
どうとう

等以
いじょう

上の学
がくりょく

力があると認
みと

め

られた者
もの

が、博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程に入
にゅうがく

学した場
ばあ い

合の博
はく し

士課
かて い

程の修
しゅうりょう

了

の要
ようけん

件は、大
だいがくいん

学院に３年
ねん

以
いじょう

上在
ざいがく

学し、必
ひつよう

要な研
けんきゅう

究指
しど う

導を受
う

けた

上
うえ

、博
はく し

士論
ろんぶん

文の審
しん さ

査および試
しけん

験に合
ごうかく

格することとする。ただし、

在
ざいがく

学期
きか ん

間については、優
すぐ

れた研
けんきゅう

究業
ぎょうせき

績を上
あ

げた者
もの

については、

大
だいがくいん

学院に１年
ねん

以
いじょう

上在
ざいがく

学すれば足
た

りる。

８ 　学
がくちょう

長は、前
まえ

４項
こう

の要
ようけん

件のいずれかを満
み

たす者
もの

に、博
はくし

士の学
がくい

位

を授
じゅよ

与する。

　　アジア太
たいへいよう

平洋研
けんきゅうか

究科　博
はくし

士後
こう き

期課
かて い

程

　　　　アジア太
たいへい

平洋
ようがく

学専
せんこう

攻　博
はく し

士（アジア太
たいへい

平洋
ようがく

学）

　（修
しゅうりょう

了に必
ひつよう

要な単
たんいすう

位数）

第
だい

 31条
じょう

の２　アジア太
たいへいよう

平洋研
けんきゅうか

究科博
はく し

士前
ぜん き

期課
かて い

程の修
しゅうりょう

了に必
ひつよう

要な

単
たんいすう

位数は、アジア太
たいへいよう

平洋地
ちい き

域関
かんれん

連科
か も く

目から４単
たん い

位、演
えんしゅう

習科
か も く

目

から４単
た ん い

位、主
しゅよう

要科
か も く

目のうち該
がいとう

当する研
けんきゅう

究分
ぶ ん や

野科
か も く

目から10

単
たん い

位を含
ふく

めて32単
たん

位
い

以
いじょう

上とする。ただし、必
ひっしゅう

修科
か も く

目は全
ぜんかもく

科目

を修
しゅうとく

得するものとし、 自
じゆう

由科
かも く

目は修
しゅうりょう

了に必
ひつよう

要な単
たんいすう

位数に含
ふく

まな

い。

２ 　アジア太
たいへいよう

平洋研
けんきゅうか

究科博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程の修
しゅうりょう

了に必
ひつよう

要な単
たんいすう

位数は、

30単
たんい

位とする。ただし、必
ひっしゅう

修科
かも く

目は全
ぜんかもく

科目を修
しゅうとく

得するものとし、

自
じゆう

由科
かも く

目は修
しゅうりょう

了に必
ひつよう

要な単
たんいすう

位数に含
ふく

まない。

３ 　経
けいえい

営管
かん り

理研
けんきゅうか

究科修
しゅうし

士課
かて い

程の修
しゅうりょう

了に必
ひつよう

要な単
たんいすう

位数は、専
せんもん

門科
かも く

目

から８単
たん い

位を含
ふく

めて44単
たん

位
い

以
いじょう

上とする。ただし、必
ひっしゅう

修科
か も く

目は

全
ぜんかもく

科目を修
しゅうとく

得するものとし、自
じゆう

由科
かも く

目は修
しゅうりょう

了に必
ひつよう

要な単
たんいすう

位数に

含
ふく

まない。

４ 　経
けいえい

営管
か ん り

理研
けんきゅうか

究科に所
しょぞく

属する者
もの

が、アジア太
たいへいよう

平洋研
けんきゅうか

究科博
はく し

士

前
ぜ ん き

期課
か て い

程の基
き そ

礎分
ぶんせき

析科
か も く

目、アジア太
たいへいよう

平洋地
ちい き

域関
かんれん

連科
か も く

目、主
しゅよう

要

科
か も く

目、固
こ ゆ う

有専
せんもん

門関
かんれん

連科
か も く

目を修
しゅうとく

得したときは、当
とうがい

該の単
た ん い

位を

修
しゅうりょう

了に必
ひつよう

要な単
たん い

位に含
ふく

めることができる。

第
だい

 31条
じょう

の３　学
がくい

位授
じゅ よ

与の手
てつづき

続に関
かん

する取
とりあつか

扱いについては、立
りつめいかん

命館

アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学学
がく い

位規
きて い

程に定
さだ

める。

　（表
ひょうしょう

彰）

第
だい

 32条
じょう

の２　学
がくせい

生として表
ひょうしょう

彰に値
あたい

する行
こう い

為があった者
もの

は、学
がくちょう

長

が表
ひょうしょう

彰することができる。

　（懲
ちょうかい

戒）

第
だい

 32条
じょう

の３　本
ほんがく

学等
など

の規
きそ く

則に違
いは ん

反し、または学
がくせい

生としての本
ほんぶん

分

に反
はん

する行
こうい

為をした者
もの

は、学
がくせい

生委
いいんかい

員会の議
ぎ

を経
へ

て、学
がくちょう

長が懲
ちょうかい

戒

する。

２　懲
ちょうかい

戒は、退
たいがく

学、停
ていがく

学および戒
かいこく

告とする。

３ 　停
ていがく

学期
き か ん

間は、在
ざいがく

学期
き か ん

間に算
さんにゅう

入し、修
しゅうぎょう

業年
ねんげん

限に算
さんにゅう

入しない。
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ただし、停
ていがく

学期
きか ん

間が３か月
げつ

以
い な い

内の場
ばあ い

合は、修
しゅうぎょう

業年
ねんげん

限に算
さんにゅう

入す

ることができる。

４ 　懲
ちょうかい

戒の手
てつづき

続に関
かん

する事
じこ う

項は、立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学学
がくせい

生

懲
ちょうかい

戒規
きてい

程に定
さだ

める。

第
だい

 33条
じょう

　本
ほん

大
だいがく

学に居
きょじゅう

住およびセミナーのための施
しせ つ

設としてAPハ

ウスを置
お

く。

２ 　APハウスに居
きょじゅう

住する者
もの

は、寮
りょうひ

費を納
おさ

めなければならない。

第
だい

 44条
じょう

　本
ほん

大
だいがく

学に奨
しょうがくせい

学生制
せい ど

度を設
もう

け、学
がくぎょう

業、人
じんぶつ

物ともに優
ゆうしゅう

秀な

者
もの

に奨
しょうがく

学金
きん

を支
しきゅう

給する。

２　奨
しょうがくせい

学生に関
かん

する規
きてい

程は、別
べつ

に定
さだ

める。

　（入
にゅうがくきん

学金）＜別
べっぴょう

表 省
しょうりゃく

略＞

第
だい

45条
じょう

の２　入
にゅうがくきん

学金は、別
べっぴょう

表６に定
さだ

める。

　（学
がくぶ

部学
がくせい

生の授
じゅぎょうりょう

業料）＜別
べっぴょう

表 省
しょうりゃく

略＞

第
だい

 45条
じょう

の３　学
がく ぶ

部学
がくせい

生の授
じゅぎょうりょう

業料は、セメスター毎
ごと

に、別
べっぴょう

表７―

１に定
さだ

める授
じゅぎょうりょう

業料A（固
こて い

定授
じゅぎょうりょう

業料）および授
じゅぎょうりょう

業料B（別
べっぴょう

表７

―２に定
さだ

めるセメスター毎
ごと

の単
たんいすう

位数に別
べっぴょう

表７―３に定
さだ

める１

単
たんい

位あたりの単
たんい

位料
りょう

を乗
じょう

じた額
がく

）の合
ごうけいがく

計額により算
さんてい

定するもの

とし、別
べっぴょう

表７―４の通
とお

りとする。

２ 　前
ぜんこう

項にかかわらず、第
だい

９セメスター期
き

以
いじょう

上の者
もの

の授
じゅぎょうりょう

業料Aは

半
はんがく

額とし、授
じゅぎょうりょう

業料Bは履
りしゅう

修登
とうろく

録した単
たんいすう

位数に単
たん い

位料
りょう

を乗
じょう

じた

金
きんがく

額とする。

　（授
じゅぎょうりょう

業料等
など

の納
のう ふ

付）

第
だい

 46条
じょう

　学
がくせい

生は、セメスター期
き

ごとに定
さだ

める期
きじ つ

日までに授
じゅぎょうりょう

業 料

を納
のうふ

付しなければならない。

２　学
がくひ

費とは、入
にゅうがく

学金
きん

および授
じゅぎょうりょう

業料をいう。

３ 　トリア専
せんもん

門単
たん か

科大
だいがく

学との共
きょうどう

同学
がく い

位プログラムを履
りしゅう

修する学
がくせい

生

は、IMATプログラム費
ひ

を納
おさ

めなければならない。

４ 　学
がくせい

生は、実
じっしゅう

習を伴
ともな

う特
とくてい

定の授
じゅぎょう

業科
か も く

目を履
りしゅう

修する場
ば あ い

合は、

各
かくじっし

実施要
ようこう

項で定
さだ

める実
じっしゅうひ

習費を納
おさ

めなければならない。

５ 　博
はくし

士の学
がくい

位の授
じゅよ

与の申
しんせい

請を行
おこな

う者
もの

は、学
がくい

位審
しん さ

査手
てすうりょう

数料を納
おさ

め

なければならない。ただし、本
ほん

大
だいがく

学の博
はくし

士後
こう き

期課
かて い

程に在
ざいがく

学する

者
もの

が申
しんせい

請する場
ばあい

合を除
のぞ

く。

６ 　第
だい

９セメスター期
き

以
い こ う

降の単
た ん い

位認
にんてい

定を願
ねが

い出
で

る者
もの

は、単
た ん い

位

認
にんていりょう

定料を納
おさ

めなければならない。

７ 　追
ついしけん

試験を願
ねが

い出
で

る者
もの

は、 追
ついしけん

試験手
てすうりょう

数料を納
おさ

めなければならない。

　（停
ていがく

学にかかわる授
じゅぎょうりょう

業料の納
のうふ

付）

第
だい

 46条
じょう

の２　学
がくせい

生は、停
ていがくき

学期間
かんちゅう

中であっても、授
じゅぎょうりょう

業料を納
のう ふ

付し

なければならない。

２ 　停
ていがく

学処
しょぶん

分を受
う

け、卒
そつぎょう

業日
び

または修
しゅうりょう

了日
び

が延
えん き

期された学
がくせい

生は、

卒
そつぎょう

業日
び

または修
しゅうりょう

了日
び

を含
ふく

むセメスター期
きぶ ん

分の授
じゅぎょうりょう

業料を納
のう ふ

付し

なければならない。

　（未
みのう

納退
たいがく

学）

第
だい

 50条
じょう

　納
のう ふ

付期
きじ つ

日を過
す

ぎても授
じゅぎょうりょう

業料を納
のう ふ

付しない者
もの

は、退
たいがく

学と

する。

　（授
じゅぎょうりょう

業料等
など

の返
へんかん

還）

第
だい

 51条
じょう

　既
すで

に納
おさ

めた授
じゅぎょうりょう

業料、入
にゅうがく

学検
けんていりょう

定料、入
にゅうがく

学金
きん

、在
ざいせきりょう

籍料、

選
せんこう

考手
てすうりょう

数料、登
とうろくりょう

録料、科
か も く

目等
とう

履
りしゅうりょう

修料、聴
ちょうこうりょう

講料、研
けんしゅうせいりょう

修生料、

研
けんきゅうせいりょう

究生料、証
しょうめいしょ

明書手
てすうりょう

数料、休
きゅうがく

学審
し ん さ

査・事
じ む

務手
てすうりょう

数料、再
さいにゅうがく

入学

審
しん さ

査・事
じ む

務手
てすうりょう

数料、転
てんせき

籍選
せんこうりょう

考料、単
たん い

位認
にんていりょう

定料、追
ついしけん

試験手
てすうりょう

数料、

学
がくせいしょう

生証再
さいこうふ

交付手
てすうりょう

数料、査
さしょう

証更
こうしん

新手
てすうりょう

数料、学
がく い

位審
し ん さ

査手
てすうりょう

数料は、 

返
へんかん

還しない。

２ 　前
ぜんこう

項にかかわらず、次
つぎ

の期
きじ つ

日までに入
にゅうがく

学しないことを申
もう

し出
で

た場
ばあ い

合は、入
にゅうがく

学金
きん

を除
のぞ

く納
のう ふ

付金
きん

から返
へんかん

還に必
ひつよう

要な実
じっ ぴ

費を差
さ

し引
ひ

いた額
がく

を返
へんかん

還する。

　(1)　４月
がつ

に入
にゅうがく

学を予
よて い

定する者
もの

　３月
がつ

31日
にち

まで

　(2)　９月
がつ

に入
にゅうがく

学を予
よて い

定する者
もの

　９月
がつ

20日
にち

まで

３ 　第
だい

１項
こう

にかかわらず、退
たいがく

学または除
じょせき

籍となった者
もの

が、退
たいがく

学ま

たは除
じょせき

籍となったセメスターより後
あと

のセメスターの 授
じゅぎょうりょう

業料を

前
まえ

もって納
おさ

めていた場
ばあい

合、返
へんかん

還に必
ひつよう

要な実
じっ ぴ

費を差
さ

し引
ひ

いた額
がく

を

返
へんかん

還することがある。

４ 　第
だい

１項
こう

にかかわらず、休
きゅうがく

学願
ねが

いが不
ふ き ょ か

許可になった場
ばあ い

合は、

休
きゅうがく

学を申
しんせい

請した学
がくせい

生に在
ざいせきりょう

籍料を返
へんかん

還する。

　（免
めんじょ

除または減
げんめん

免）

第
だい

 51条
じょう

の２　入
にゅうがく

学検
けんていりょう

定料、入
にゅうがく

学金
きん

、授
じゅぎょうりょう

業料、学
がくせいしょう

生証再
さ い こ う ふ

交付

手
てすうりょう

数料、学
が く い

位審
し ん さ

査手
てすうりょう

数料、選
せんこう

考手
てすうりょう

数料、登
とうろくりょう

録料、科
か も く

目等
とう

履
りしゅうりょう

修料は、免
めんじょ

除または減
げんめん

免を行
おこな

うことがある。

第
だい

 51条
じょう

の３　本
ほんがくそく

学則に定
さだ

めるもののほか、入
にゅうがく

学検
けんていりょう

定料、入
にゅうがく

学

金
きん

、授
じゅぎょうりょう

業料、実
じっしゅうひ

習費、IMATプログラム費
ひ

、学
が く い

位審
し ん さ

査手
てすうりょう

数料、

単
た ん い

位認
にんていりょう

定料、追
ついしけん

試験手
てすうりょう

数料、在
ざいせきりょう

籍料、選
せんこう

考手
てすうりょう

数料、登
とうろくりょう

録料、

聴
ちょうこうりょう

講料、科
か も く

目等
とう

履
りしゅうりょう

修料、研
けんしゅうせいりょう

修生料、研
けんきゅうせいりょう

究生料およびその他
ほか

手
てすうりょう

数料に関
かん

する事
じこう

項は、立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学学
がく ひ

費等
とう

納
のうふきん

付金

規
きてい

程に定
さだ

める。

第
だい

 51条
じょう

の４　本
ほんがくそく

学則に定
さだ

めるもののほか、入
にゅうがく

学、休
きゅうがく

学、復
ふく

学
がく

、

退
たいがく

学、再
さいにゅうがく

入学、転
てんせき

籍、留
りゅうがく

学、除
じょせき

籍および非
ひせい き せ い

正規生に関
かん

する事
じこう

項は、

立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学教
きょうむ

務規
きてい

程に定
さだ

める。

第
だい

 51条
じょう

の５　本
ほんがくそく

学則に定
さだ

めるもののほか、APハウスに関
かん

する

事
じこ う

項は、立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学APハウス規
きて い

程および立
りつめいかん

命館

アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学セミナーハウス利
りよう

用規
きて い

程に定
さだ

める。

－57－

Ⅲ
.  授 じ

ゅ
ぎ
ょ
う

業
の
ま
え
に

Ⅱ
.  APU で

の
学 が
く
し
ゅ
う

修
Ⅳ
.  APU と

日 に
ほ
ん本で
の
生 せ
い
か
つ

活
Ⅰ
.  AP ハ

ウ
ス
に
つ
い
て



　（入
にゅうがく

学日
び

の取
とりあつかい

扱）

第
だい

 ３条
じょう

　本
ほんがく

学への入
にゅうがく

学日
び

は、春
はる

セメスターは４月
がつ

１日
にち

、秋
あき

セメス

ターは９月
がつ

21日
にち

とする。

２ 　次
つぎ

の各
かくごう

号に定
さだ

める事
じ ゆ う

由に該
がいとう

当する場
ば あ い

合は、春
はる

セメスター

入
にゅうがくしゃ

学者は４月
がつ

１日
にち

、秋
あき

セメスター入
にゅうがくしゃ

学者は９月
がつ

21日
にち

を入
にゅうがく

学日
び

とすることができる。

　(1) 　査
さしょう

証の発
はっこう

行の遅
ちえ ん

延等
など

により、日
にほん

本への入
にゅうこく

国が遅
おく

れた場
ばあい

合。

　(2)　その他
ほか

、大
だいがく

学がやむを得
え

ない事
じゆう

由と認
みと

めた場
ばあい

合。

３ 　前
ぜんこう

項の適
てきよう

用は、入
にゅうがく

学日
び

から１カ
かげ つ

月以
い な い

内に所
しょてい

定の手
てつづき

続をおこ

なった場
ばあい

合に限
かぎ

るものとする。

　（入
にゅうがく

学提
ていしゅつ

出書
しょるい

類）

第
だい

 ６条
じょう

　本
ほんがく

学に入
にゅうがく

学、編
へんにゅうがく

入学または転
てんにゅうがく

入学の合
ごうかく

格通
つう ち

知を受
う

けた者
もの

は、指
してい

定された期
きじつ

日までに以
い か

下の手
てつづき

続書
しょるい

類を提
ていしゅつ

出しなければな

らない。

　(1)　本
ほんがく

学所
しょてい

定の学
がくせきぼ

籍簿

　(2)　本
ほんがく

学所
しょてい

定の誓
せいやくしょ

約書

　(3) 　卒
そつぎょう

業証
しょうめいしょ

明書、修
しゅうりょう

了証
しょうめいしょ

明書またはこれに準
じゅん

じる証
しょうめいしょ

明書

　(4)　住
じゅうみんひょう

民票記
き さ い

載事
じ こ う

項証
しょうめいしょ

明書またはこれに準
じゅん

じる証
しょうめいしょ

明書

　(5)　その他
ほか

入
にゅうがく

学試
しけ ん

験委
いいんかい

員会が定
さだ

める必
ひつよう

要な書
しょるい

類

　（休
きゅうがく

学の願
ねが

い出
で

）

第
だい

 11条
じょう

　休
きゅうがく

学を願
ねが

い出
で

る者
もの

は、以
い か

下の各
かくごう

号に定
さだ

める期
きか ん

間に所
しょてい

定

の書
しょるい

類を提
ていしゅつ

出しなければならない。

　(1) 　春
はる

セメスターからの 休
きゅうがく

学を希
きぼ う

望する場
ばあ い

合は前
ぜんねんど

年度の２月
がつ

末
まつじつ

日まで

　(2) 　秋
あき

セメスターからの 休
きゅうがく

学を希
きぼ う

望する場
ばあい

合は８月
がつ

末
まつじつ

日まで

２ 　前
ぜんこう

項の規
きて い

定にかかわらず、学
がくちょう

長がやむを得
え

ない事
じゆう

由があると

判
はんだん

断した場
ばあい

合は、各
かく

セメスターとも１カ
かげつ

月以
いな い

内の遅
ちえ ん

延を認
みと

める

ことがある。

３ 　病
びょうき

気のために休
きゅうがく

学を願
ねが

い出
で

る場
ばあ い

合は、英
えい ご

語または日
に ほ ん ご

本語で

記
きさい

載された医
い し

師または病
びょういん

院の診
しんだんしょ

断書を添
そ

えなければならない。

４ 　病
びょうき

気以
いが い

外の理
りゆ う

由による休
きゅうがく

学の場
ばあ い

合は、理
りゆうしょ

由書を提
ていしゅつ

出しなけれ

ばならない。

　（休
きゅう

学
がくしゃ

者の学
がっこう

校学
がくせい

生生
せい と

徒旅
りょかく

客運
うんちん

賃割
わりびきしょう

引証の発
はっこう

行）

第
だい

 16条
じょう

　休
きゅう

学
がくしゃ

者については、学
がっこう

校学
がくせい

生生
せいと

徒旅
りょかく

客運
うんちん

賃割
わりびきしょう

引証は発
はっこう

行

しない。ただし、学
がく

部
ぶちょう

長または研
けんきゅう

究科
かちょう

長が必
ひつよう

要と認
みと

めた場
ばあ い

合に

限
かぎり

りこれを発
はっこう

行することができる。

　（休
きゅうがく

学の終
しゅうりょう

了）

第
だい

 17条
じょう

　秋
あき

セメスター期
き

の休
きゅう

学
がくしゃ

者は翌
よくとし

年の２月
がつ

末
まつにち

日、 春
はる

セメス

ター期
き

の休
きゅう

学
がくしゃ

者は当
とうがい

該年
ねん ど

度の８月
がつ

末
まつ

までに復
ふくがく

学願
ねがい

、退
たいがく

学願
ねがい

また

は休
きゅうがく

学願
ねがい

を提
ていしゅつ

出しなければならない。

２ 　前
ぜんこう

項に定
さだ

める願
ねがい

の提
ていしゅつ

出がなかったときは、休
きゅうがく

学期
き か ん

間終
しゅうりょうび

了日

をもって退
たいがく

学とする。

　（復
ふくがく

学の願
ねが

い出
で

）

第
だい

 18条
じょう

　休
きゅう

学
がくしゃ

者が復
ふくがく

学しようとするときは、所
しょてい

定の様
ようしき

式により

復
ふくがく

学願
ねがい

を提
てい

出
しゅつ

しなければならない。

２ 　復
ふくがく

学の願
ねが

い出
で

は春
はる

セメスターの復
ふくがく

学は前
ぜんねんど

年度２月
がつ

末
まつじつ

日、秋
あき

セ

メスターの復
ふくがく

学は当
とうがい

該年
ね ん ど

度８月
がつ

末
まつじつ

日までに行
おこな

わなければなら

ない。

３ 　前
ぜんこう

項の規
きて い

定にかかわらず、大
だいがく

学がやむを得
え

ない事
じゆう

由があると

判
はんだん

断した場
ばあ い

合は、各
かく

セメスターとも１カ
かげ つ

月以
いな い

内の遅
ちえ ん

延を 認
みと

め

ることがある。

　（復
ふくがく

学日
び

の取
とりあつかい

扱）

第
だい

 19条
じょう

　復
ふくがく

学の開
かい し

始日
び

は、復
ふくがく

学を許
きょ か

可する春
はる

セメスターまたは

秋
あき

セメスターの開
かいし

始日
び

とする。

　（病
びょうき

気により休
きゅうがく

学した者
もの

の復
ふくがく

学）

第
だい

 20条
じょう

　病
びょうき

気により休
きゅうがく

学した者
もの

が復
ふくがく

学しようとするときは、

復
ふくがく

学が可
かの う

能であることがわかる診
しんだんしょ

断書または意
いけんしょ

見書を添
そ

えて

願
ねが

い出
で

なければならない。

　（復
ふくがく

学手
てつづき

続）

第
だい

 21条
じょう

　復
ふくがく

学を許
きょ か

可された者
もの

は、許
きょ か

可の日
ひ

から大
だいがく

学が指
して い

定する

期
きかんない

間内に復
ふくがく

学手
てつづき

続を完
かんりょう

了しなければならない。

２ 　前
ぜんこう

項に定
さだ

める手
てつづき

続を完
かんりょう

了しない者
もの

は復
ふくがく

学許
き ょ か

可を取
と

り消
け

し、

休
きゅうがく

学期
き か ん

間終
しゅうりょうび

了日をもって退
たいがく

学とする。

３ 　休
きゅう

学
がくしゃ

者が退
たいがく

学した場
ばあ い

合の退
たいがく

学日
ひ づ け

付を学
がくせきぼ

籍簿等
など

に記
きさ い

載すると

きは、休
きゅうがく

学の期
きか ん

間を併
へいき

記するものとする。

　（退
たいがく

学の願
ねが

い出
で

）

第
だい

 22条
じょう

　病
びょうき

気その他
ほか

の理
りゆ う

由により退
たいがく

学しようとする者
もの

は、所
しょてい

定

の様
ようしき

式による退
たいがく

学願
ねがい

に学
がくせいしょう

生証を添
そ

えて提
ていしゅつ

出しなければならな

い。

　（退
たいがく

学日
び

の取
とりあつかい

扱）

第
だい

 23条
じょう

　退
たいがく

学を許
き ょ か

可された者
もの

の退
たいがく

学日
ひ づ け

付は、学
がくちょう

長が決
けってい

定する。

この場
ばあい

合において、退
たいがく

学を決
けってい

定した日
ひ

のセメスター期
きぶん

分の学
がくひ

費

が納
のうにゅう

入されているときは、当
とうがい

該セメスター期
きまつ

末を退
たいがく

学日
ひづ け

付とす

ることができる。

　（学
がくひ

費未
みの う

納による退
たいがく

学）

第
だい

 24条
じょう

　授
じゅぎょうりょう

業料を納
おさ

めなかったことによる退
たいがく

学は、次
つぎ

の各
かくごう

号に

定
さだ

めるところによる。

　(1) 　春
はる

セメスター分
ぶん

授
じゅぎょうりょう

業料未
みのうしゃ

納者は、７月
がつ

末
まつ

日
じつづけ

付退
たいがく

学

　(2) 　秋
あき

セメスター分
ぶん

授
じゅぎょうりょう

業料未
みのうしゃ

納者は、１月
がつ

末
まつ

日
じつづけ

付退
たいがく

学

２ 　退
たいがく

学該
がいとうしゃ

当者に対
たい

しては、本
ほんにん

人および本
ほんにん

人の帰
きせいさき

省先の住
じゅうしょ

所また

は学
がくひ

費請
せいきゅうさき

求先に通
つうち

知する。

立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学教
きょうむきてい

務規程（一
いちぶばっすい

部抜粋）
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　（退
たいがく

学した者
もの

の在
ざいがく

学期
きか ん

間）

第
だい

25条
じょう

　退
たいがく

学した者
もの

の在
ざいがく

学期
きか ん

間は退
たいがく

学日
ひづ け

付までとする。

　（再
さいにゅうがく

入学の願
ねが

い出
で

）

第
だい

 27条
じょう

　再
さいにゅうがく

入学を願
ねが

い出
で

る者
もの

は、次
つぎ

の各
かくごう

号に定
さだ

める期
きか ん

間に所
しょてい

定

の書
しょるい

類を提
ていしゅつ

出しなければならない。

　(1) 　春
はる

セメスターからの再
さいにゅうがく

入学を希
きぼ う

望する場
ばあ い

合は、前
ぜんねんど

年度の

２月
がつ

末
まつじつ

日まで

　(2) 　秋
あき

セメスターからの再
さいにゅうがく

入学を希
きぼ う

望する場
ばあ い

合は、８月
がつ

末
まつじつ

日

まで

　（再
さいにゅうがく

入学日
び

の取
とりあつかい

扱）

第
だい

 28条
じょう

　再
さいにゅうがく

入学を許
きょ か

可する日
ひづ け

付は、春
はる

セメスターまたは秋
あき

セメ

スターの開
かいし

始日
び

とする。

　（転
てんせき

籍の条
じょうけん

件）

第
だい

 32条
じょう

　学
がく ぶ

部の学
がくせい

生の転
てんせき

籍は、次
つぎ

の各
かくごう

号に定
さだ

める条
じょうけん

件を満
み

たし

た者
もの

でなければならない。

　(1) 　第
だい

３セメスター開
かいし

始時
じ

の転
てんせき

籍

 　　 　第
だい

２セメスター終
しゅうりょう

了時
じ て ん

点で卒
そつぎょう

業要
ようけん

件に算
さんにゅう

入できる修
しゅうとく

得

単
たんいすう

位数が30単
たん い

位以
いじょう

上、かつ、通
つうさん

算GPAが2.50以
いじょう

上であるこ

と。

　(2)　第
だい

５セメスター開
かいし

始時
じ

の転
てんせき

籍

　　イ 　第
だい

４セメスター終
しゅうりょう

了時
じて ん

点で卒
そつぎょう

業要
ようけん

件に算
さんにゅう

入できる修
しゅうとく

得

単
たんいすう

位数が60単
たん い

位以
いじょう

上、かつ、通
つうさん

算GPAが2.50以
いじょう

上である

こと。

　　ロ 　第
だい

４セメスター終
しゅうりょう

了までに言
げん ご

語教
きょういく

育科
かも く

目の卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要

な単
たんいすう

位数を修
しゅうとく

得していること。

２ 　大
だいがくいん

学院の学
がくせい

生の転
てんせき

籍は、第
だい

１セメスター終
しゅうりょう

了時
じて ん

点で、修
しゅうりょう

了

要
ようけん

件に算
さんにゅう

入できる単
たん い

位の修
しゅうとく

得が10単
たん

位
い

以
いじょう

上である者
もの

でなけれ

ばならない。

　（転
てんせき

籍の願
ねが

い出
で

）

第
だい

 33条
じょう

　転
てんせき

籍を志
しぼ う

望する学
がく ぶ

部の学
がくせい

生は、次
つぎ

の各
かくごう

号に定
さだ

める期
きじ つ

日

までに転
てんせき

籍願
ねが

いおよび志
しぼ う

望理
りゆうしょ

由書を添
そ

えて学
がくちょう

長に願
ねが

い出
で

なけ

ればならない。

　(1)　春
はる

セメスターからの転
てんせき

籍　前
ぜんねんど

年度の12月
がつ

10日
にち

まで

　(2)　秋
あき

セメスターからの転
てんせき

籍　６月
がつ

20日
にち

まで

２ 　転
てんせき

籍を志
しぼ う

望する大
だいがくいん

学院の学
がくせい

生は、次
つぎ

の各
かくごう

号に定
さだ

める期
きじつ

日まで

に転
てんせき

籍願
ねが

いおよび志
しぼ う

望理
りゆうしょ

由書を添
そ

えて学
がくちょう

長に願
ねが

い出
で

なければ

ならない。

　(1)　春
はる

セメスターからの転
てんせき

籍　前
ぜんねんど

年度の１月
がつ

10日
にち

まで

　(2)　秋
あき

セメスターからの転
てんせき

籍　今
こんねんど

年度の７月
がつ

10日
にち

まで

３ 　前
まえ

２項
こう

にかかわらず、期
きじつ

日が土
ど よ う び

曜日、日
にちようび

曜日または祝
しゅくじつ

日であ

る場
ばあい

合は、直
ちょくぜん

前の平
へいじつ

日とする。

　（転
てんせき

籍手
てつづき

続）

第
だい

 35条
じょう

　転
てんせき

籍を許
きょ か

可された者
もの

は、所
しょてい

定の期
きじ つ

日までに所
しょてい

定の書
しょるい

類

を提
ていしゅつ

出しなければならない。

２ 　転
てんせき

籍を許
きょ か

可された者
もの

が、正
せいとう

当な事
じゆ う

由なくして指
してい

定された期
きじつ

日

までに前
ぜん

項
こう

の手
てつづき

続をとらないときは、 転
てんせき

籍の許
きょ か

可を取
と

り消
け

すも

のとする。

　（留
りゅうがく

学の願
ねが

い出
で

）

第
だい

 39条
じょう

　留
りゅうがく

学を志
しが ん

願する者
もの

は、所
しょてい

定の留
りゅうがく

学願
ねがい

を学
がくちょう

長に提
ていしゅつ

出しな

ければならない。

　（留
りゅうがく

学の開
かい し

始日
び

および終
しゅうりょうび

了日）

第
だい

 40条
じょう

の２　留
りゅうがく

学を許
き ょ か

可された者
もの

の留
りゅうがく

学の開
か い し

始日
び

は各
かく

セメス

ター期
き

の開
かい し

始日
び

、留
りゅうがく

学の終
しゅうりょうび

了日は各
かく

セメスター期
き

の終
しゅうりょうび

了日とす

る。

　（留
りゅうがく

学の終
しゅうりょう

了の手
てつづき

続）

第
だい

 41条
じょう

　留
りゅうがく

学の終
しゅうりょう

了には、帰
き こ く

国の日
ひ

から１カ
か げ つ

月以
い な い

内に所
しょてい

定の

留
りゅうがく

学終
しゅうりょうとどけ

了届を提
ていしゅつ

出しなければならない。

　（留
りゅうがく

学許
きょ か

可の取
とりけし

消）

第
だい

 43条
じょう

　学
がくちょう

長は、留
りゅうがく

学を許
きょ か

可された者
もの

が次
つぎ

の各
かくごう

号に定
さだ

める場
ばあ い

合

に該
がいとう

当するときは、留
りゅうがく

学の許
きょ か

可を取
と

り消
け

すことができる。

　(1)　修
しゅうがく

学の成
せい か

果があがらないと認
みと

められる者
もの

　(2) 　この規
きてい

程の留
りゅうがく

学に関
かん

する条
じょうこう

項の定
さだ

める義
ぎ む

務を怠
おこた

った者
もの

　(3)　留
りゅうがく

学に必
ひつよう

要な査
さしょう

証が認
みと

められない者
もの

　(4) 　条
じょうけんつき

件付で許
きょか

可された者
もの

が当
とうがい

該条
じょうけん

件を満
み

たさなかった場
ばあい

合

　(5) 　派
はけ ん

遣地
ちい き

域の安
あんぜんじょう

全上の問
もんだい

題を理
りゆ う

由に学
がくちょう

長が派
はけ ん

遣中
ちゅうし

止決
けってい

定ま

たは帰
きこく

国命
めいれい

令を出
だ

した場
ばあい

合

　(6) 　負
ふしょう

傷、病
びょうき

気等
など

で留
りゅうがく

学が適
てきとう

当ではないと学
がくちょう

長が判
はんだん

断した

場
ばあい

合

　(7)　懲
ちょうかい

戒処
しょぶん

分を受
う

けた者
もの

　(8)　第
だい

72条
じょう

に定
さだ

める不
ふせい

正行
こう い

為を行
おこな

った者
もの

　(9)　その他
ほか

、学
がくせい

生としての本
ほんぶん

分に反
はん

した者
もの

　（除
じょせきしゃ

籍者の在
ざいがく

学期
きか ん

間）

第
だい

 47条
じょう

　除
じょせき

籍により学
がくせき

籍を失
うしな

った者
もの

の在
ざいがく

学期
きか ん

間は除
じょせき

籍の日
ひづ け

付ま

でとする。

２ 　学
がくそく

則第
だい

29条
じょう

の除
じょせき

籍事
じ こ う

項の除
じょせき

籍日
び

は、次
つぎ

の各
かくごう

号に定
さだ

めるとお

りとする。

　(1) 　同
どうじょう

条第
だい

１号
ごう

による除
じょせき

籍日
び

は、春
はる

セメスターは４月
がつ

末
まつじつ

日、

秋
あき

セメスターは10月
がつ

末
まつじつ

日とする。

　(2) 　同
どうじょう

条第
だい

２号
ごう

による除
じょせき

籍日
び

は、在
ざいがく

学年
ねんげん

限の最
さいしゅうび

終日とする。

　(3) 　同
どうじょう

条第
だい

３号
ごう

、第
だい

４号
ごう

および第
だい

６号
ごう

による除
じょせき

籍日
び

は、学
がくちょう

長

が除
じょせき

籍を許
きょ か

可した日
ひ

とする。

　(4)　同
どうじょう

条第
だい

５号
ごう

による除
じょせき

籍日
び

は、死
しぼう

亡日
び

とする。

　（卒
そつぎょう

業日
び

または修
しゅうりょう

了日
び

の取
とりあつかい

扱）

第
だい

 49条
じょう

　本
ほんがく

学の学
がく ぶ

部における秋
あき

セメスター期
き

の卒
そつぎょう

業日
び

を３月
がつ

31

日
にち

、春
はる

セメスター期
き

の卒
そつぎょう

業日
び

を９月
がつ

20日
にち

とする。
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２ 　本
ほんがく

学の大
だいがくいん

学院における秋
あき

セメスター期
き

の修
しゅうりょう

了日
び

を３月
がつ

31日
にち

、

春
はる

セメスター期
き

の修
しゅうりょう

了日
び

を９月
がつ

20日
にち

とする。

第
だい

 50条
じょう

　卒
そつぎょう

業日
び

または修
しゅうりょう

了日
び

を含
ふく

めて３カ
かげつ

月を超
こ

える停
ていがく

学処
しょぶん

分を

受
う

けた者
もの

については、その処
しょぶん

分相
そうとう

当期
きかん

間これを延
えんき

期する。

第
だい

 51条
じょう

　卒
そつぎょう

業該
がいとうしゃ

当者または修
しゅうりょう

了該
がいとうしゃ

当者が３カ
かげ つ

月以
いな い

内の停
ていがく

学処
しょぶん

分

を受
う

け、その処
しょぶん

分解
かいじょ

除日
び

が正
せい き

規の卒
そつぎょう

業日
び

または修
しゅうりょう

了日
び

を超
こ

え

るときは、解
かいじょ

除の日
ひ

の翌
よくじつ

日を卒
そつぎょう

業日
び

または修
しゅうりょう

了日
び

とする。

第
だい

 52条
じょう

　第
だい

50条
じょう

または第
だい

51条
じょう

に定
さだ

める卒
そつぎょう

業日
び

または修
しゅうりょう

了日
び

がセメ

スター期
き

の中
ちゅうと

途となるときは、当
とうがい

該学
がくせい

生の希
きぼ う

望により、これを 

当
とうがい

該セメスター期
き

の卒
そつぎょう

業日
び

または修
しゅうりょう

了日
び

とすることができる。

　（学
がくぶ

部における履
りしゅう

修の特
とくれい

例を受
う

ける者
もの

の卒
そつぎょう

業）

第
だい

 61条
じょう

の５　学
がくそく

則第
だい

30条
じょう

第
だい

２項
こう

に定
さだ

める優
ゆうしゅう

秀な成
せいせき

績とは、履
りしゅう

修

の特
とくれい

例が許
きょ か

可された者
もの

が学
がくそく

則に定
さだ

める卒
そつぎょう

業を認
にんてい

定する基
きじゅん

準に

加
くわ

え、次
つぎ

の各
かくごう

号の基
きじゅん

準をすべて満
み

たしていることとする。

　(1)　通
つうさん

算GPAが3.20以
いじょう

上であること

　(2) 　日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準の者
もの

にあっては英
えい ご

語により、英
えい ご

語基
きじゅん

準の者
もの

に

あっては日
に ほ ん ご

本語により、それぞれ開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
かも く

目

および専
せんもん

門教
きょういく

育科
かも く

目から20単
たんい

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得していること

　（大
だいがくいん

学院における早
そうき

期修
しゅうりょう

了のための履
りしゅう

修の特
とくれい

例）

第
だい

 62条
じょう

　学
がくそく

則第
だい

31条
じょう

第
だい

２項
こう

および第
だい

５項
こう

による修
しゅうりょう

了（以
い か

下

「早
そう き

期修
しゅうりょう

了」という。）を希
きぼ う

望する者
もの

が、所
しょてい

定の基
きじゅん

準を満
み

たす

場
ばあい

合、指
してい

定の授
じゅぎょう

業科
かも く

目について、配
はいとう

当セメスターにかかわらず、

別
べっぴょう

表３に定
さだ

めるセメスターでの履
りしゅう

修（以
い か

下「履
りしゅう

修の特
とくれい

例」と

いう。）を認
みと

める。ただし、継
けいぞく

続審
しん さ

査に合
ごうかく

格しなかった場
ばあい

合は、

履
りしゅう

修の特
とくれい

例を中
ちゅうし

止する。

第
だい

 62条
じょう

の２　履
りしゅう

修の特
とくれい

例を希
きぼ う

望する者
もの

は、第
だい

１セメスター開
かい し

始

日
び

より２週
しゅうかん

間以
いな い

内に、研
けんきゅう

究計
けいかくしょ

画書を添
そ

えて研
けんきゅう

究科
かちょう

長に申
もう

し出
で

を

行
おこな

わなければならない。

２　履
りしゅう

修の特
とくれい

例の許
きょ か

可は、研
けんきゅう

究科
かちょう

長が行
おこな

う。

３ 　履
りしゅう

修の特例を許
きょか

可する基
きじゅん

準は、課
かてい

程に応
おう

じ、次
つぎ

の各
かくごう

号のとお

りとする。

　(1) 　アジア太
たいへいよう

平洋研
けんきゅうか

究科博
はく し

士前
ぜん き

期課
かて い

程　研
けんきゅう

究計
けいかくしょ

画書における

研
けんきゅう

究目
もくてき

的、研
けんきゅう

究計
けいかく

画が早
そう き

期修
しゅうりょう

了にふさわしい内
ないよう

容である

こと。

　(2) 　経
けいえい

営管
かん り

理研
けんきゅうか

究科修
しゅうし

士課
かて い

程　次
つぎ

の各
かくごう

号の基
きじゅん

準をいずれも満
み

たすこと。

　　イ 　研
けんきゅう

究計
けいかくしょ

画書における研
けんきゅう

究目
もくてき

的、研
けんきゅう

究計
けいかく

画が早
そう き

期修
しゅうりょう

了に

ふさわしい内
ないよう

容であること次
つぎ

の各
かくごう

号の基
きじゅん

準をいずれも満
み

たすこと。

　　ロ 　入
にゅうがく

学試
し け ん

験結
け っ か

果が早
そ う き

期修
しゅうりょう

了にふさわしいことまたは

入
にゅうがくまえ

学前に高
こうど

度な専
せんもん

門技
ぎじゅつ

術を用
もち

いた職
しょくしゅ

種での就
しゅうろう

労経
けいけん

験がある

こと。

　(3) 　アジア太
たいへいよう

平洋研
けんきゅうか

究科博
はく し

士後
こう き

期課
かて い

程　研
けんきゅう

究計
けいかくしょ

画書における

研
けんきゅう

究目
もくてき

的、研
けんきゅう

究計
けいかく

画が早
そう き

期修
しゅうりょう

了にふさわしい内
ないよう

容である

こと。

第
だい

 62条
じょう

の３　履
りしゅう

修の特
とくれい

例が認
みと

められた者
もの

は、課
かて い

程および修
しゅうりょう

了を

希
きぼ う

望する時
じ き

期に応
おう

じ、次
つぎ

の各
かくごう

号に定
さだ

める時
じ き

期までに研
けんきゅう

究科
かちょう

長に

研
けんきゅう

究状
じょうきょう

況報
ほうこくしょ

告書を添
そ

えて、履
りしゅう

修の特
とくれい

例の継
けいぞく

続の申
もう

し出
で

を行
おこな

わ

なければならない。

　(1) 　アジア太
たいへいよう

平洋研
けんきゅうか

究科博
はく し

士前
ぜん き

期課
かて い

程（１年
ねん

修
しゅうりょう

了の場
ばあ い

合）　

第
だい

１セメスター終
しゅうりょう

了時
じ

　(2) 　アジア太
たいへいよう

平洋研
けんきゅうか

究科博
はく し

士前
ぜん き

期課
かて い

程（1.5年
ねん

修
しゅうりょう

了の場
ばあ い

合）　

第
だい

２セメスター終
しゅうりょう

了時
じ

　(3) 　経
けいえい

営管
かん り

理研
けんきゅうか

究科修
しゅうし

士課
かて い

程（1.5年
ねん

修
しゅうりょう

了の場
ばあ い

合）　第
だい

１セメ

スターおよび第
だい

２セメスター終
しゅうりょう

了時
じ

　

２ 　履
りしゅう

修の特
とくれい

例の継
けいぞく

続を許
き ょ か

可する 基
きじゅん

準は、課
か て い

程および修
しゅうりょう

了の

時
じ き

期に応
おう

じ、次
つぎ

の各
かくごう

号のとおりとする。

　(1) 　アジア太
たいへいよう

平洋研
けんきゅうか

究科博
はく し

士前
ぜん き

期課
かて い

程（１年
ねん

修
しゅうりょう

了の場
ばあ い

合）　

修
しゅうりょう

了に必
ひつよう

要な単
たん い

位を16単
たんい

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得しており、研
けんきゅう

究内
ないよう

容お

よび研
けんきゅう

究状
じょうきょう

況が早
そう き

期修
しゅうりょう

了にふさわしいこと。

　(2) 　アジア太
たいへいよう

平洋研
けんきゅうか

究科博
はく し

士前
ぜん き

期課
かて い

程（1.5年
ねん

修
しゅうりょう

了の場
ばあ い

合）　

修
しゅうりょう

了に必
ひつよう

要な単
たん い

位を22単
たんい

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得しており、研
けんきゅう

究内
ないよう

容お

よび研
けんきゅう

究状
じょうきょう

況が早
そうき

期修
しゅうりょう

了にふさわしいこと。

　(3) 　経
けいえい

営管
か ん り

理研
けんきゅうか

究科修
しゅうし

士課
か て い

程（1.5年
ねん

修
しゅうりょう

了の場
ば あ い

合）　通
つうさん

算

GPA3.00以
いじょう

上であり、修
しゅうりょう

了に必
ひつよう

要な全
すべ

ての必
ひっしゅう

修科
か も く

目を修
しゅうとく

得

しており、かつ、研
けんきゅう

究内
ないよう

容および研
けんきゅう

究状
じょうきょう

況が早
そう き

期修
しゅうりょう

了にふ

さわしいこと。

　（不
ふせい こ う い

正行為の種
しゅるい

類）

第
だい

 72条
じょう

　期
き ま つ し け ん

末試験、中
ちゅうかんしけん

間試験等
など

に関
かん

する不
ふ せ い こ う い

正行為とは、次
つぎ

の

各
かくごう

号のいずれかに該
がいとう

当する行
こうい

為をいう。

　(1)　本
ほんにんいがい

人以外による受
じゅけん

験

　(2)　カンニングペーパーなどの所
しょじ

持

　(3)　答
とうあんようし

案用紙の交
こうかん

換

　(4)　答
とうあん

案の見
み

せ合
あ

い

　(5)　机
きじょう

上などへの書
か

きこみ

　(6)　答
とうあん

案や出
しゅっせきひょう

席表への虚
きょぎきにゅう

偽記入

　(7)　答
とうあんようし

案用紙の持
もちかえ

帰りまたは破
は き

棄

　(8)　私
し ご

語、のぞき見
み

、わき見
み

　(9)　持
もちこみきょかぶっけんいがい

込許可物件以外の使
しよう

用

(10)　指
してい

定された試
しけんきょうしついがい

験教室以外からの試
しけんもんだい

験問題へのアクセス

(11) 　パソコン、携
けいたいでんわ

帯電話、スマートフォン、その他
た

情
じょうほうつうしん

報通信

機
き き

器を用
もち

いて試
しけ ん

験において許
きょ か

可された以
いが い

外のウェブサイト

やファイル等
など

にアクセスする行
こうい

為

(12)　その他
た

、受
じゅけんたいどふりょう

験態度不良など厳
げんせい

正な試
しけ ん じ っ し

験実施を妨
さまた

げる行
こうい

為

２ 　レポート、論
ろんぶんなど

文等の提
ていしゅつぶつ

出物等
など

に関
かん

する不
ふ せ い こ う い

正行為とは、次
つぎ

の

各
かくごう

号のいずれかに該
がいとう

当する行
こうい

為をいう。

　(1)　剽
ひょうせつ

窃

　(2)　不
ふてきせつ

適切な引
いんよう

用

　(3)　データ等
など

の捏
ねつぞう

造

（不
ふせ い こ う い

正行為の取
とりあつか

扱い）

第
だい

 72条
じょう

の2　不
ふせ い こ う い

正行為を行
おこな

った学
がくせい

生については、当
とうがいしけんかもく

該試験科目の

成
せいせきひょうか

績評価を無
むこう

効とし、「F」評
ひょうか

価とする。

２ 　前
ぜんこう

項の学
がくせい

生には、立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学学
がくせいちょうかいきてい

生懲戒規程を

－60－

Ⅱ
.  入に

ゅ
う
が
く
て
つ
づ
き
き
ん

学
手
続
金

Ⅳ
.  A
PU
 と
日に
ほ
ん 本
で
の
生せ
い
か
つ 活

Ⅲ
.  授じ

ゅ
ぎ
ょ
う 業
の
ま
え
に

Ⅱ
.  A
PU
 で
の
学が
く
し
ゅ
う 修

Ⅰ
.  A
P 
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

Ⅳ
.  A
PU
 と
日に
ほ
ん 本
で
の
生せ
い
か
つ 活



適
てきよう

用する。

　（証
しょう

明
めいしょう

証の発
はっこう

行）

第
だい

 105条
じょう

　学
がくせいしょう

生証、在
ざいがく

学証
しょうめいしょ

明書、成
せいせき

績証
しょうめいしょ

明書、卒
そつぎょう

業証
しょうめいしょ

明書、学
がっこう

校

学
がくせい

生生
せい と

徒旅
りょかく

客運
うんちん

賃割
わりびきしょう

引証等
など

の証
しょうめい

明は、学
がくちょう

長の職
しょくめい

名により行
おこな

う

ものとする。

　（学
がくせいしょう

生証）

第
だい

 106条
じょう

　学
がくせいしょう

生証の取
と

り扱
あつか

いは、次
つぎ

の各
かくごう

号の定
さだ

めるとおりとする。

　(1) 　学
がくせいしょう

生証は本
ほんがく

学の学
がくせい

生たる身
みぶん

分を証
しょうめい

明するものとする。

　(2) 　学
がくせい

生は、学
がくせいしょう

生証の交
こう ふ

付を受
う

け、これを携
けいたい

帯しなければな

らない。

　(3) 　学
がくせいしょう

生証に貼
ちょうふ

付する写
しゃしん

真は、最
さいきん

近撮
さつえい

影した無
むぼ う

帽半
はんしん

身正
しょうめんぞう

面像

のものを使
しよう

用する。

　(4) 　学
がくせいしょう

生証の有
ゆうこう

効期
きげ ん

限は１カ
かね ん

年とし、毎
まいがく

学年
ねん ど

度初
はじ

めにこれを

更
こうしん

新して交
こうふ

付する。

　(5) 　学
がくせいしょう

生証を携
けいたい

帯していない者
もの

には、本
ほんがく

学の施
しせ つ

設および設
せつ び

備

の利
りよう

用を認
みと

めない。

　(6) 　教
きょうしょくいん

職員から学
がくせいしょう

生証の呈
てい じ

示を求
もと

められたときは、学
がくせい

生はこ

れに応
おう

じなければならない。

　(7) 　学
がくせいしょう

生証を紛
ふんしつ

失したときは、直
ただ

ちに所
しょてい

定の様
ようしき

式により大
だいがく

学

に届
とど

け出
で

て再
さいこうふ

交付を受
う

けなければならない。

　(8) 　新
あら

たに学
がくせいしょう

生証の交
こう ふ

付を受
う

けた者
もの

、本
ほんがく

学学
がくせい

生の身
みぶ ん

分を失
うしな

っ

た者
しゃ

および休
きゅうがく

学が許
きょ か

可された者
もの

は、直
ただ

ちに学
がくせいしょう

生証を返
へんかん

還し

なければならない。

　(9) 　学
がくせいしょう

生証は、卒
そつぎょう

業証
しょうしょ

書・学
がく

位
い き

記の授
じ ゅ よ

与と同
ど う じ

時に、これを

返
へんかん

還しなければならない。ただし、帰
きせ い

省のために学
がくせいしょう

生証を

必
ひつよう

要とする者
もの

については、帰
き せ い ご

省後に学
がくせいしょう

生証を返
へんかん

還すること

ができる。

２ 　前
ぜんこう

項は、 聴
ちょうこうせいしょう

講生証、科
か も く

目等
とう

履
りしゅうせいしょう

修生証、研
けんしゅうせいしょう

修生証、研
けんきゅうせいしょう

究生証

および特
とくべつ

別聴
ちょうこう

講学
がくせいしょう

生証の場
ばあい

合に準
じゅんよう

用する。
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　（目
もくてき

的）

第
だい

 １条
じょう

　この規
き て い

程は、立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学学
がくそく

則（以
い か

下

「学
がくそく

則」という。）第
だい

32条
じょう

の３に規
きて い

定する懲
ちょうかい

戒に関
かん

する手
てつ づ

続き

について定
さだ

めることを目
もくてき

的とする。

　（懲
ちょうかい

戒の対
たいしょう

象とする者
もの

）

第
だい

 ２条
じょう

　この規
きて い

程において懲
ちょうかい

戒の対
たいしょう

象とする者
もの

とは、学
がく ぶ

部学
がくせい

生、

大
だいがくいん

学院学
がくせい

生および学
がくそく

則第
だい

38条
じょう

に定
さだ

める非
ひ せ い き

正規生
せい

とする。

　（懲
ちょうかい

戒の考
かんが

え方
かた

）

第
だい

 ３条
じょう

　懲
ちょうかい

戒は、学
がくせい

生が第
だい

５条
じょう

にある懲
ちょうかい

戒の対
たいしょう

象となる行
こう い

為を

行
おこな

った場
ばあ い

合、学
がっこう

校教
きょういくほう

育法および学
がっこう

校教
きょういくほう

育法施
し こ う

行規
き そ く

則にもとづ

き行
おこな

うものである。

２ 　懲
ちょうかい

戒は、懲
ちょうかい

戒の対
たいしょう

象となる行
こう い

為の様
ようたい

態、結
けっ か

果等
など

を総
そうごうてき

合的に

検
けんとう

討し、教
きょういくてき

育的配
はいりょ

慮にもとづいて行
おこな

う。

３ 　懲
ちょうかい

戒により学
がくせい

生に課
か

す不
ふ り え き

利益は、懲
ちょうかい

戒目
もくてき

的を達
たっせい

成するため、

必
ひつよう

要最
さいしょうげん

小限にとどめなければならない。

　（懲
ちょうかい

戒の対
たいしょう

象とする期
きかん

間）

第
だい

 ４条
じょう

　懲
ちょうかい

戒の対
たいしょう

象とする期
きかん

間は、入
にゅうがくご

学後、本
ほんがく

学の学
がくせき

籍を有
ゆう

する

期
きかん

間とする。

　（懲
ちょうかい

戒の対
たいしょう

象とする行
こうい

為）

第
だい

 ５条
じょう

　懲
ちょうかい

戒の対
たいしょう

象とする行
こう い

為は、次
つぎ

の各
かくごう

号に掲
かか

げるものとす

る。

　(1)　社
しゃかいてき

会的諸
しょちつじょ

秩序に対
たい

する侵
しんぱん

犯行
こう い

為（犯
はんざい

罪行
こう い

為）

　(2)　重
じゅうだい

大な交
こうつう

通法
ほう き

規違
いは ん

反

　(3)　ハラスメント行
こうい

為

　(4)　情
じょうほう

報倫
りん り

理に反
はん

する行
こうい

為

　(5)　学
がくもんてき

問的倫
りん り

理に反
はん

する行
こうい

為

　(6) 　学
がくせい

生の学
がくしゅう

習、研
けんきゅう

究および教
きょうしょくいん

職員の教
きょういく

育研
けんきゅう

究活
かつどう

動等
など

の正
せいとう

当

な活
かつどう

動を妨
ぼうがい

害する行
こうい

為

　(7) 　立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学教
きょうむ

務規
きて い

程第
だい

72条
じょう

に定
さだ

める試
しけ ん

験等
など

における不
ふせい

正行
こう い

為

　(8)　その他
ほか

学
がくせい

生の本
ほんぶん

分に反
はん

する行
こうい

為

２ 　前
ぜんこう

項各
かくごう

号につき、別
べつ

に規
きて い

程が定
さだ

められている場
ばあい

合、その規
きてい

程

にしたがう。

　（懲
ちょうかい

戒の種
しゅるい

類と処
しょぶん

分基
きじゅん

準）

第
だい

 ６条
じょう

　学
がくそく

則第
だい

32条
じょう

の３第
だい

２項
こう

に定
さだ

める懲
ちょうかい

戒は、次
つぎ

のとおりと

する。

　(1)　退
たいがく

学は、学
がくせい

生としての身
みぶん

分を剥
はくだつ

奪するものとする。

　(2) 　停
ていがく

学は、一
いってい

定期
き か ん

間、学
がくせい

生の教
きょういく

育課
か て い

程の履
りしゅう

修および課
か が い

外

活
かつどう

動等
など

を停
てい し

止するものとする。

　(3) 　戒
かいこく

告は、学
がくせい

生の行
おこな

った行
こう い

為の責
せきにん

任を確
かくにん

認し、その将
しょうらい

来を、

書
しょめん

面をもって戒
いまし

めるものとする。

２　懲
ちょうかい

戒の処
しょぶん

分基
きじゅん

準は学
がくせいせいかつ

生生活ハンドブックに定
さだ

める。

　（停
ていがく

学の期
きか ん

間）

第
だい

 ７条
じょう

　停
ていがく

学の期
きか ん

間は、無
む き

期または１か月
げつ

以
いじょう

上６か月
げつ

以
い か

下の有
ゆうき

期

とする。

　（厳
げんじゅう

重注
ちゅうい

意）

第
だい

 ８条
じょう

　懲
ちょうかい

戒に相
そうとう

当しない場
ばあ い

合でも、学
がくせい

生部
ぶちょう

長は、学
がくせい

生に厳
げんじゅう

重

注
ちゅうい

意を行
おこな

うことができる。

２ 　厳
げんじゅう

重注
ちゅうい

意は、行
こう い

為の問
もんだいせい

題性を自
じか く

覚させ反
はんせい

省を促
うなが

すものとす

る。

　（事
じじつ

実関
かんけい

係の調
ちょうさ

査）

第
だい

 ９条
じょう

　懲
ちょうかい

戒の対
たいしょう

象となる行
こう い

為またはその疑
うたが

いが生
しょう

じたときは、

学
がくせい

生部
ぶちょう

長は、遅
ちた い

滞なく当
とうがい

該学
がくせい

生等
など

に対
たい

する事
じじょう

情聴
ちょうしゅ

取等
など

の調
ちょうさ

査

を行
おこな

い、事
じじつ

実関
かんけい

係を確
かくにん

認する。

２ 　前
ぜんこう

項の調
ちょうさ

査にあたり、学
がくせい

生部
ぶちょう

長は、事
じぜん

前に学
がくせい

生に対
たい

して要
ようし

旨

を口
こうとう

頭または文
ぶんしょ

書で告
こく ち

知し、当
とうがい

該事
じじ つ

実に関
かん

する弁
べんめい

明の機
きか い

会を与
あた

えなければならない。

３ 　前
ぜんこう

項の定
さだ

めにかかわらず、行
こうい

為が重
じゅう

大
だいはんざい

犯罪であり、明
めいはく

白と認
みと

められる等
など

特
とくだん

段の事
じじょう

情がある場
ばあい

合は、この限
かぎ

りではない。

　（懲
ちょうかい

戒の手
てつ づ

続き）

第
だい

 10条
じょう

　学
がくせい

生部
ぶちょう

長は、前
ぜんじょう

条の事
じ じ つ

実関
かんけい

係の調
ちょうさ

査により、懲
ちょうかい

戒が

相
そうとう

当と判
はんだん

断した場
ばあい

合、懲
ちょうかい

戒の原
げんあん

案を作
さくせい

成し、学
がくせい

生委
いいんかい

員会の議
ぎ

を

経
へ

て、学
がくちょう

長に上
じょうしん

申する。

　（懲
ちょうかい

戒の発
はっこう

効）

第
だい

11条
じょう

　懲
ちょうかい

戒は、前
ぜんじょう

条の手
てつ づ

続きを経
へ

て、学
がくちょう

長が行
おこな

う。

２ 　懲
ちょうかい

戒は、学
がくせい

生に対
たい

して懲
ちょうかい

戒内
ないよう

容を文
ぶんしょ

書で発
はっしん

信した日
ひ

から発
はっこう

効

する。

　（学
がくせい

生への通
つうこく

告）

第
だい

 12条
じょう

　学
がくちょう

長は、学
がくせい

生に対
たい

し懲
ちょうかい

戒の内
ないよう

容を文
ぶんしょ

書により通
つうこく

告する。

２　通
つうこく

告は、発
はっしん

信をもって足
た

りる。

　（公
こうじ

示）

第
だい

13条
じょう

　懲
ちょうかい

戒を行
おこな

った場
ばあい

合、学
がくちょう

長は遅
ちた い

滞なく公
こうじ

示を行
おこな

う。

２ 　公
こうじ

示する事
じこう

項は、所
しょぞく

属する学
がくぶ

部または研
けんきゅうか

究科、回
かいせい

生、懲
ちょうかい

戒の

種
しゅるい

類、懲
ちょうかい

戒理
りゆ う

由とする。

３　公
こうじ

示期
きか ん

間は、１ヶ
かげつ

月とする。

４ 　特
とくだん

段の事
じじょう

情がある場
ばあい

合、学
がくせい

生委
いいんかい

員会の議
ぎ

を経
へ

て、当
とうがい

該公
こう じ

示の

一
いち ぶ

部または全
ぜんぶ

部を公
こうじ

示しないことができる。

　（無
む き

期停
ていがく

学の解
かいじょ

除）

第
だい

 14条
じょう

　無
む き

期停
ていがく

学は、懲
ちょうかい

戒の発
はっこう

効日
び

から６か月
げつ

を経
けい か

過した後
あと

で

立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学学
がくせい

生懲
ちょうかいきてい

戒規程

－62－

Ⅱ
.  入に

ゅ
う
が
く
て
つ
づ
き
き
ん

学
手
続
金

Ⅳ
.  A
PU
 と
日に
ほ
ん 本
で
の
生せ
い
か
つ 活

Ⅲ
.  授じ

ゅ
ぎ
ょ
う 業
の
ま
え
に

Ⅱ
.  A
PU
 で
の
学が
く
し
ゅ
う 修

Ⅰ
.  A
P 
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

Ⅳ
.  A
PU
 と
日に
ほ
ん 本
で
の
生せ
い
か
つ 活



なければ解
かいじょ

除できない。

２ 　学
がくせい

生部
ぶちょう

長が、６か月
げつ

を経
けい か

過した後
あと

に、無
む き

期停
ていがく

学の解
かいじょ

除が適
てきとう

当

であると認
みと

めたときは、その解
かいじょ

除を発
はつぎ

議する。

３ 　無
む き

期停
ていがく

学の解
かいじょ

除は、学
がくせい

生委
いいんかい

員会の議
ぎ

を経
へ

て、学
がくちょう

長が行
おこな

う。

４　無
む き

期停
ていがく

学解
かいじょ

除の学
がくせい

生への通
つうこく

告は、文
ぶんしょ

書で行
おこな

う。

　（懲
ちょうかい

戒に関
かん

する記
きろく

録）

第
だい

 15条
じょう

　学
がく

部
ぶちょう

長または研
けんきゅう

究科
かちょう

長は、懲
ちょうかい

戒の事
じじ つ

実を学
がくせきぼ

籍簿に記
きろ く

録

する。

　（異
い ぎ

議申
もうした

立て）

第
だい

 16条
じょう

　懲
ちょうかい

戒を課
か

せられた学
がくせい

生は、懲
ちょうかい

戒の通
つうこく

告日
び

から７日
にち

以
い な い

内

にその懲
ちょうかい

戒に対
たい

する異
い ぎ

議申
もうした

立てを行
おこな

うことができる。ただし、

期
きかんない

間内に異
い ぎ

議申
もうした

立てをすることができない正
せいとう

当な理
りゆ う

由が認
みと

め

られる場
ばあい

合は、その理
りゆう

由が消
しょうめつ

滅した日
ひ

から起
きさん

算して７日
にち

以
いな い

内に

異
い ぎ

議申
もうした

立てを行
おこな

うことができる。

２ 　異
い ぎ

議申
もうした

立てをしようとする学
がくせい

生は、異
い ぎ

議申
もうしたてしょ

立書を学
がくちょう

長に提
ていしゅつ

出

しなければならない。

　（学
がくせい

生処
しょぶん

分審
しん さ

査会
かい ぎ

議）

第
だい

 17条
じょう

　学
がくちょう

長は、前
ぜんじょう

条の異
い ぎ

議申
もうした

立てにもとづき学
がくせい

生処
しょぶん

分審
し ん さ

査

会
かい ぎ

議を設
せっ ち

置する。

２ 　学
がくせい

生処
しょぶん

分審
しん さ

査会
かい ぎ

議は、学
がくせい

生委
いいんかい

員会の委
いい ん

員である副
ふくがくちょう

学長以
いが い

外

の副
ふくがくちょう

学長のうち１名
めい

、学
がくせい

生部
ぶちょう

長、教
きょうがく

学部
ぶちょう

長、異
い ぎ

議申
もうした

立てを行
おこな

っ

た学
がくせい

生が所
しょぞく

属する学
がくぶ

部または研
けんきゅうか

究科以
いが い

外の学
がく

部
ぶちょう

長もしくは研
けんきゅう

究

科
かちょう

長および事
じ む

務局
きょくちょう

長で構
こうせい

成する。

３　学
がくせい

生処
しょぶん

分審
しん さ

査会
かい ぎ

議の議
ぎちょう

長は、副
ふくがくちょう

学長とする。

４ 　学
がくせい

生処
しょぶん

分審
し ん さ

査会
か い ぎ

議は、委
いい ん

員の過
かはんすう

半数の出
しゅっせき

席によって成
せいりつ

立す

る。

５ 　議
ぎちょう

長が必
ひつよう

要と認
みと

める場
ばあい

合は、弁
べ ん ご し

護士等
など

専
せんもんか

門家の出
しゅっせき

席を求
もと

める

ことができる。

６ 　学
がくせい

生処
しょぶん

分審
しん さ

査会
かい ぎ

議は、学
がくせい

生から提
ていしゅつ

出された異
い ぎ

議申
もうしたてしょ

立書にもと

づき審
しんさ

査を行
おこな

う。

７ 　異
い ぎ

議申
もうした

立てをした学
がくせい

生は、書
しょめん

面で意
いけ ん

見を述
の

べ、資
しりょう

料を提
ていきょう

供す

ることができる。

８ 　学
がくせい

生処
しょぶん

分審
し ん さ

査会
か い ぎ

議は、懲
ちょうかい

戒の内
ないよう

容が相
そうとう

当であると判
はんだん

断した

場
ばあい

合は、異
い ぎ

議申
もうした

立ての却
きゃっか

下を求
もと

める旨
むね

の勧
かんこく

告を学
がくちょう

長に行
おこな

う。

９ 　学
がくせい

生処
しょぶん

分審
し ん さ

査会
か い ぎ

議は、懲
ちょうかい

戒の内
ないよう

容が相
そうとう

当でないと判
はんだん

断した

場
ばあい

合は、懲
ちょうかい

戒の取
と

り消
け

しまたは変
へんこう

更を求
もと

める旨
むね

の勧
かんこく

告を学
がくちょう

長に

行
おこな

う。

10 　学
がくちょう

長は、前
まえ

２項
こう

の勧
かんこく

告を受
う

けた場
ばあ い

合、学
がくせい

生処
しょぶん

分審
しん さ

査会
かい ぎ

議の

審
しん ぎ

議内
ないよう

容を、異
い ぎ

議申
もうした

立てをした学
がくせい

生に通
つう ち

知する。

　（再
さいしんぎ

審議）

第
だい

 18条
じょう

　学
がくちょう

長は、前
ぜんじょう

条第
だい

９項
こう

の勧
かんこく

告を受
う

けた場
ばあ い

合、学
がくせい

生部
ぶちょう

長に

再
さいしんぎ

審議を求
もと

める。

２ 　前
ぜんこう

項の場
ばあ い

合、学
がくせい

生部
ぶちょう

長は、学
がくせい

生委
いいんかい

員会において再
さいしん

審議
ぎ

を行
おこな

う。

　（懲
ちょうかい

戒対
たいしょうしゃ

象者の退
たいがく

学申
もう

し出
で

の取
とりあつか

扱い）

第
だい

 19条
じょう

　学
がくちょう

長は、第
だい

９条
じょう

において事
じじょう

情聴
ちょうしゅ

取等
など

調
ちょうさ

査の対
たいしょう

象となっ

た者
もの

から、懲
ちょうかい

戒の決
けっていまえ

定前に退
たいがく

学の申
もう

し出
で

がある場
ばあ い

合、懲
ちょうかい

戒が

決
けってい

定するまでこの申
もう

し出
で

の審
しん さ

査を開
かいし

始しない。

　（停
ていがくき

学期間
かんちゅう

中の指
しど う

導）

第
だい

 20条
じょう

　学
がくちょう

長は、教
きょういくてき

育的指
しど う

導に必
ひつよう

要と判
はんだん

断される場
ばあ い

合、停
てい が く き

学期

間
かんちゅう

中の学
がくせい

生の施
しせ つ

設利
りよ う

用および正
せい か

課授
じゅぎょう

業への参
さん か

加等
など

を認
みと

めるこ

とができる。

　（補
ほそく

則）

第
だい

 21条
じょう

　この規
きてい

程に定
さだ

めるもののほか、この規
きてい

程の実
じっし

施にあたっ

て必
ひつよう

要な事
じこ う

項は、別
べつ

にこれを定
さだ

める。

　（改
かいはい

廃）

第
だい

 22条
じょう

　この規
きてい

程の改
かいはい

廃は、学
がくせい

生委
いいんかい

員会および大
だいがく

学評
ひょうぎかい

議会の議
ぎ

を

経
へ

て、学
がくちょう

長が行
おこな

う。

【大
だいがく

学からの重
じゅうよう

要なお知
し

らせ】

立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学では、日
にほ ん

本の法
ほうれい

令や本
ほんがく

学等
など

の規
きそ く

則に

違
い は ん

反し、学
がくせい

生としての本
ほんぶん

分に反
はん

する行
こ う い

為をした者
もの

は、学
がくせい

生

懲
ちょうかい

戒規
きて い

程に基
もと

づいて、退
たいがく

学、停
ていがく

学等
など

の処
しょぶん

分を行
おこな

います。試
しけ ん

験

等
など

の不
ふせ い

正行
こう い

為は、当
とうがい

該科
かも く

目について不
ふごうかく

合格とする場
ばあ い

合があり

ます。また、処
しょぶん

分を受
う

けた者
もの

は、奨
しょうがく

学金
きん

の取
と

り消
け

しを行
おこな

う

場
ばあ い

合があります。

＜例
れいじ

示＞

１．試
しけん

験等
など

の不
ふせ い

正行
こう い

為

２ ．20歳
さい

未
みま ん

満の飲
いんしゅ

酒・喫
きつえん

煙、およびそれらに関
かか

わる迷
めいわく

惑行
こう い

為

３．暴
ぼうりょく

力行
こう い

為、ハラスメント

４ ．無
むめんきょ

免許運
うんてん

転や飲
いんしゅ

酒運
うんてん

転、迷
めいわく

惑駐
ちゅうしゃ

車を含
ふく

む交
こうつう

通法
ほう き

規違
いは ん

反

５ ．大
た い ま

麻や麻
ま や く

薬など、日
に ほ ん

本で定
さだ

められる違
い ほ う

法薬
やくぶつ

物の販
はんばい

売、

密
みつ ゆ

輸、所
しょじ

持、使
しよう

用
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　（健
けんこうしんだん

康診断）

第
だい

 12条
じょう

　学
がくちょう

長および校
こうちょう

長は、毎
まいねんど

年度１回
かい

、新
しんにゅうせい

入生は入
にゅうがくご

学後３ヵ
かげつ

月

以
いな い

内に、定
ていき

期に学
がくせいなど

生等の健
けんこうしんだん

康診断を行
おこな

わなければならない。

２ 　学
がくちょう

長および校
こうちょう

長が必
ひつよう

要あると認
みと

めるときには、臨
りんじ

時に学
がくせいなど

生等

の健
けんこうしんだん

康診断を行
おこな

うことができる。

３ 　学
がくちょう

長および校
こうちょう

長は、前
まえ

２項
こう

の健
けんこうしんだん

康診断の結
けっか

果に基
もと

づき、疾
しっぺい

病

の予
よぼ う

防処
しょ ち

置を行
おこな

い、または治
ちりょう

療を指
し じ

示し、ならびに運
うんどう

動および

作
さぎょう

業を軽
けいげん

減する等
など

適
てきせつ

切な措
そ ち

置をとらなければならない。

４ 　学
がくちょう

長は、大
だいがく

学の研
けんきゅう

究等
など

において、政
せいれい

令で定
さだ

める有
ゆうがい

害業
ぎょうむ

務に

従
じゅうじ

事する学
がくせいなど

生等については、医
い し

師による特
とくべつ

別の項
こうもく

目についての

健
けんこうしんだん

康診断を行
おこな

わなければならない。

５ 　学
がくちょう

長および校
こうちょう

長は、法
ほうれい

令に定
さだ

めるもののほか学
がくせいなど

生等の

健
けんこうしんだん

康診断項
こうもく

目を必
ひつよう

要に応
おう

じて追
ついか

加することができる。

６ 　本
ほんじょう

条に定
さだ

めるもののほか、立
りつめいかんだいがく

命館大学の学
がくせい

生の健
けんこうしんだん

康診断につ

いては、立
りつめいかんだいがく

命館大学学
がくせい

生健
けんこうしんだん

康診断規
きてい

程に、教
きょうしょくいん

職員の健
けんこうしんだん

康診断に

ついては、学
がっこうほうじん

校法人立
りつめいかん

命館教
きょうしょくいん

職 員安
あんぜん

全衛
えいせい

生管
か ん り

理規
き て い

程に定
さだ

め

る。

　（出
しゅっせき

席停
てい し

止）

第
だい

 13条
じょう

　学
がくちょう

長および校
こうちょう

長は、感
かんせんしょう

染症拡
かくだい

大のおそれのあるときは、

政
せいれい

令にもとづき学
がくせいとう

生等の出
しゅっせき

席を停
てい し

止させることができる。

２ 　出
しゅっせき

席停
てい し

止を指
し じ

示したときは、学
がくちょう

長および校
こうちょう

長はその旨
むね

を総
そう む

務

担
たんとう

当常
じょうむ

務理
り じ

事に報
ほうこく

告しなければならない。

　（臨
りんじ

時休
きゅうぎょう

業）

第
だい

 14条
じょう

　総
そう む

務担
たんとう

当常
じょうむ

務理
り じ

事は、感
かんせんしょう

染症予
よぼ う

防上
じょう

の必
ひつよう

要があるとき

は、当
とうがい

該の学
がくちょう

長および校
こうちょう

長と相
そうだん

談の上
うえ

、学
がっこう

校の全
ぜん ぶ

部または一
いちぶ

部

を臨
りんじ

時に休
きゅうぎょう

業することができる。

　（保
ほけんじょ

健所への連
れんらく

絡）

第
だい

 15条
じょう

　学
がくちょう

長および校
こうちょう

長は次
つぎ

の場
ばあ い

合に保
ほけんじょ

健所に連
れんらく

絡しなければ

ならない。

　（1）　第
だい

12条
じょう

により健
けんこうしんだん

康診断を行
おこな

おうとする場
ばあい

合

　（2）　第
だい

13条
じょう

により出
しゅっせき

席停
てい し

止が行
おこな

われた場
ばあい

合

　（3）　第
だい

14条
じょう

により学
がっこう

校の休
きゅうぎょう

業が行
おこな

われた場
ばあい

合

　（危
きけん

険等
など

発
はっせいじ

生時対
たいしょ

処要
ようりょう

領）

第
だい

 18条
じょう

　学
がくちょう

長および校
こうちょう

長は、リスクマネジメント基
きほ ん

本要
ようこう

綱に従
したが

い、学
がっこう

校保
ほけ ん

健安
あんぜんほう

全法第
だい

29条
じょう

の危
きけ ん

険等
など

発
はっせいじ

生時対
たいしょ

処要
ようりょう

領を作
さくせい

成し、

総
そうむ

務担
たんとう

当常
じょうむ

務理
り じ

事に提
ていしゅつ

出しなければならない。

２ 　学
がくちょう

長および校
こうちょう

長は、危
きけ ん

険等
など

発
はっせいじ

生時対
たいしょ

処要
ようりょう

領を所
しょぞく

属の教
きょうしょくいん

職 員

に周
しゅうち

知するとともに、年
ねん

１回
かいいじょう

以上の危
きけ ん

険対
たいしょ

処に関
かん

する訓
くんれん

練を

実
じっ し

施しなければならない。

　（危
きがい

害発
はっせいじ

生時の対
たいおう

応）

第
だい

 19条
じょう

　学
がくちょう

長および校
こうちょう

長は、事
じ こ

故等
など

により学
がくせいなど

生等が心
しんりてき

理的外
がいしょう

傷

その他
ほか

の心
しんしん

身の健
けんこう

康に対
たい

する影
えいきょう

響を受
う

けたときは、心
しんしん

身の健
けんこう

康

を回
かいふく

復させるため必
ひつよう

要な支
しえ ん

援を行
おこな

わなければならない。

学
がっこうほうじん

校法人立
りつめいかん

命館学
がっこう

校保
ほけ ん

健安
あんぜん

全管
かん り

理規
きて い

程（一
いち ぶ

部抜
ばっすい

粋）
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個
こ じ ん

人情
じょうほう

報保
ほ ご

護基
き ほ ん

本方
ほうしん

針

　学
がっこうほうじん

校法人立
りつめいかん

命館（以
い か

下「本
ほん

学
がくえん

園」）は、本
ほん

学
がくえん

園が教
きょういく

育研
けんきゅうじょう

究上使
しよ う

用する本
ほん

学
がくえん

園の学
がくせい

生・生
せいととう

徒等の個
こじ ん

人情
じょうほう

報について、個
こじ ん

人

情
じょうほう

報保
ほ ご

護に関
かん

する法
ほうれい

令およびその他
た

の規
きは ん

範を遵
じゅんしゅ

守するために自
じしゅてき

主的なルールおよび体
たいせい

制を確
かくりつ

立し、以
い か

下のとおり個
こじん

人情
じょうほう

報

保
ほ ご

護基
きほ ん

本方
ほうしん

針を定
さだ

め、これを実
じっこう

行し維
い じ

持します。なお、学
がくじゅつ

術研
けんきゅう

究の用
よう

に供
きょう

する目
もくてき

的で行
おこな

う個
こじ ん

人情
じょうほう

報の取
と

り扱
あつか

いについては

別
べつ

に定
さだ

めるものとします。

記

１．本
ほん

学
がくえん

園は、この基
きほん

本方
ほうしん

針を実
じっこう

行するために、「学
がっこうほうじん

校法人立
りつめいかん

命館個
こじ ん

人情
じょうほう

報保
ほ ご

護規
きて い

程」を定
さだ

め、一
いっぱん

般に公
こうひょう

表するとともに、

本
ほん

学
がくえん

園教
きょうしょくいん

職員等
とう

（役
やくいん

員、教
きょういん

員、職
しょくいん

員、パートタイマー、派
はけん

遣労
ろうどうしゃ

働者等
とう

を含
ふく

む）および学
がくえん

園関
かんけいしゃ

係者に周
しゅうち

知徹
てってい

底させます。

２．本
ほん

学
がくえん

園は、個
こじん

人情
じょうほう

報の紛
ふんしつ

失、破
はか い

壊、改
かい

ざん及
およ

び漏
ろう

えい等
とう

を防
ぼう し

止するため、不
ふせい

正アクセス対
たいさく

策、コンピュータウイルス

対
たいさく

策など適
てきせつ

切な情
じょうほう

報セキュリティ対
たいさく

策を講
こう

じます。

３．本
ほん

学
がくえん

園は、個
こじん

人情
じょうほう

報の入
にゅうしゅ

手にあたり、適
てきほう

法かつ公
こうせい

正な手
しゅだん

段によって行
おこな

い、不
ふせい

正な方
ほうほう

法により入
にゅうしゅ

手しないことはもちろん、

個
こじん

人情
じょうほう

報の主
しゅたい

体である本
ほんにん

人から利
りよう

用目
もくてき

的等
とう

について同
どうい

意をとるか、本
ほん

学
がくえん

園インターネットホームページに必
ひつよう

要事
じこ う

項を

告
こく ち

知します。

４．本
ほん

学
がくえん

園は、個
こじん

人情
じょうほう

報を間
かんせつてき

接的に入
にゅうしゅ

手する場
ばあい

合、入
にゅうしゅ

手する個
こじん

人情
じょうほう

報について、提
ていきょうしゃ

供者が本
ほんにん

人から適
てきせい

正に入
にゅうしゅ

手したもので

あるかどうかを確
かくにん

認し、本
ほん

学
がくえん

園インターネットホームページに個
こじん

人情
じょうほう

報の利
りよ う

用目
もくてき

的等
とう

の必
ひつよう

要事
じこ う

項を告
こく ち

知します。

５．本
ほん

学
がくえん

園は、個
こじん

人情
じょうほう

報の本
ほんにん

人が自
じ こ

己個
こじ ん

人情
じょうほう

報について、開
かいじ

示、訂
ていせい

正、使
しよ う て い し

用停止、消
しょうきょ

去等
とう

の権
けん り

利を有
ゆう

していることを確
かくにん

認

し、本
ほんにん

人からのこれらの請
せいきゅう

求を尊
そんちょう

重して対
たいおう

応します。

６．本
ほん

学
がくえん

園は、個
こじ ん

人情
じょうほう

報を第
だいさんしゃ

三者との間
あいだ

で共
きょうどう

同利
りよ う

用したり、業
ぎょうむ

務を委
いた く

託するために個
こじ ん

人情
じょうほう

報を第
だいさんしゃ

三者に預
よた く

託する場
ばあ い

合は、

当
とうがい

該第
だいさんしゃ

三者について調
ちょうさ

査し必
ひつよう

要な契
けいやく

約を締
ていけつ

結し、その他
た

法
ほうれいじょう

令上必
ひつよう

要な措
そ ち

置を講
こう

じます。

７．個
こじ ん

人情
じょうほう

報については、本
ほん

学
がくえん

園が設
せっ ち

置する学
がっこう

校に現
げんざい

在在
ざいせき

籍する学
がくせい

生・生
せい と

徒および過
か こ

去に在
ざいせき

籍した学
がくせい

生・生
せい と

徒に限
かぎ

らず、

本
ほん

学
がくえん

園が設
せっ ち

置する学
がっこう

校の学
がくせい

生・生
せい と

徒となる目
もくてき

的で本
ほんにん

人から提
ていきょう

供された個
こじん

人情
じょうほう

報についても同
どうよう

様に厳
げんみつ

密に取
と

り扱
あつか

います。

８．具
ぐたいてき

体的な個
こじん

人情
じょうほう

報取
しゅとく

得、取
と

り扱
あつか

いのため以
い か

下の原
げんそく

則を定
さだ

めます。

○ 個
こじ ん

人情
じょうほう

報の利
りよ う

用は、取
しゅとく

得目
もくてき

的の範
はんいない

囲内で、具
ぐたいてき

体的な業
ぎょうむ

務に応
おう

じ権
けんげん

限を与
あた

えられた者
もの

のみが、業
ぎょうむ

務の遂
すいこうじょう

行上必
ひつよう

要な限
かぎ

りにおいて行
おこな

うものとします。

○個
こじん

人情
じょうほう

報を第
だいさんしゃ

三者に提
ていきょう

供することを原
げんそく

則として行
おこな

いません。

○個
こじん

人情
じょうほう

報の目
もくてきがい

的外利
りよ う

用、通
つうじょう

常の利
りよ う

用場
ばし ょ

所からの持
も

ち出
だ

し、外
がいぶ

部への送
そうしん

信等
とう

の個
こじ ん

人情
じょうほう

報の漏
ろう

えい行
こうい

為を行
おこな

いません。

○ 本
ほん

学
がくえん

園従
じゅうじしゃ

事者が、業
ぎょうむじょう

務上知
し

り得
え

た個
こじ ん

人情
じょうほう

報の内
ないよう

容をみだりに第
だいさんしゃ

三者に知
し

らせ、または不
ふとう

当な目
もくてき

的に使
しよ う

用することを

禁
きん

じます。その業
ぎょうむ

務に係
かかわ

る職
しょく

を退
しりぞ

いた後
あと

も同
どうよう

様とします。

○次
つぎ

に示
しめ

す内
ないよう

容を含
ふく

む個
こじ ん

人情
じょうほう

報の取
しゅとく

得、利
りよ う

用または提
ていきょう

供を行
おこな

いません。

　　　１．思
しそう

想、信
しんじょう

条および宗
しゅうきょう

教に関
かん

する事
じこう

項

　　　２．社
しゃかいてき

会的差
さべ つ

別の原
げんいん

因となる事
じこう

項

2005年
ねん

４月
がつ

１日
にち
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立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学における個
こじん

人情
じょうほう

報の取
とりあつか

扱いについて

　立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学（以
い か

下「本
ほんがく

学」といいます。）は、個
こじ ん

人情
じょうほう

報保
ほ ご

護に関
かん

する法
ほうれい

令および「学
がっこう

校法
ほうじん

人立
りつめいかん

命館個
こじ ん

人

情
じょうほう

報保
ほ ご

護規
きて い

程」を遵
じゅんしゅ

守し、本
ほんがく

学が入
にゅうがく

学予
よていしゃ

定者から取
しゅとく

得する個
こじん

人情
じょうほう

報を以
い か

下のように取
とりあつか

扱います。

＜利
りよう

用目
もくてき

的＞

　学
がくせい

生の個
こじ ん

人情
じょうほう

報は、次
つぎ

の目
もくてき

的のために利
りよう

用します。

 1.学
がくせき

籍管
かん り

理、履
りしゅう

修管
かん り

理、成
せいせき

績管
かん り

理、学
がく ひ

費情
じょうほう

報管
かん り

理等
など

、学
がくせいとう

生等の学
がくしゅう

修支
しえ ん

援

 2.学
がくせい

生生
せいかつ

活相
そうだん

談、課
かが い

外活
かつどう

動支
しえ ん

援、奨
しょうがくきん

学金管
かん り

理、保
ほけん

健衛
えいせい

生管
かん り

理等
など

、学
がくせいとう

生等の学
がくせい

生生
せいかつ

活支
しえ ん

援

 3.進
しんろ し ど う

路指導、就
しゅうしょく

職活
かつどう

動支
しえ ん

援、進
しん ろ

路就
しゅうしょく

職 情
じょうほう

報管
かん り

理等
など

、学
がくせいとう

生等の進
しんろ

路就
しゅうしょく

職支
しえ ん

援

 4.保
ほ ご し ゃ

護者への成
せいせき

績通
つう ち

知等
など

、保
ほ ご し ゃ

護者との履
りしゅう

修、成
せいせき

績、進
しん ろ

路相
そうだん

談

 5.入
にゅうがく

学試
しけ ん

験業
ぎょうむ

務、入
にゅうがく

学手
てつづき

続業
ぎょうむ

務執
しっこう

行

 6.立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学および学
がっこう

校法
ほうじん

人立
りつめいかん

命館が設
せっち

置する各
かくこう

校の各
かくしゅ

種案
あんない

内物
ぶつ

送
そう ふ

付

 7.学
がくない

内施
しせ つ

設・設
せつ び

備の利
りよう

用管
かん り

理、保
ほあ ん

安管
かん り

理

 8.各
かくしゅ

種証
しょうめいしょ

明書発
はっこう

行

 9.学
がくじゅつ

術交
こうりゅう

流協
きょうてい

定などによる国
こくないがい

内外の協
きょうていこう

定校への必
ひつよう

要情
じょうほう

報の提
ていきょう

供

　 ■立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学の協
きょうていこう

定校・機
きかん

関一
いちらん

覧

　 　http://www.apu.ac.jp/home/exchange/content35/

10.奨
しょうがく

学事
じぎょう

業を行
おこな

う団
だんたい

体への必
ひつよう

要情
じょうほう

報の提
ていきょう

供

11.卒
そつぎょう

業生
せい

で組
そし き

織する団
だんたい

体（校
こうゆうかい

友会）への必
ひつよう

要情
じょうほう

報の提
ていきょう

供

12.学
がくせい

生の父
ふ ぼ

母で組
そしき

織する団
だんたい

体（APU-Club・国
こくない

内学
がくせい

生父
ふ ぼ

母の会
かい

）への必
ひつよう

要情
じょうほう

報の提
ていきょう

供

13.学
がっこう

校法
ほうじん

人立
りつめいかん

命館個
こじ ん

人情
じょうほう

報保
ほ ご

護委
いいんかい

員会で認
みと

められた団
だんたい

体への必
ひつよう

要情
じょうほう

報の提
ていきょう

供

14.大
だいがく

学評
ひょうか

価（自
じ こ

己点
てんけん

検評
ひょうか

価・第
だいさんしゃ

三者評
ひょうか

価・認
にんしょう

証評
ひょうかとう

価等）、各
かくしゅ

種統
とうけい

計調
ちょうさ

査

15.教
きょういく

育、研
けんきゅう

究、FD活
かつどう

動

16.その他
た

、上
じょうき

記各
かくごう

号に関
かんれん

連し、または附
ふずい

随する目
もくてき

的

＜個
こじ ん

人情
じょうほう

報の管
かん り

理＞

　学
がくせい

生の個
こじ ん

人情
じょうほう

報は、法
ほうれい

令および学
がっこう

校法
ほうじん

人立
りつめいかん

命館個
こじ ん

人情
じょうほう

報保
ほ ご

護規
きて い

程に則
のっと

り、漏
ろうえい

洩・滅
めっしつ

失・毀
きそ ん

損等
など

がないよう安
あんぜん

全に管
かん り

理

します。

＜個
こじん

人データの提
ていきょう

供を伴
ともな

う業
ぎょうむ

務委
いた く

託＞

　本
ほんがく

学は、個
こじ ん

人データの取
とりあつかい

扱を含
ふく

む業
ぎょうむ

務の一
いち ぶ

部を個
こじ ん

人情
じょうほう

報の適
てきせつ

切な取
とりあつかい

扱に関
かん

する契
けいやく

約を締
ていけつ

結した上
うえ

で、外
がい ぶ

部の事
じぎょうしゃ

業者に

委
いたく

託することがあります。

＜個
こじん

人データの第
だいさんしゃ

三者提
ていきょう

供＞

　本
ほんがく

学は、あらかじめ本
ほんにん

人の同
どう

意
い

を得
え

ないで、個
こじん

人データを学
がっこう

校法
ほうじん

人立
りつめいかん

命館以
いが い

外の団
だんたい

体に提
ていきょう

供することはありません。た

だし、法
ほうれい

令に基
もと

づき適
てきせい

正に提
ていきょう

供を要
ようきゅう

求された場
ばあい

合は、本
ほんにん

人の同
どう い

意なしに情
じょうほう

報を提
ていきょう

供することがあります。

＜個
こじん

人データの共
きょうどう

同利
りよ う

用＞

　本
ほんがく

学は、学
がっこう

校法
ほうじん

人立
りつめいかん

命館を個
こじん

人データの管
かんり

理について責
せきにん

任を有
ゆう

する者
もの

として、次
つぎ

の場
ばあ い

合に個
こじ ん

人データを共
きょうどう

同利
りよ う

用するこ

とがあります。これ以
いがい

外の場
ばあい

合については取
しゅとく

得の際
さい

に明
めい じ

示いたします。
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学
がくせい

生・父
ふ ぼ

母（保
ほしょうにん

証人）の方
かた

の個
こじ ん

人データ

共
きょうどう

同利
りよ う

用する個
こじん

人データの項
こうもく

目

［在
ざいがく

学生
せい

］ 氏
し め い

名、学
がくせき

籍番
ばん

号
ごう

、学
が く ぶ

部、学
が っ か

科、回
かいせい

生、セメスター、在
ざいせき

籍状
じょうたい

態

区
くぶ ん

分、入
にゅうがく

学年
ねん

、卒
そつぎょう

業年
ねん

、卒
そつぎょう

業見
みこ み

込年
ねん

、卒
そつぎょう

業判
はんてい

定、現
げんじゅうしょ

住所・電
でん わ

話番
ばん

号
ごう

、帰
きせ い

省先
さき

住
じゅうしょ

所・電
でん わ

話番
ばん

号
ごう

、保
ほしょうにん

証人住
じゅうしょ

所・電
でん わ

話番
ばん

号
ごう

、保
ほしょうにん

証人氏
しめ い

名

［保
ほ ご し ゃ

護者］氏
しめい

名、学
がくひ

費請
せいきゅう

求先
さき

住
じゅうしょ

所・電
でん わ

話番
ばん

号
ごう

、学
がく ひ

費請
せいきゅう

求先
さき

氏
しめ い

名

共
きょうどう

同利
りようしゃ

用者の範
はんい

囲 学
がっこう

校法
ほうじん

人立
りつめいかん

命館、APU-Club・国
こくない

内学
がくせい

生父
ふ ぼ

母の会
かい

利
りよ う

用目
もくてき

的 父
ふ ぼ

母の会
かい

の事
じぎょうあん

業案内
ない

、会
かいほう

報発
はっそう

送

卒
そつぎょう

業生
せい

（校
こうゆう

友）の方
かた

の個
こじ ん

人データ

共
きょうどう

同利
りよ う

用する個
こじん

人データの項
こうもく

目
氏
しめ い

名、校
こうゆう

友番
ばん

号
ごう

、帰
きせ い

省先
さき

住
じゅうしょ

所・電
でん わ

話番
ばん

号
ごう

、現
げんじゅうしょ

住所・電
でん わ

話番
ばん

号
ごう

、学
がく ぶ

部、入
にゅうがく

学年
ねん

、

卒
そつぎょう

業年
ねん

、ゼミ、サークル、国
こくせき

籍、性
せいべつ

別

共
きょうどう

同利
りようしゃ

用者の範
はんい

囲 学
がっこう

校法
ほうじん

人立
りつめいかん

命館、立
りつめいかん

命館ア
あ じ あ

ジア太
たいへいようだいがく

平洋大学校
こうゆうかい

友会

利
りよ う

用目
もくてき

的 校
こうゆうかい

友会の事
じぎょうあん

業案内
ない

、会
かいほう

報発
はっそう

送等
など

、卒
そつぎょう

業生
せい

との連
れんけい

携に関
かん

する業
ぎょうむ

務のため
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立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学 障
しょう

がい学
がくせい

生支
しえ ん

援に関
かん

する指
ししん

針（ガイドライン）
　立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学（以
い か

下本
ほんがく

学）では、以
い か

下の指
ししん

針（ガイドライン）に基
もと

づき、身
しんたい

体障
しょう

がい、発
はったつ

達障
しょう

がい、精
せいしん

神障
しょう

がい、
その他

ほか

の心
しんしん

身の機
きの う

能の障
しょう

がいがある学
がくせい

生（以
い か

下「障
しょう

がい学
がくせい

生」という。）の支
しえん

援を行
おこな

う。
　ただし、本

ほん

指
しし ん

針（ガイドライン）は、支
しえん

援制
せい ど

度の基
きじゅん

準、根
こんかん

幹を定
さだ

めたものであり、支
しえん

援内
ないよう

容については、障
しょう

がいの内
ないよう

容
や程

てい ど

度に応
おう

じ、個
こべつ

別に必
ひつよう

要かつ合
ごうりてき

理的な配
はいりょ

慮を検
けんとう

討し、障
しょう

がい学
がくせい

生や関
かんけいしゃ

係者と十
じゅうぶん

分な協
きょうぎ

議を経
へ

た上
うえ

で決
けってい

定する。

１．支
しえん

援理
りね ん

念
　本
ほんがく

学に従
じゅうじ

事する全
すべ

ての教
きょうしょくいん

職員は、本
ほんがく

学での修
しゅうがく

学において支
しえん

援を求
もと

める学
がくせい

生が、本
ほんがく

学での学
まな

びの経
けいけん

験を通
とお

して、成
せいちょう

長し
社
しゃかい

会につながっていく、そのプロセスを支
しえん

援する。また本
ほんがく

学は、本
ほんがく

学に在
ざいせき

籍する学
がくせい

生及
およ

び関
かんけいしゃ

係者が本
ほん

指
しし ん

針を理
りか い

解し、共
とも

に協
きょうりょく

力し合
あ

うことを期
きたい

待する。

２．基
きほん

本方
ほうしん

針
１）本

ほんがく

学の教
きょうしょくいん

職員は、本
ほんがく

学に在
ざいせき

籍する障
しょう

がい学
がくせい

生が、障
しょう

がいのない学
がくせい

生と分
わ

け隔
へだ

てられることなく、相
そうご

互に人
じんかく

格と個
こせ い

性
を尊
そんちょう

重し合
あ

いながら学
がくせい

生生
せいかつ

活を送
おく

ることができるよう支
しえん

援を行
おこな

う。
２）障

しょう

がい学
がくせい

生の支
しえ ん

援を通
とお

して、すべての学
がくせい

生の学
まな

びと成
せいちょう

長に寄
き よ

与する取
とりく

組みを行
おこな

う。
３）障

しょう

がいのある学
がくせい

生に対
たい

する支
しえん

援は、原
げんそく

則として本
ほんにん

人からの支
しえん

援要
ようせい

請に基
もと

づき行
おこな

うものとする。
４）支

しえん

援内
ないよう

容の判
はんだん

断が困
こんなん

難な場
ばあ い

合には、障
しょうがいしゃ

害者基
きほんほう

本法に定
さだ

める「合
ごうりてき

理的配
はいりょ

慮」並
なら

びに文
もんぶかがくしょう

部科学省の「障
しょう

がいのある学
がくせい

生
の修
しゅうがく

学支
しえ ん

援に関
かん

する検
けんとうかい

討会」報
ほうこく

告（第
だいいちじ

一次まとめ・第
だ い に じ

二次まとめ）が定
さだ

める基
きじゅん

準、取
とりあつか

扱いを参
さんこう

考とし、学
がくせい

生の個
こべ つ

別
事
じじょう

情及
およ

び本
ほんがく

学の環
かんきょう

境等
など

を勘
かんあん

案して判
はんだん

断する。

３．支
しえん

援の目
もくてき

的
　本
ほんがく

学の障
しょう

がい学
がくせい

生支
しえ ん

援は、障
しょう

がいを理
りゆう

由として教
きょういく

育や学
がくしゅう

習の権
けん り

利が不
ふとう

当に損
そこ

なわれることのないよう取
と

り組
く

むことを
第
だい

一
いち

の目
もくてき

的とする。同
どうじ

時に、修
しゅうがく

学の上
うえ

で必
ひつよう

要に応
おう

じて適
てきせつ

切な支
しえ ん

援を行
おこな

うことや、支
しえん

援活
かつどう

動を通
つう

じて、よりよい人
にんげん

間関
かんけい

係
を養
やしな

うとともに、支
しえんしゃ

援者が障
しょう

がいについて理
りかい

解できる場
ば

を提
ていきょう

供する。

４．支
しえんたいせい

援体制
　本

ほんがく

学における障
しょう

がい学
がくせい

生の支
しえんしゃ

援者は、本
ほんがく

学の教
きょうしょくいん

職員及
およ

び障
しょう

がい学
がくせい

生を支
しえ ん

援する本
ほんがく

学の学
がくせい

生サポーターとし、学
がくがい

外の
障
しょう

がい者
しゃ

支
しえ ん

援の専
せんもんか

門家等
など

とも緊
きんみつ

密に連
れんけい

携を図
はか

る。
　本
ほんがく

学は障
しょう

がい学
がくせい

生への支
しえん

援を全
ぜんがくてき

学的に行
おこな

うために、スチューデント･オフィス内
ない

に「障
しょう

がい学
がくせい

生相
そうだん

談受
うけつけ

付」を設
もう

ける。
またスチューデント･オフィス、アカデミック･オフィス、アドミッションズ･オフィス、キャリア･オフィスに「障

しょう

が
い学
がくせい

生支
しえ ん

援相
そうだんいん

談員」を配
はいち

置し、学
がくせいとう

生等へ公
こうかい

開する。学
がくせい

生はスチューデント・オフィスの「障
しょう

がい学
がくせい

生相
そうだん

談受
うけつけ

付」だけで
はなく、直

ちょくせつ

接、相
そうだんいん

談員に相
そうだん

談することもできる。
　「障

しょう

がい学
がくせい

生相
そうだん

談受
うけつけ

付」は、障
しょう

がい学
がくせい

生から受
う

けた相
そうだん

談内
ないよう

容に応
おう

じ各
かく

オフィスの相
そうだんいん

談員に繋
つな

ぎ、相
そうだんいん

談員は障
しょう

がい学
がくせい

生
の修
しゅうがく

学支
しえ ん

援及
およ

び関
かんけい

係部
ぶきょくかん

局間や支
しえんしゃ

援者間
かん

の連
れんけい

携支
しえ ん

援が適
てきせつ

切に行
おこな

われるための調
ちょうせい

整を行
おこな

う。

５．個
こじん

人情
じょうほう

報の保
ほ ご

護と守
しゅひ

秘義
ぎ む

務
１）支

しえんしゃ

援者が支
しえ ん

援をする上
うえ

で知
し

り得
え

た障
しょう

がい学
がくせい

生の個
こじ ん

人情
じょうほう

報（障
しょう

がいや相
そうだん

談の内
ないよう

容を含
ふく

む。）の管
かん り

理を厳
げんみつ

密に行
おこな

い、
第
だいさんしゃ

三者に個
こじん

人情
じょうほう

報の開
かい じ

示や提
ていきょう

供が必
ひつよう

要な場
ばあ い

合は、本
ほんにん

人の同
どう い

意を得
え

るものとする。
２）障

しょう

がい学
がくせい

生への連
れんけい

携支
しえ ん

援を行
おこな

うために必
ひつよう

要と本
ほんがく

学が判
はんだん

断した場
ばあい

合、集
しゅうだん

団守
しゅ ひ

秘義
ぎ む

務を十
じゅうぶん

分に遵
じゅんしゅ

守しつつ支
しえんしゃ

援者間
かん

での
個
こじん

人情
じょうほう

報の共
きょうゆう

有を行
おこな

うことができる。

６．情
じょうほう

報公
こうかい

開
　本
ほんがく

学の障
しょう

がい学
がくせい

生支
しえ ん

援方
ほうしん

針、支
しえ ん

援体
たいせい

制や相
そうだん

談の進
すす

め方
かた

また支
しえん

援内
ないよう

容等
など

について、本
ほんがく

学ホームページ等
など

を活
かつよう

用し、学
がくせい

生
や志

しがんしゃ

願者等
など

に適
てき ぎ

宜、適
てきせつ

切な方
ほうほう

法で周
しゅうち

知する。

７．この指
ししん

針（ガイドライン）に関
かん

する事
じ む

務は、スチューデント・オフィスが行
おこな

う。

８．この指
ししん

針（ガイドライン）の改
かいはい

廃は、学
がくせい

生委
いいんかい

員会、教
きょうがく

学委
いいんかい

員会の議
ぎ

を経
へ

て、学
がくちょう

長が決
けってい

定する。

付
ふそく

則
この指

ししん

針（ガイドライン）は、2016年
ねん

4月
がつ

1日
にち

から施
しこう

行する。

性
せい

の多
たようせい

様性に関
かん

する基
きほん

本方
ほうしん

針
　立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学は、基
きほんてき

本的人
じんけん

権の尊
そんちょう

重という観
かんてん

点より、性
せい

の多
たようせい

様性を尊
そんちょう

重しています。いかなる性
せい

的
てき

指
しこ う

向や性
せい

自
じに ん

認の学
がくせい

生も人
じんけん

権侵
しんがい

害を受
う

けず、また、性
せい

的
てき

指
しこ う

向や性
せい

自
じに ん

認を理
りゆ う

由に不
ふ り え き

利益な扱
あつか

いをされることも不
ふかい

快な思
おも

いや苦
くつう

痛を受
う

け
ることなく、本

ほんがく

学において学
がくしゅう

修し、学
がくせい

生生
せいかつ

活を送
おく

ることのできる環
かんきょう

境づくりを目
め ざ

指しています。
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高
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大
分
自
動
車
道
、
別
府
湾
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

大
分
交
通
バ
ス
「
A
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ウ
ス
前
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バ
ス
停
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湾
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A
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ス
停
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歩
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Campus Access　キャンパスアクセス

【ＡＰＵへの主
おも

な交
こうつう

通機
きか ん

関】　　＊（　　）内
ない

は目
めや す

安となる所
しょようじかん

要時間

ＪＲ亀川（かめがわ）駅
えき

から
大
おおいたこうつう

分交通バス「立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学」（終
しゅうてん

点）下
げし ゃ

車（約
やく

15分
ふん

）
バス運

うんちん

賃　片
かたみち

道 350円
えん

ＪＲ別府（べっぷ）駅
えき

から
・東
ひがしぐち

口より
　大
おおいたこうつう

分交通バス「立
りつめいかん

命館ア
あ じ あ

ジア太
たいへいようだいがく

平洋大学」（終
しゅうてん

点）下
げし ゃ

車（約
やく

35分
ふん

）　
　バス運

うんちん

賃　片
かたみち

道 570円
えん

・西
にしぐち

口より
　亀
かめ

の井
い

バス「立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学」（終
しゅうてん

点）下
げし ゃ

車（約
やく

35分
ふん

）
　バス運

うんちん

賃　片
かたみち

道 570円
えん

大分（おおいた）空
くうこう

港から
　空
くうこう

港リムジンバス「エアライナー」にて「亀
かめかわ

川」下
げし ゃ

車（約
やく

30分
ふん

）
　バス運

うんちん

賃　片
かたみち

道 1,350円
えん

　→乗
の

り継
つ

ぎ（反
はんたい

対車
しゃせん

線のバ
ば す

ス停
てい

「古市（ふるいち）」より）
　→大

おおいたこうつう

分交通バス「立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学」（終
しゅうてん

点）下
げし ゃ

車（約
やく

15分
ふん

）
　　バス運

うんちん

賃片
かたみち

道 350円
えん

ＪＲ博多（はかた）・福岡（ふくおか）空
くうこう

港から
　高
こうそく

速バス「とよのくに」にて「高
こうそく

速別
べっ ぷ

府湾
わん

・APU」下
げしゃ

車
　バス運

うんちん

賃：片
かたみち

道 3,140円
えん

（4枚
まい

回
かいすうけん

数券購
こうにゅう

入の場
ばあ い

合、片
かたみち

道 2,090円
えん

）
　乗
じょうしゃ

車時
じか ん

間：JR博
はかたえき

多駅からは約
やく

140分
ふん

、福
ふくおかくうこう

岡空港からは約
やく

100分
ふん

※金
きんがく

額については変
へんこう

更されることがあります。

APU Access Information
From JR Kamegawa Station
• Take the Oita Kotsu Bus bound for APU to the last stop, 
Ritsumeikan Asia Pacifi c University (15 min.) 350 yen.

From JR Beppu Station
• East Exit: Take the Oita Kotsu Bus bound for APU to the last 
stop, Ritsumeikan Asia Pacifi c University (35 min.) 570 yen.

• West Exit: Take the Kamenoi Bus bound for APU to the last 
stop, Ritsumeikan Asia Pacifi c University (35 min.) 570 yen.

From Oita Airport
• Take the Airport "Airliner" Limousine Bus to Kamegawa 
(Furuichi) Bus Stop (30 min.) 1,350 yen.

 → At the bus stop across the road from Kamegawa (Furuichi) 
Bus Stop, transfer to Oita Kotsu Bus bound for APU. Get off  
at the last stop, Ritsumeikan Asia Pacifi c University (15 min.) 
350 yen.

From JR Hakata Station / Fukuoka Airport
• Take the "Toyonokuni" Highway Bus to Beppu-wan Service 
Area (APU Bus Stop) (140 min. from Hakata Bus Terminal and 
100 min. from Fukuoka Airport International Terminal) 3,140 
yen (2,090 yen if you purchase a set of 4 tickets)

* Fees above are subject to change.
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218
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11
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52

32

645
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Oita Expressway
大分自動車道

Beppu-wan SA
別府湾サービスエリア

AP House

Ritsumeikan Asia Pacific
University
立命館アジア太平洋大学

Honbouzu
本坊主

Kannawa Entrance
鉄輪入口

Beppu IC
別府IC

Hara
原

National Beppu
Hospital
国立別府病院

to Hiji-Machi
至　日出町

to Oita Airport
至　大分空港

Oita Kotsu BusOita Kotsu Bus
FuruichiFuruichi
大分交通バス大分交通バス
【古市】【古市】

Osaka Entrance
小坂入口

Airport
Limousine Bus
Kamegawa
空港リムジンバス
【亀川】

JR Nippo Main LineJR Nippo Main Line
JR　日豊本線

Shonin-ga-hama
上人ヶ浜

Beppu Daigaku St.Beppu Daigaku St.
別府大学駅別府大学駅

Beppu Bay
別府湾

Tsurumi Hospital
鶴見病院

Beppu Municipal Office
別府市役所

B-con Plaza
ビーコンプラザ

Trans-Kyushu Road
九州横断道路

Mochi-ga-hama
餅ヶ浜

Beppu Kitahama
別府北浜

Beppu Park
別府公園

Beppu St.Beppu St.
別府駅別府駅

Nagarekawa dori
流川通り

to Oita City
至　大分市

Kamegawa St.Kamegawa St.
亀川駅亀川駅

Kamegawa St.Kamegawa St.
亀川駅亀川駅

Kamegawa St.
亀川駅前

Airport Limousine Bus
Kamegawa (Furuichi)
空港リムジンバス
【亀川（古市）】

Oita Kotsu Bus, Furuichi
大分交通バス【古市】

to APU
APUへ

Furuichi iriebashiFuruichi iriebashi
古市入江橋古市入江橋
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APU海外事務所・連絡窓口
中国
Ritsumeikan Liaison Offi  ce, Shanghai Jiao Tong University
D, 18F Shentong Xinxi Guangchang, No. 55, Huaihai West Rd.,
Shanghai City 200030, China
Tel: +86-21-6283-5104　Fax: +86-21-6283-5247
Email: apuchina@apu.ac.jp

インドネシア
APU Indonesia Information Center
C/O MARQUEE, Mayapada TowerⅠ,
11th Floor, Jl.Jend. Sudirman Kav. 28 Jakarta 12920, Indonesia
Tel: +62-21-5289 7328/7392
Email: apu-ina@apu.ac.jp

韓国
APU Korea Offi  ce
#608, Halla Classic Offi  cetel 6th Floor, 23 Gangnam 
Daero 84 Gil, Gangnam-gu, Seoul 06233, Korea
Tel: +82-2-564-3425/3426　Fax: +82-2-564-3427
http://www.ritsapu-kr.com　Email: hello@ritsapu-kr.com

台湾
APU Taiwan Offi  ce
8F.,No.560, Sec.4, Zhongxiao E.Rd., 
Xinyi Dist., Taipei City110, Taiwan
Tel: +886-2-7718-8685　Email: taipei@apu.ac.jp

タイ
APU Thailand Offi  ce
1015 Room, 10th Floor, Serm - Mit Tower, 159/16 Soi Asoke,
Sukhumvit 21 Road, Wattana, Bangkok 10110, Thailand
Tel: +66-2-665-7145　Email: thailand@apu.ac.jp

ベトナム
APU Viet Nam Offi  ce
238/2B Nguyen Thi Minh Khai St., Ward 6, District 3,
Ho Chi Minh City, Viet Nam 
Tel: +84-28-39-30-6432　Email: vietnam@apu.ac.jp

インド（連邦直轄市デリーに居住する合格者）
Ms. Deepti Singh
Ritsumeikan APU Delhi Offi  ce
18A103 WeWork, Berger Delhi One Floor 19, Sector 16B, Noida
Uttar Pradesh-201301, INDIA
Tel: +91-73037-86004   Email: d-india@apu.ac.jp

インド（連邦直轄市デリー以外に居住する合格者）
Ms. Ishana Malkani
Think Education Advisory Services LLP
1116B, Dalamal Towers, Free Press Journal Marg, Nariman Point, 
Mumbai, India 400021
Tel: +91-22-4005-1675   Email: m-india@apu.ac.jp

https://admissions.apu.ac.jp Ritsumeikan.APU  
      APUAdmissionsOffice ritsumeikanapu
上記の国の方は、自国のAPU海外事務所・連絡窓口を通して
ご相談いただけます。



Ritsumeikan Asia Pacific University
Admissions Office (International)
1-1 Jumonjibaru, Beppu, Oita, 874-8577 Japan
TEL +81-977-78-1119

URL https://admissions.apu.ac.jp/

立命館アジア太平洋大学
アドミッションズ・オフィス（国際）
〒874-8577  日本国大分県別府市十文字原1-1
 TEL 0977-78-1119（直）

2020年10月発行

お問い合わせ先 入学手続や今後の学生生活について質問や相談がありましたら
気軽にお問い合わせください。

問い合わせ事項 受付オフィス 電話番号など

入学手続 アドミッションズ・オフィス（国際）
Email applied@apu.ac.jp
TEL +81-977-78-1119
FAX +81-977-78-1121

入学前学習課題
プレイスメントテスト
入学後の履修

アカデミック・オフィス
Email academi1@apu.ac.jp
TEL +81-977-78-1122

入学式
入学後の学生生活
奨学金

スチューデント・オフィス
Email apustu1@apu.ac.jp
TEL +81-977-78-1124

アライバル・アシスタンス
APハウス（学生寮）

APハウス・オフィス
Email ssc_bo@apu.ac.jp
TEL +81-977-78-1901
FAX +81-977-78-1902

受付オフィスがわからないときは、アドミッションズ・オフィス（電話 0977-78-1119）へご連絡ください。




